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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──死ねば楽になるんだってさ。

　──ああ、だから絶対に死んでなんかやるもんか！


ある学生たちの落書き（喜き狼ろう院いん学園、女子更こう衣い室ロッカーのメモより）










プロローグ






「アロハ～！　幻想デジタルに生きる妖よう精せい、情報体インスタンスのクロトでーす！　皆みなさん、今日も元気に生きてますか～!?　ふふふふふ、自殺世代アポトーシス・エイジの面めん目もく躍やく如じよ、今日も元気に自殺しているようですね。結構結構。それに致いたしましても、何でまたあなたたちは自殺に走るんでしょうね？　やる気が無い？　生存に疑念を抱いだき続けている？　何かを貫つらぬく武器も持たず、夢すら抱いていない？

　あるいはもしかすると、噂うわさ通り──これ本当に噂ですが。あなたたちはひっそりと特とく殊しゆな機能が仕込まれていて、国家にとって優良ではない人材を、秘密裏りにちょくちょく抹まつ殺さつしているのかもしれません。ワオ、過激ぃ！

　何しろあなたたちにはＤdigital受容体が存在する。高度に発展したデジタル的な存在を五感で体感するために発達した寄生器官。そのお陰かげで、あなたたちはクロトわたしという超ちよう々々々ｋａｗａｉｉわたしを裸ら眼がんで見られて、声を聞いて、近くで息を吸ったらいい匂においがして、あまつさえ指先が触ふれたらくすぐったささえ感じられるんですよ！　やだもう触れたいだなんてエッチ！　でもインターハイで優勝したらチューくらいは遠えん慮りよなくしてあげますからね！

　でも、そ～んないいコトばかりじゃありません！　Ｄdigital受容体は無害なはずのデジタル映像を有害なものへと作り替かえてしまいます。ほら、この直線を見て下さい、青くて白くて綺き麗れいでしょ？

　だ・け・ど──スパーッ！　はい、これであなたの首を斬きっちゃうと痛いです。そう、まるで首を斬られたかのように痛いんですよう！　Ｄdigital受容体が余計なお節せつ介かいで、あなたの脳のうに『あんさんの肉体、今しがた首斬られましたで～？』ってお知らせしてくれるんです！　あ、今『で～？』でちょっと小こ粋いきなジョークを演出しましたが気付いてくれました？　えへへ。さてさて、あなたの脳味み噌そさんはこう考えます。『首が斬られたって？　大変だ！　痛みを出さなきゃ！　首が斬られたくらいの痛みを！　あ、首が斬られたってことは血管も切れてる、大変だ！　血管を収縮させて失血を停止しなきゃ！　あれ？　なんかおかしいぞ！　できるはずないのに、やっちゃった！　でも僕に血が流れてこないから……あ、死んじゃった』って！　面白いですよねえ、愉ゆ快かいですよねえ、本来は無害なはずのただのデジタルが、あなたを殺しにかかっちゃうんですから！

　ファンタズムは楽しいんです。生物として存在しないはずのドラゴン、グリフォン、ゴーレムに殺されるから楽しい！　幻まぼろしの刃やいばに斬られて痛いから、死ぬから楽しい！

　──だから、あなたもやってみませんか？　やみつきになりますよ！　生を求めて、死線を疾しつ駆くする道どう化け師しになりましょう!!　それでは今回もクロトがお送りしました。チャオチャオ～♪」








Act.1:プロファイリング・パーティ






　たったった、たんたんたん、たたたたたた、とっとっと、とんとんとっと。

　──文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎが思うに、ジョギングは人の性格や心理を推おし量はかる際の材料の一つと成り得る。

　走り方、速力、位置、表情、その他様々なものを繫つなぎ合わせると、一人一人の性格が事細かに読み取れるような気がするのだ。

　もちろん、推し量るものは他にも山ほどあるけれど。津奈戯はこの分ぶん析せきに関しては一番の自信を持っていた。

　……津奈戯たちは今、五人で走っている。場所は校内。最上階に当たる四階の廊ろう下かを、ひたすらぐるぐると走り回っている。同学年──一年生たちが彼女たちを物もの珍めずらしそうに観察している。

　放課後、部活もないのかだらだらと残っている津奈戯とイミナのクラスメイトの顔もちらほらと見えた。

　まあ、何てことはない。

　注目を浴びるのは、きっとこれから先も変わらない。少し気を抜ぬいてしまえば、たちまち世界から失しつ墜ついするのも──変わりはない。

　自分の後方にいる人間に津奈戯は精神を集中させる。端たん整せいな顔立ち、ファンタジーから抜け出してきたような銀色の美しい髪かみ、背せ丈たけは高い──そして、揺ゆれる胸は豊ほう穣じようたる大地を思わせるまさにガッデム。

「……どうしたの～？」

「いえ、何でも」

　天は一人の少女に何でもかんでも与あたえすぎである。

　華か々か蓮れんもなむ──という名前だ。彼女の足運びはゆっくりで、だけど確実。ステップは決して単調ではないけど、一定の心地ここちよいリズムを刻んでいる。

　手を抜いている訳ではなく、予備の体力を常に残しているような人。何事も余よ裕ゆうを持って事に当たる──それが身に染みついている人。

　だから彼女は常にみんなの後ろを走るのだろう、微笑ほほえみを絶やさず、仲間たちの誰だれもを安心させるために。

　自分を飛ばし、三番目。こちらの足運びは強い。荒あらいのではなく、力強い。あるのはただ全身全ぜん霊れいという四文字であり、怒いかりはない。力強い薪まき割わりのようだ、と津奈戯は思う。

　そこにあるのは防衛を主しゆ軸じくとする攻こう撃げき的意志。

　守りたい者がいて、それを守るためならば先制攻撃に躊ちゆう躇ちよしないという表れ。

　刻こく導どう零れい視し。この夜よ見み都と学園の生徒会長であり、最大権力者であり、一見はつっけんどんだが妹にダダ甘のブラコン兄あに者じや。

「文橋君、何かあるか？」

「いえ、別に」

　二番目──リズムはデタラメだけど心地よい。それは彼女の一いつ生しよう懸けん命めいさの表れだから。

　とにかく前へ前へと追い縋すがろうとしている。理由は明めい瞭りようだ。前にいる人間に追いつきたいから。

　体力が減っても、くたびれても、だからちっともへいちゃらで。きっと、その内追いつくであろうという確信がある──彼女はそういう光に、満みち溢あふれている。

　後ろに束ねられた焰ほのお色の髪が、ふわふわと揺れている。そしてもちろん平へい坦たんな胸は揺れないサンキュウ親友。

「──はて。何か悪あしき視線があったような」

「気のせい気のせい」

「ですわよね」

　刻導イミナ。文橋津奈戯の親友。かつて親友で、元親友となって、仇きゆう敵てきとなって、また友達になれた。やるせない想いは遠くに消えて、今は目下ラヴラヴ中だ。訂てい正せい、ラヴではなくライク、多分。ただまあ、もしかしたら老後を一いつ緒しよに迎むかえてもいいかもと思えるレベルではある。

　彼女は経験で圧あつ倒とうしていた津奈戯じぶんを破った。だが、津奈戯に不思議と悔くやしさはなかった。

　イミナに才能があるからではない。それだけなら、恐おそらく津奈戯は嫉しつ妬とし──友情関係は破は綻たんしていただろう。

　イミナにあるのは才能だけでなく、愚ぐ直ちよくで絶望的なまでの懸命さがあった。前へ進むこと、それ以外を人生から切り捨すててすらいるような。

　……それは時折、津奈戯に不安すら抱かせる。速く走りすぎて、バターになってしまった愚おろかな虎とらのように、滑こつ稽けいな悲しさ。

　だから、出来得うる限り傍そばにいたいと想う──津奈戯は固かたく決意する。誰だれ一人知らなくとも、自分はイミナを見捨てないと誓ちかったのだ。

　さてさて、最後の一人。

　足運びは緩ゆるやかでもなく、力強くもなく、心地よさもない。ただ、静かだった。先頭を走っているのに、時折背を向けたままこちらに指示を出す。

　まるで背中にも目があるような態度。

　それを見た居残り組のクラスメイトの一人が、足を引っ掛かけようとした──背中を向けたまま、少年は、あっさりとそれを跳ちよう躍やく回かい避ひ。さらに、その足を軽く蹴けり飛ばして後ろを走るイミナたちが犠ぎ牲せいにならぬよう心配までした。

　才能ではない、と彼は言う。自分に才能はなく、ただ鍛きたえただけだと。

　違ちがう、と彼女は思う。

　確かに才能の有無でいえば、彼のそれは凡ぼん庸ようよりは優すぐれているというだけ。インターミドルの伝説的なランカーたちや、現時点でのインターハイで名を刻んでいる強きよう豪ごうたちと比ひ較かくすれば、その才能はせいぜいが三等星。一等星の輝かがやきは、遥はるか彼方かなただ。

　それでも、彼は強い。その強さの謎なぞが分かれば──いつか追いつけるのだろうか。




　少年の名は御み津つ神がみ戌いぬ意い。夜見都学園拡張現実ＡＲ技術同好会の部長（部に昇しよう格かくしたものの、同好会の名はそのまま引き継つがれてしまった）であり、中学生のときにインターミドルの日本ランカー十三位に上のぼり詰つめた人であり、華々蓮もなむの同居人であり、刻導イミナの、そして文橋津奈戯の憧あこがれの男性ひとだった。

　イミナは事故でとある選手プレイヤーを死なせたことで引退していた彼に復帰を求め──苦く心しん惨さん憺たんの末、それを成功させたという。

　彼女がどれほど暴走して、戌意がどれほどそれに巻き込まれたかは、今となっては分からない。

　ただ、戌意はイミナに何かを見み出いだした。そして彼女と約束した。

　──「君たちを」インターハイに連れて行く。そして自分たちが優勝する」

　その約束を果たすため、彼は日に日に加速している。津奈戯の見立てでは、体力面では既すでに中学時代を超こえている……高校生なのだから、当たり前といえば当たり前だが。

　それでも、わずか二ヶ月にも満たない時間でここまで己おのれを鍛え直すなどどうやったのか見当もつかない──つきたくもない。それは多分、寿じゆ命みようとか髪の毛とか色々なものを犠牲にしていると思うからだ。

「……うん？　津奈戯、どうした？」

「先せん輩ぱい、安心して」

「何が？」

「私はハゲても先輩を見捨てない」

「どういう経過を辿たどったらその結論に達した!?」

　珍めずらしく戌意が動どう揺ようを露あらわにしていた。イミナがひょこりと

「わ、わたくしも見捨てませんわよ！」

「私ももちろん見捨てないよ～？」

「うむ。君がハゲたとしても──いい拡張現実ＡＲカツラを用意してやろう」

「全員死ぬ程大きなお世話だ！」

　戌意が怒おこる──もちろん本気ではない。津奈戯は何となくほっこりする自分に気付く。




　文橋津奈戯は、御津神戌意が好きだった。

　友人である刻導イミナも、たぶん御津神戌意が好きだった。

　もしかしたら華々蓮もなむだって、御津神戌意が好きに違いない。

　津奈戯はそのことに、少しだけ引け目を感じている。刻導イミナは、ファンタズムに戌意を誘さそった。華々蓮もなむは戌意とは遠とお縁えんの親しん戚せきであり、言うなれば幼おさな馴な染じみみたいなもの。

　文橋津奈戯は、自分が少しだけ出で遅おくれている気がしていた。
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　文橋津奈戯が転校してきて一週間。選手人数が五人となったことで、五重奏クインテツトとなった。つまりようやくスタートラインに立った訳だ──と、戌意は安あん堵どの息をつく。

　とはいえ、まだまだ難問は山積みだ。それらを一つ一つ選より分け、片付けていかなければならない。まず真っ先にやるべきはスポンサーとの契けい約やくだろう。どこかのメーカーと契約を結び、割と消しよう耗もうしやすい『幻想守殻ドレス』や『重力操靴グラヴイシユテイ』の補ほ充じゆうを頼たのみ、『幻影穿装イマジネイル』のオーダーもお願いしたい。

　となると、できれば大手メーカーと契約を結びたいところだが、現時点での実績では、さすがに相手にもしてくれないだろう。

　もっとも、これに関しては一つだけアテがあった。上手うまくいけば、スポンサーはすんなり決定しそうだ。

　トレーニングに割さく時間は大分増えているが、まだ足りない。これに関しても腹案がある。あとのミーティングで話そう。

　そして──思考は戌意個人の問題へと切り替かわる。走りながら、戌意は天てん常じよう学園について考えていた。

　私立天常学園。あれから、慌あわてて旧友である天てん剛ごう摘つみ月つきにコンタクトを取り、調査を開始した。今のところ、大した成果は出ていない。何しろ、学園の所在すら特定できない。

　公式サイトには住所が公開されていない。公開するとテロリストの標的と成り得る生徒が多数存在するため、などと説明されているが真実かどうかは定かではない。

　掲けい載さいされている写真を見る限り、確かにセキュリティは万全のようだが──。本当に存在するのかどうか怪あやしいものだ。天剛は「贋物フエイク」に賭かけている……戌意もそちらに賭けるので、成立しなかったが。

　知ち己きである雑誌記者と、後は探たん偵ていに調査を依い頼らいしているが果たしてどこまで摑つかめるものか……。

　天常学園は問題ではない。問題は、あの〝誰か〟だ。

　選手名はジェーン・ドゥ。アメリカから派は遣けんされた謎の選手との触ふれ込みだ。全くふざけている。ジェーン・ドゥは男性名ジョン・ドゥ。要するに名無しの女ネイムレス。

　身元不明の死体につけられる名であり、あの選手が顔を隠かくしていることからも噓うそは明らかだ。

　何より──最後に見せたあの仕草。

　御津神戌意は確信している。あれは己の姉、御津神鳴めいだと。背丈もスタイルも異なっていたが──それでも、確信している。

　会わなくてはならない。だが、同時にただ接せつ触しよくを図はかろうとしても会えないだろうし、そもそも会おうとした途と端たんに、恐らく潰しに掛かられる。

　戌意はまだ、八や巻まき鉄てつ平ぺいたちの仲間入りをする気はない。

　……彼ら三人の屍し体たいは、回収業者が速すみやかに処理してくれた。業者が驚おどろき、笑いながら言った。

「実を言うと。こいつらがアンタの遺体処理を頼んでいたんだが」

　皮肉なことに、回収されたのは彼らだった。彼らは行方ゆくえ不明となり、数年後には死亡認定を受けることになる。警察の捜そう査さなど、行方不明者の──まして自殺世代アポトーシス・エイジの人間たちに割かれるはずもない。

　それきり、彼らのことは心の片かた隅すみへ押し込めることにした。考えても仕方のないものを考えたところで無意味極まりない。たとえ、彼らの両親やあるいは恋こい人びとが存在したのだとしても。

　スマートフォンが微かすかに震ふるえた。

「ラスト一周です。クールダウンのため、速度は緩めて下さい」

　その言葉に、汗あせだくだった全員の表情にようやく安堵の色が浮うかんだ。何周するかを戌意は彼らに伝えていなかった。ゴールが見えない状態でのランニングは体力自じ慢まんの零視でもキツいものがあっただろう。とはいえ、彼はまだ走れそうではあった。

　もなむは汗をかいているが、余力はあるらしい。余力を常に残したがる、というのは欠点でもあるが長所でもある。イミナは完全にグロッキーだ、津奈戯は既に呼吸を整え始めている。イミナと体力面ではほぼ同等だが、津奈戯は自分の限界を理解している。この辺はさすがに経験の差だろう。

　ひとまず呼吸を整えてから、戌意たちは部室に帰き還かんした。中が意外に清潔なのは、零視と津奈戯がこまめに掃そう除じしてくれているからだろう。ちなみにイミナは掃除が下手で、もなむはそもそも掃除しない。

　汗に濡ぬれた不快な体操服から制服に着き替がえると、戌意は口火を切った。

「さて。我が夜見都学園、拡張現実ＡＲ技術同好会も選手が五人揃そろい、いい感じに船出ができたと思います」

「はい！」

　イミナがニコニコ笑いながら頷うなずいた。もし彼女に尾おがあれば、歓かん喜きのあまりぶんぶんと振ふり回されていただろう。

「が、船出できたところでこのまま放置していればたちまち座ざ礁しよう、遭そう難なん、内乱、その他諸もろ々もろで航海失敗するのが常。正式に船出できた瞬しゆん間かん、僕たちは今まで目を逸そらしていた様々な問題に直面せざるを得なくなった訳だ」

「……問題ですか？」

「まあ、俺はファンタズムに詳くわしい訳ではないが……確かに、人数が揃ったからといって即そく勝てるほど甘いものでないことくらいは分かる」

　イミナと零視がそれぞれコメントを発した。津奈戯はさすがに経験から理解しているらしく、うんうんと頷いている。やはり彼女は頼もしい、当面は副リーダーとして活かつ躍やくして貰もらう方がいいだろう。

「津奈戯。ファンタズムにおいて、勝利を得るために必要なものを挙げてみてくれ」

「はい」

　津奈戯が立ち上がり、四人の顔を見回しながら告げる。

「クインテット・ファンタズムにおいて、勝利を得るにはおおよそ三つの要素が必要となる。一つ、敵の情報。二つ、自じ陣じんの戦力。三つ、資金。以上だ」

「自陣の戦力？　でも、つなちゃん。もう五人揃ってますわよ？」

　きょとんと首を傾かしげるイミナに、津奈戯は彼女の頰ほおを人差し指で突つっついた。

「イミナ、甘い。私の好きな『リヒトブロック』のリンツァートリテ並みに甘い。もしや食べたら甘いのか、イミナは」

「わ、わたくしの頰をかじらないでくださいまし！」

「戦力で不足するのは単純に人数だけでなく、私たちが担当する〝以外〟のクラスなどもだ。例えば、銃師ガンナー。あるいは重装防衛型の戦士フアイター。そういう存在がいて、スタメンが敵によってチェンジできなければ攻こう撃げき手段が一いつ辺ぺん倒とうとなる」

「そうねえ、特に私は魔女ウイツチ以外できないでしょうし……」

　もなむが呟つぶやく。

「俺もイミナも器用に何でもできる訳ではないからな」

「私も軽戦士ライトフアイター以外は──できない訳ではないが。文字通り何でもできる、という点では戌意先輩くらいだろう」

　津奈戯が尊敬に充みち満ちた表情を、戌意に向ける。確かに彼女の言う通り、戌意は前衛だろうが後衛だろうが、全クラスをほぼ同一の力でやりこなす自信はある。そのクラスに全ての訓練を捧ささげた超ちよう一いち流りゆうには及およばずとも、一流半程度であれば全く問題なく相手取れる。

「あら、やはり戌意さんって凄すごいのね」

　もなむの言葉にイミナと津奈戯が同時に首を縦に振る。

「大したものでもないよ。ともかく会長、部員と──できればマネージャーも募ぼ集しゆうしたいのですが、構いませんか？」

　零視が頷く。

　いくら夜見都学園がかなりの規模を誇ほこる学園だとしても、才能ある人間がゴロゴロと転がっているとは思えない……が、やるだけのことはやっておくべきだ。マネージャーがいれば、戌意に掛かかっている比重が少し楽になるのでこちらは是ぜ非ひ欲しい。

　一段落したところで、津奈戯が再び口を開いた。

「あと問題となるのは、やはり資金だ」

「む。部活動としては一応正式な部費を支給しているが……」

「零視会長には申し訳ないが、ぶっちゃけファンタズムをやるに当たっては雀すずめの涙なみだだ」

「マジでか！」

「マジマジ。今は基き礎そトレーニングだから普ふ通つうの部と変わりないが、具体的にトレーニング場でシミュレーションを行うようになった場合、蛇じや口ぐちを捻ひねるが如ごとく経費が嵩かさんでいく。更さらに適した『幻影穿装イマジネイル』、『幻想守殻ドレス』、『重力操靴グラヴイシユテイ』……お金の掛かる場所は、数え上げれば切りが無い。この県トップの二に泉せん丘おか高校は専用のトレーニング場を所有し、百名を超こえる部員がそこで鎬しのぎを削けずっている。多分あれ二ふた桁けた億円くらい投資しているのでは」

「二桁億円!?　さ、さすがにそれは出せないぞ！」

　会長がぷるぷると、病院行きを悟さとった犬のように警けい戒かい心を露あらわにした。

「そんなものをホイホイ出せる学校は滅めつ多たにない。そこで、スポンサーと契約を結ぶことがポイントとなる。『幻影穿装イマジネイル』を開発、生産しているメーカーと契約を結び、そのブランドの道具を使うことで認知度を高めていくという訳」

　スポンサーこそ、ファンタズムの隆りゆう盛せいを担になう制度の一つである。ファンタズムの選手プレイヤーたちを（ある程度意図的ではあるが）カリスマ化することによって、スターを作り出す。

　選ばれし格かく闘とう技ぎの、選ばれし者たち。全く筋書きのないドラマであり、時折彼らの魂たましいを撫なでる〝死〟という衝しよう撃げき。

　観客にとって選手の死は悼いたむものではなく、死すら演出の内だ。……だが、そのどうしようもない商業主義こそがファンタズムを支えているのもまた事実。

　ビッグ４、と呼ばれる四つの高校はそれぞれ異なるブランドと契約している。四校の争いは即すなわち、そのまま四つの大手ブランドの争いとなる。各ブランドは更に、全く別の広告──若じやく年ねん層をターゲットとした商品を提供する企き業ぎようとも連れん携けいしている。一人のスターがいれば、億単位の金額があちらこちらへと流れていくのだ。

「幸い、津奈戯が契約しているブランドが交こう渉しように応じてくれた。近日中に訪問してくるよ」

「つなちゃんエラい！」

「ふふふ、イミナ。もっと褒ほめるがよい」

　威い張ばる津奈戯が座ったところで、戌意が告げる。

「最後に敵の情報。これは当然のことだし、基本的に僕が請うけ負おうべきものだから心配はしなくていい」

「ねえ、戌意さん」

　もなむがひょろりと腕うでを掲かかげた。戌意が目線を送ると、微笑ほほえんで言った。

「戌意さんって、確かインターミドルで上位だったのよねえ？」

「そうです！」「その通り！」

　イミナと津奈戯が同時に肯こう定ていした。

「何故なぜにお前たちが答えるのだ」

「ま、そんな感じだけど。どうした？」

「他の上位の方々って、どんな人たちかしら？　一応、上位校とエースの存在は暗記したけど、戦った戌意さんの方がよく知ってると思うし。素人しろうと判断も危険かと思って」

「んー……そうだね。会長にも知ってもらっておいた方がいいか」

　戌意は一度軽く咳せき払ばらいをすると、全員のタブレットに画像データを送信した。

「……では、一から順に。大おお雑ざつ把ぱな紹しよう介かいだけに留とどめておく。全員と当たる訳じゃないからね。でも、参考にはなる……といいかな」

　そうして、戌意の語りが始まった。




　それじゃ、一人目いくよ。画像を開いて（以下、御津神戌意の語り）。

　石川県、私立碩せき陵りよう高校、天剛摘月。インターミドル時点でのランキングは三位。

　ついた二つ名は〝刃じん雷らい〟。前衛軽戦士ライトフアイター、武器は巨きよ大だいなランス。ただ突とつ撃げきするだけで、無造作に敵を跳はね飛ばす。何の工夫も技ぎ巧こうもない、ただの突撃だけで勝ち残れるほどの突とつ進しん力。

　……もちろん、それだけじゃないけどね。本気モードはこれより凄い。

　彼女の執しつ事じである霧きり室むろ舜しゆんは召喚師サモナーに特化した後衛補助だ。彼が獲かく得とくしたスキルは全て、天剛摘月が騎き乗じようする幻獣型情報体デジタルキメラに捧げられている。

　昔の動画しか手元にないから、これは後で改めて見ることにしよう。ともかく、摘月は強いよ。補助担当の霧室がいなくても、一人で五人を相手取る強さだ。唯ゆい一いつ、弱点らしい弱点といえば、逆に一対一で追い込まれると多少焦あせりがあったかな。

　もっとも……インターミドルランキング第三位の彼女を追い込めるのは、上位二人しかいなかったけどね。あ、弱点じゃないかコレ。

　続いて二人目と三人目。

　京都府代表、私立朱す雀ざく舞まい女子高校。……そう。女子高でありながら、男女混合のこのクインテット・ファンタズムで上位成績を残している高校だ。

　ここにいるのは、インターミドル時点のランキング七位と八位だった姉妹。

　二年、八や咫た城しろ早さ苗なえと一年、八咫城弓ゆ月づき。

　コンビネーション……は実はあまりなくてね。この二人は個々で動く方が強い。

　早苗は二刀流からの投とう擲てき剣けん術じゆつ。弓月は文字通りの弓使い。特とく徴ちよう的なのは、この二人、巫女みこさんなんだよね。だから、『幻想守殻ドレス』も巫女の服を模したものにしている。

　名前を聞いたことがある？　ああ、そうそう。この二人にとってファンタズムはアイドル活動も兼かねている。ここのレギュラーになれば、次のアイドルが目指せるとあって、朱雀舞高校のレギュラーの奪うばい合いは全国トップクラスに過か酷こくらしい。

　……うん。真ま面じ目めに取り組んでいる人間にとっては、多分怒いかりの対象なんだろう。でも、彼女たち二人に勝てる人間なんて然そう然そういない。彼女たち二人が負けたりするようなランクに居る人間は、この姉妹が凄すさまじい努力と才能を有していることを知っている。

　去年は姉妹が離はなれていたせいか成績はぱっとしなかったみたいだけど、今年から妹さんが加わったんで、間ま違ちがいなく強敵になるだろうね。

　……ん？　この写真がヘン？　どうして二人が僕の両りよう腕うでに抱だきついているのかって？　いや、知らない。そういうテンションだったんじゃないかな。……あの、何でしょうその目は皆みな様さま。

　コホン、四人目。

　石川県代表、私立二泉丘高校。去年、碩陵高校と共に全国大会に出場した学校だね。

　ここにいるのは元インターミドルランキング四位。五い剣つるぎ煉れん寧ねい。二つ名は……〝絶ぜつ凍とう〟。軽戦士ライトフアイターの一つの極きわみである、『侍さむらい』だ。防ぼう御ぎよ手段を一切持たない代わりに攻撃力を極限まで高めた彼の試合は、いつも大体三十秒以内に決着がつく。

　一いち斬ざん必殺。

　彼の攻撃を如何いかに防ぐかに、僕たちの勝利が懸かかっている。……あと、性格は最悪だから女性陣じんは注意するように。

　そして、五人目。

　曰いわく〝怪かい物ぶつ〟。

　曰く〝超ちよう人じん〟。

　曰く〝全人類最強にもっとも近い男子高校生〟。

　愛知県代表、国立東ひがし草くさ薙なぎ高校。元インターミドルランキング二位。三年、獅し子じ万ま婆ば娑さ羅ら。

　身長百九十六センチ、体重百十三キロ。疑いようもなく強いね。ファンタズムは格闘技とはいえ、高度なデジタル技術が必要な分、現実アナログでの強さの重要性は高くない。もちろん、人並み以上の運動能力が必要なのは当然だけど。

　……この男は日本プロボクシングのヘビー級チャンピオンでもあり、柔じゆう道どうの国際大会の優勝者でもある。一対一で戦う人間として、間違いなく超の上に超がつくほどの一流。

　父親は政治家の獅子万王おう道どう──そ、大臣の人。婆ば娑さ羅らは将来、間違いなく政治家になるだろうね。今年のインターハイでも、ダントツの優勝候補として名が挙がっている。

　ま、こんなところだろう。




　戌意の言葉に津奈戯はううと頭を抱かかえ、イミナはおろおろしている。目の前の壁かべが分厚く高いことに、今いま更さらながら気付いたらしい。

　インターミドル上位陣について最初に問い質ただした当の本人であるもなむは、マイペースになるほどなるほどと呟つぶやきながら、タブレットにメモを残している。

　零視もなるほどなるほどと考えていたが、ふと思いついたように言った。

「なあ、戌意。……元インターミドルランキング一位とは、誰だれになるんだ？」

　あ、と言ったのはイミナと津奈戯。もなむはきょとんとした表情で首を傾かしげている。

　部屋の雰ふん囲い気きが、さっと昏くらいものへと切り替かわった。零視はイミナと津奈戯の視線が、自分に向けられていることに気付いた。

　その視線が、かなり非難を籠こめられたものであることも。

「な、何だ？」

「……ああ、一位は僕の姉です。御津神鳴。残念なことに、事故で亡くなりましたが」

　そう言った途と端たん、今度は零視の顔が蒼そう白はくになった。

「す、すまん。その、わざとではなかった」

「当たり前でしょう、兄さん！」

「わざとやってたら最低悪あつ鬼き外げ道どう羅ら刹せつ村むら正まさに等しい」

「あらあら、無神経ね」

「最後が一番堪こたえた……」

　会長が蹲うずくまり、床ゆかにのの字を書き始めた。

「いやいや、本当に気にしてないです」

　まさか蘇よみがえったかもしれないとは言えないからな──と戌意は心中で呟いた。

「ついでに鳴について語りましょうか。姉はまあ、何というか……鋼鉄で出来た人間みたいなものでした」

「鉄の女、みたいな？」

　もなむの言葉に戌意は首を横に振ふる。

「似ているけど、ちょっと違ちがう。鉄になった人間じゃなくて元から鋼はがねで錬れん成せいされた人間。強かったよ、鳴は。ただ強かっただけじゃなくて、何というか──華はながあった」

　懐なつかしむように、戌意は目を細める。イミナが痛ましそうに目を逸そらす。




〝人を殺した〟




　イミナはそう指し摘てきした。結局、彼女の言葉は本当に真実を見み抜ぬいていたのか、あるいは事故死のことを婉えん曲きよく的に言おうとしたのか、それは分からずじまいだった。

　いつか、告白する日が来るのだろうか──そんなことを、戌意は一いつ瞬しゆん考える。

　ふと気付くと、部屋の雰囲気が何とも沈ちん痛つうなものになっていた。切っ掛かけとなった零視は何とも申し訳なさそうに、身を縮こまらせている。もなむだけが、マイペースに戌意を見て微笑んでいた。

　咳払いして、戌意は最後の議題に移ることにした。

「さて、それでは最後にもう一つ。これは提案ですが。今週金曜夕方から日曜夜まで強化合宿を行いたいと思います」

「強化……合宿？」

　イミナが首を傾げる。

「うん、三泊ぱく四日で宿しゆく泊はく所を兼けん営えいしているジムを借り切る。普ふ段だん、なかなかやれないコンビネーションとかの訓練、研究に当てたいんだ」

「一日中、訓練ですか？」

「辛つらい？」

　イミナが立ち上がった。ぷるぷると全身を震ふるわせている──目には涙なみだを溜ためていて、戌意はそんなにイヤだったのか、とショックを受けた──が。

「辛くないです！　合宿！　素敵、超・素敵です！　つなちゃん、合宿だよ合宿！」

　津奈戯に抱きついている。ここでようやく、戌意は彼女が否定ではなく全肯こう定ていであることを理解した。津奈戯がよしよしと慈いつくしむように抱きつくイミナの頭を撫なでた。

「うん、気持ちは分かる。だが……ふふふ、果たして日曜はそう言っていられるかな？」

「で、会長の方はどうですか？」

「ああ、問題ない。津奈戯くんは構わないのか？」

「無論。前の高校でも、ほぼ土日もファンタズム漬づけだったし。それほど変わらない」

「それじゃ、タブレットに持ってくるもののリストをデータ化しておいたから、チェックしておいて。二日後の金曜放課後、僕の家に集合」

　戌意の言葉で、ミーティングは締しめくくられた。
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《ああ、つなちゃんどうしよう！》

「どうしようって、どうしたの？」

　電話越ごしの親友の声は、極めて切せつ羽ぱ詰つまったものだった。津奈戯は一体何があったのか、と身を強こわ張ばらせる。

《合宿に持っていく下着！　ぱんつ！　どうしたらいいのか迷ってしまって……》

「……動きやすいもので」

《穴の開いてる奴やつとかどうですかしら!?》

「ほほう。貴様誰に見せる気だ……？」

　スマートフォンを持つ津奈戯の手がぎちりと音を立てて筋張った。この野郎アマ、見せる気か、魅みせる気だな。

《だ、だってほら。合宿ですし、お泊とまりですし、お泊まりということは夜一いつ緒しよに寝ねますでしょう？》
















「オトメ暴走もそこまでにして貰もらおう。男女の寝場所は別というのが合宿の常識」

《そんなあ》

「……まあ、仮に一緒だとしよう。そうすると我々は、華々蓮もなむというボスキャラを相手にせねばならないのだけど」

《ぐえぇ》

　ヒキガエルが踏ふみ潰つぶされたような声を、親友は出していた。

《……そうですわよね。うう、もなむ先せん輩ぱいの胸凄すごいんですのよ。３Ｄですわ、一人だけ立体ホログラフィックですわ》

「おい、それでは我々が２Ｄグラフィックみたいではないか」

《違いますの？》

「私育ったもん。ちょっとだけど」

《う、裏切られた……!?》

　イミナの声が愕がく然ぜんとしたものに変わる。津奈戯は得意気に語る。

「予定通りの行動。何故なぜなら、私の母方はドイツ人らしい。純正日本人より、胸の面においては極めて希望がある」

《何ですとぉ!?》

　その後、己おのれの胸をどうやって育てるべきかに三十分ほど時間を費やしたところで、津奈戯は会話を軌き道どう修正した。

「……話がエラい方向に吹ふっ飛んだ。それで下着だけど、例えばどんなものを選ぼうとしているの？」

《は、はい。黒のフリルのついた──》

「ダウト」

　津奈戯は速そつ攻こうで却きやつ下かした。

《何故ですの!?》

「一線を越こえる気満々の女性を見ると、大方の男性は引くらしい。戌意先輩も、まさしくそんな感じではないか。まして黒とか。『この後滅め茶ちや苦く茶ちやにして！　もう、滅茶苦茶にして！』と全身でアピールしているも同然ではないか」

《う。それは……確かに……》

「私は白を持っていく。安っぽいものではなく、あまり華か美びでもない感じ。これに男はイチコロよ、って言ってた」

《どなたがです？》

「ネット」

《ネットですか。それは──信用できますわね》

「まあ、もちろん。そういう状じよう況きように上手うまいこと持っていくためには、合宿で張り切ってアピールしなければならないと思うけど」

《そうですわね。でも、ふふふ。合宿、本当に楽しみ》

「そうだね。私も結局、合宿は一度しか行ったことがなかったし。その合宿も、あまり楽しめるものじゃなかったし」

《どうしてですか？》

「うん。ファンタズムに対する態度の差が、私と他とであまりに乖かい離りしすぎた。彼らは命の危険リスクを最小限に食い止めながら、気楽に楽しむことを目指した。私は、命いのち懸がけでもいいから、強くなる方を目指した」

　復ふく讐しゆうのため、だったが。それは今更言うまい、と津奈戯は思う。

《わたくしも、強くなりたいです》

「優勝するため？」

　何気なく尋たずねた言葉に、イミナはしばし沈ちん黙もくした。

「イミナ？」

《いえ。……優勝するため、というのはもちろんありますけど。ただ、それだけではないと思うのです。強くなる気持ちは、そんな単純なものではないような》

「分からないんだね、イミナは」

《ええ。やっぱり、ダメでしょうか？》

　津奈戯の声は柔やわらかだった。

「ううん、ダメじゃない。きっと、それは正しい。イミナ、迷ってもいいけど……私にできることがあれば、いつでも言ってね」

《うん、ありがとう。つなちゃん。貴女あなたと友達になれて、本当に良かった》

　それはこちらの台詞せりふだよ、と津奈戯は思う。

　イミナの輝かがやきは、生命の焰ほのおは、誰にも真似まねできないもの。その輝きを嫉ねたみながらも、焦こがれなければならないもの──。

　それを間近に見られる自分は、本当に運が良い。

　通話を切って、津奈戯は目の前にある下着を眺ながめた。ボーダー、ピンク、果ては（戌意がそういう嗜し好こうだったときも考こう慮りよして）アニマルプリント。限られた弾たまで勝負するしかないのさ、とはギャンブラーの言葉だったか。

「……まあ、それはそれとしてあの人を譲ゆずる気は更さら々さら無いのだが。ふふふ、敵にアドバイスを乞こうとは、イミナもまだまだ甘ちゃんである」

　何しろ小学生時代から温めていた恋こい心ごころ。同居人の巨きよ乳にゆう幼おさな馴な染じみだろうが、大親友だろうが譲る訳にはいくまい。

　この世は弱肉強食。隙すきを見せた方が悪いのだ。

「合宿で私は肉食系になる。そして……一線を越える！」

　握にぎり拳こぶしを作って、天に誓ちかう。なお、どうやって一線を越えるかは考えていない。津奈戯はとにかく一緒の布団に潜もぐり込めば何とかなると思っている。

　合宿所の寝しん室しつは男女別になっており、当然ながらもう一人の男性である零視が戌意と同室で寝ることになるのだが、津奈戯はその辺の考えがすぽんと抜ぬけていた。




「はくしょ」

　戌意がくしゃみをすると、クラスメイトである一いち条じよう美み海うが顔を覗のぞき込んだ。

「風邪かぜか？」

「まさか」

　タブレットＰＣで、戌意は合宿用のプログラムを組み立てている。明日あしたの夕方出発なので、これが最終調整だ。

「……真しん剣けんだな、御津神」

「そりゃそうさ」

　この合宿が成功すれば、四人は自信が持てるようになるだろう。自信があれば、少なくとも地区予選はいいところまで進めるはずだ。

　近年のファンタズム選手増加に伴ともない、各県において全国大会への出場権利は二校約束されている。トーナメントで勝ち上がった上位四校から、試合内容や得失点差などを考慮して代表校二校が選出される。

　……問題は、考慮して、の部分だ。誰だれが考慮するのかというと、日本ファンタズム協会（ＪＰＡ）の選出委員であり、彼らはあらゆる大手メーカーから圧力を掛けられている。

　例えば決勝戦に進出したＡ校とＢ校があり、Ａ校が勝利すれば文句なく出場権利は獲かく得とくできる。では、準優勝校であるＢ校が単純に全国大会に出られるかといえば、そうではない。

　決勝戦らしからぬ一方的な試合展開であれば、Ｂ校よりも準決勝でＡ校と死し闘とうを繰くり広げたＣ校が選出される可能性もある。

　その考慮部分に必要なものは、資金や選手の層の厚さ＋華はなやかさ。大おお雑ざつ把ぱに言えば、有名校の方が有利であるが、無名校のドラマを作り上げる意図が働く場合もあり、一いち概がいに大手が全て有利とはいえない。

　地区予選での優勝を狙ねらうのは当然だ。だが、準決勝での惨ざん敗ぱいも可能性として充じゆう分ぶんに有り得る。二泉丘高校と碩陵高校、この二校があまりに図ず抜ぬけているからだ。

　有名校でない以上、万が一の場合はドラマに賭かけるしかない。つまり、結局のところ善戦が必要であり、勝利がダメでも勝利に限りなく近い敗北を喫きつさなければならない。

「……ううむ」

「どうした？」

　一条美海が難しい表情で、戌意を睨にらんでいる。

「いや、生き甲が斐いを見つけた途と端たんに周回遅おくれの勢いで置き去りにされた気分がしただけだ。どうということもない」

　部活動をしない戌意を不安がって、あれこれ世話を焼いてくれたのは一条だ。確かに彼女にとっては、戌意が勝手に走り出したような感じで面白くないだろう。

「安心しろ。僕は一条の友達だ」

「そんなこと、心配なんかしてない」

　などと言いつつも一条が胸むねを撫なで下おろしているのを見て、戌意は少し嬉うれしくなった。

「心配かけて、悪いな」

「心配なんか、ちょっとしかしてないぞ」

　……自分は幸福しあわせ者なんだろう、そんなことを思う。

「ファンタズムは命を落とす者が最も多い競技だ。気を付けろよ」

「──ああ、気を付ける」




　合宿のプログラムを完全に組み終わり、メンバーにメールでデータ配布したところで、戌意はスマートフォンに連れん絡らくがあったことに気付いた。

　知ち己きのジャーナリストである沢渡さわたりカスミからの連絡だ。天常学園の取材に当たってみたが、担当したのは通り一いつ遍ぺんの言葉しか吐はかない広報だけであり、訓練風景などの取材すら断られたという。

《仮にも練習試合とはいえ、ビッグ４の一角を打ち破ったんだから取材されなきゃおかしいのにねえ》

「セキュリティはどんな感じ？」

《超ちよう☆ヤバい、ぶっちゃけ軍事産業レベル。私、これ降りるわ。取材しただけで、尾び行こうがつくんだもの》

「……それは、確かに超☆ヤバいですね……」

《一応、粘ねばりに粘って多少の情報は得られたけど。要いる？》

「もちろん」

《交こう換かん条件。独どく占せんインタビュー、受けてくれない？　インターミドル魔人世代ヴイラン・エイジの一人が現げん役えき復帰。ニュースになるよぅ》

「ニュースになるかどうかはともかく、それくらいなら問題ありません。こちらも公開したい情報が幾いくつかありますから」

　大切なのは、情報を「どのように」公開するかだ。情報というものは公開の順序、タイミング、広め方などで様々に変形する。当然、戌意としては自分たちの力を過小評価して欲しい。特に、刻導イミナというこちらの切り札エースは、出来るだけ温存する方向で勝ち抜きたい。

　幸い、カスミとは馬が合うジャーナリストだ。出来るだけ便べん宜ぎを図はかってくれるだろう。もちろん、こちらもただとはいかないが。

　後日、直接会ってデータを受け渡わたしすることを約束して、カスミとの通話を終しゆう了りようした。

　いずれにせよ、それは来週のことだ。明日はいよいよ合宿、その前にやっておくべきことはスポンサーとの挨あい拶さつだけだ。

「先せん輩ぱい、先輩」

　廊ろう下かを歩いていた戌意に、津奈戯が声を掛かけてきた。放課後ではあるが、本日のトレーニングは軽いもので、零視も生徒会活動の方に精を出している。

　部活動に参加しているのはイミナともなむだけ。戌意と津奈戯は、これからスポンサーである地元ブランド『ワルキューレ』に挨拶に向かうところだった。

　二人してバスに乗り込み、後方の座席に座る。放課後のせいで、バスはかなり混み合っていて、必然的に戌意と津奈戯は密着して腰こし掛かけることになった。香こう水すいを使っているのか、津奈戯の首筋から爽さわやかな香かおりがした。

「先輩、ワルキューレに関しては？」

「ネットで調べた情報以外は、特に持ってない」

　ワルキューレ──戦いくさ乙おと女めの名を冠かんする通り、親ブランドの『オーディン』から分ぶん離りした、女性向けの『幻影穿装イマジネイル』と『幻想守殻ドレス』を主しゆ軸じく商品とする子ブランドである。超大手である黒こく導どう工業を始めとする〝五本指フアイブフインガーズ〟の系列から外れた独立独歩のメーカーとしては、まずまずの業績を挙げている。

　親会社が見み出いだしたデザイナーのミカエル三み浦うらのセンスが、このメーカーの屋や台たい骨ぼねである。津奈戯の着ている『幻想守殻ドレス』もそうだし、イミナも気に入ったものを適当に買ったところ、偶ぐう然ぜんにも同じメーカーだった。

「問題は男性側商品だけど──」

「そうですね。メーカー同士で提てい携けいを結むすんでいるはずですから、先輩の装備品も入いれ替かえ可能なはずです」

「上手くいくといいね」

　戌意の言葉に、津奈戯は大だい丈じよう夫ぶだと胸を張った。現状考え得る限り、『ワルキューレ』がスポンサーになれるのは、夜見都学園以外にないと言ってもいい。男性が主軸の鋼こう澤たく高校に『ワルキューレ』がついたのは、偏ひとえに文橋津奈戯というエースがいたからだ。

　謙けん遜そんせず、有り体ていに事実を言うのならば。文橋津奈戯という存在は原石だと、彼らが認めてくれたのだ。

　その津奈戯が夜見都へ転校したことに多少の問題はあったものの、夜見都の女子生徒が二人も増えたと報告すると一転、彼らの態度も和やわらいだ。

「ひとまず挨拶して、近きん況きよう報告。本格的な交こう渉しようは、合宿後にしよう。こちらの要望は、露ろ骨こつじゃなくてそれとなく流すくらいにしておいた方がいいかな」

「了りよう解かいです」

　駅前のバス停に到とう着ちやくした二人は揃そろって降車し、すぐ傍そばにあるビルを見上げた。都会とは比べものにならないとはいえ、駅前一帯は老ろう朽きゆう化かによるビルの建て直しが多数あったせいか、なかなか立派なものだった。

　駅前ビルの十八階から二十五階。それが、『ワルキューレ』のオフィスである。ただし、二十四と二十五は床ゆかをブチ抜いてファンタズムのトレーニング場に改装されているが。

　受付に案内され、十八階へと進む。応接室へと案内された二人は、約束を取り付けた広報担当の人間を待つことにした。

「失礼、少々遅れたね」

「いえ、とんでもありません」

　戌意と津奈戯は揃って立ち上がり、一礼した。広報担当の野の々の村むらと自己紹介した男性が座るとその後を追うように、女性の服を着た男性が優ゆう雅がに握あく手しゆを求めた。

「ハロー、久しぶりね。つなちゃん」

「……つなちゃんは止めて下さい」

　津奈戯が顔をしかめると、男はケラケラと楽しそうに笑った。屈くつ託たくのない笑いであり、津奈戯もさして不快そうには見えない。

「ミカエル三浦さんですか？」

「あら、私のことご存じなのね。ふふふ、無骨じゃないといいのだけど」

　手を差し出すと、しっかりと握にぎり締しめられた。予想通り、彼の手はどこかごつごつと強こわ張ばっていた。デザイナーという職業が、たとえ作業の大部分をＰＣに依い存ぞんしていたとしても、やはり彼らにとって手が荒あれることは避さけられまい。

「早さつ速そくですが、転校の件について」

　野々村が話を切り出した。

「はい、申し訳ありません」

「ええ。当然ながら、鋼澤高校のスポンサーは降ろさせて戴いただきました。本来ならば、あなたには当然違い約やく金きんを支し払はらって貰もらうべきですが──その辺は、事情を鑑かんがみて取り止やめておきます」

　先制攻こう撃げき。当然ながら、違約金など請せい求きゆうする気は毛頭なかったろう。生徒が途と中ちゆうで引き抜ぬかれることなど、よくあることだ。

　まして今回は、スポンサーも変へん更こうされる訳ではない。文橋津奈戯という少女のアイドル性に期待したのだから、環かん境きようが良好になったのは喜ぶべきことだ。

　後々の交渉を有利にしたいのだろう、と戌意は見当を付けた。

「ありがとうございます。そして、本日は改めてご挨拶に伺うかがいました。夜見都学園、拡張現実ＡＲ技術同好会──部長の御津神戌意です」

「御津神ですか？」

「よくある名前です」

　戌意は平然と空そら惚とぼけた。どうせ調べれば分かることだろう。

「練習試合において、文橋津奈戯を含ふくめた五人と戦い勝利した……とありますが、戦績はこれだけですか？」

「ええ。これだけです」

「ふむ……」

「もちろん、次からの試合にはその津奈戯も加わって貰います。これにより、五重奏クインテツトが成立します。目標はインターハイ全国〝優勝〟です」

　戌意の言葉に野々村がぎょっとし、三浦が笑った。

「あら大だい胆たんね。私、そういうの嫌きらいじゃなくてよ」

「恐きよう縮しゆくです」

「でも、そこに到とう達たつするまでにはあらゆるものが足りないわね」

「ええ。足りないものが多すぎますね」

　三浦がとん、とん、と己のこめかみを指で叩たたいた。

「ふ、む。伝えたいことは皆みなまで言わずとも理解できたわ。ただし、当然ながら億単位のお金が動く案件だから、ここでホイホイと返事する訳にはいかない。第一、そちらも提案はしていないからね？」

「ええ、今回はご挨拶だけのつもりでしたから。来週、改めてこちらの要望をお伝えさせて戴きます」

「私たちはどんな船に乗るのかしら。泥どろ船ぶね？　木き船ぶね？」

「タイタニックじゃないことだけは、請うけ合います」

「そう。……わざわざありがとう。悪いようにはしないつもりよ」

　その後、津奈戯の所属校変更に伴ともなう契けい約やくの破は棄きと新規契約書のサインなどを行って、この日は辞去した。

　ビルの外に出て、戌意と津奈戯は揃って安あん堵どの息をつく。

「緊きん張ちようしましたけど、思っていた以上に良い感かん触しよくでしたね」

「うん、そうだね。どうやらあの様子だと、津奈戯の〝次〟に当たるような選手は見つけられていないようだ」

　津奈戯はリラックスしたのか、うんと背せ伸のびした。

「今、六時半ですね。……あの、先輩」

「うん？」

　津奈戯が緊張した声で告げる。

「よ、よろしければ。この後、食事とか如何いかがでしょう？」

「構わないけど」

　戌意の言葉に、津奈戯は無言でガッツポーズを決める──が、不意に表情を歪ゆがめた。

　どうしたのか、と戌意は問うこともなかった。視線を送られている。それもあまり好意的なものではない。

　先ほどのバス停から降りたらしい女子高生たちが、二人を見つめていた。人数も同じく二人。二人共に、可愛らしく整った顔立ちだった。同じ制服、同じ背せ丈たけ、同じ顔立ち。

　どうやら双ふた子ごらしい。唯ゆい一いつ、髪かみ型がただけは違ちがうので区別するのは容易だが。

　彼女たちは不ぶ躾しつけな視線を浴びせたことを詫わびるでもなく、薄うすく笑いながら戌意と津奈戯の隣となりを通り過ぎた。戌意たちも気を取り直し、歩き出す。

「……今のは広告のモデルでしょうか？」

「そんなところだろうな」

　不躾な視線は、自信の表れか。あるいは──。

「僕みたいなのが津奈戯みたいな可愛い子を連れていたから、馬ば鹿かにされたのかもね」

「…………」

　津奈戯の足がピタリと止まった。

「津奈戯？」

「わ」

「わ？」

「わん・もあ・ぷりーず!!」

「津奈戯みたいな、可愛い子」




　その日、津奈戯のテンションは天に昇のぼり──そのまま戻もどってこなかった。

　食事は普ふ通つうに食べた。
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　……金曜日になった。

　スポンサーや新入部員募ぼ集しゆうについては、ひとまず棚たな上あげ。本日からいよいよ、強化合宿の始まりである。

　放課後になって戌意の家に集合し、ローカル線ののんびりした電車に揺ゆられること一時間。駅に到着すると、すぐに合宿所の大型バンが五人を迎むかえに訪れた。

「いらっしゃいませ。夜見都学園拡張現実ＡＲ技術同好会の方ですね？　ようこそファンタズムトレーニングセンター『ノア』へ。三泊ぱく四日、Ｃトレーニング場貸し切りコース。承うけたまわっております」

　初老の運転手が深々と頭を下げた。

　駅から車を走らせ、更さらに三十分。元々、温泉を名物とする観光地として栄えた土地だが、今となっては見る影かげもなく衰すい退たいしてしまった。

　そんな中、ファンタズムの訓練施し設せつを導入した『ノア』だけが、若者たちの間で評判を呼び、唯一生き残りを果たした。

「トレーニングで疲つかれた際は、温泉で体を休めて下さい。マッサージ師を呼びたいなら、フロントに連れん絡らくして戴ければ承ります。試合の研究をなさりたい場合は、デジタルビデオカメラを貸たい与よしますし、五十インチの大型テレビであれば高画質での研究も可能です」

　行く途中では、運転手が流りゆう暢ちように施設の宣伝文句を謳うたい上げる。

　助手席の戌意が、ちらりと背後の様子を窺うかがった。イミナ、津奈戯、そしてもなむの三人はあれをしよう、これをしようとトレーニングに思いを馳はせている。

　一方、零視は最さい後こう部の座席で一人、腕うで組ぐみして瞼まぶたを閉じていた。これからの事態に備えて、精神を集中させているのだろうか。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……限界だ。ビニール袋ぶくろを用意してくれ……うぷっ」

「ギャー、もうその段階ですか!?」

　よくよく見ると、零視の顔は青白かった。どうやら車くるま酔よいしやすい体質だったらしい。

「到着しました」

　そうこうする内に、バンは『ノア』に到着した。幸い、零視はギリギリのところで乗り切ったようだ。運転手が見るからにホッとしていた。

「あら。いい建物ね」

　もなむがのんびりした口調で、『ノア』を見る。全体的な作りは、トレーニング場というよりは温泉宿に近い。その宿しゆく泊はく施設に併へい設せつされる形で、巨きよ大だいなトレーニング場が建っている。

『ノア』には三つのトレーニング場があり、それぞれＡＢＣと割わり振ふられている。貸し切る際の価格はＣが一番安く、Ａが一番高い。

　もっとも、このレベルのトレーニング施設となると、ＣとＡで然さ程ほど違いはない。今回は、基き礎そ的な部分とコンビネーションの強化を図はかるので、無理にＡを選ぶ必要はないのだ。

「いらっしゃいませ。Ｃを予約されていた、夜見都学園の方ですね？」

「はい。代表の御津神戌意です」

　元温泉宿だけあってか、フロントの受付は上品な和装で統一されていた。

　五人の部屋は中型の部屋と小型の部屋が一つずつ。小型の方は男子二人が、中型の方はミーティングと、女子三人の寝しん室しつとして活用することにした。

「……さて、予定通り到とう着ちやくしたので一時間後に早速トレーニングを開始する。会長はまず、何はなくとも『重力操靴グラヴイシユテイ』の練習です」

「そうだな。試合のときと比べるとようやく慣れてきたが、我ながらまだ甘い」

「戦いが過か酷こくになる前に、完全に使いこなせるように鍛きたえましょう。大丈夫です、会長の運動神経なら問題なく使えます。自転車と一いつ緒しよで、コツを覚えるとすぐに上手うまくなります」

「分かった」

「もなむは僕と一緒に、魔ま法ほう戦せん闘とうの技術向上を目指そう。相手がどんなクラスで、どんな状じよう況きようで、どんなスキルかを考こう慮りよした上で、どんな魔法を使用するかを決めなくちゃ」

「了りよう解かい～」

「イミナは津奈戯と二人で──」

「コンビネーション訓練ですわね!?」

　イミナが先を制するように言った。だが、戌意はその言葉を否定した。

「それは後の話。イミナと津奈戯は二人で話し合って欲しい」

「話し合う……ですか？」

「ガールズトークに興じろという訳じゃないよ。まず、僕たちの試合の基本的な組み立ては、軽戦士ライトフアイターであるイミナと津奈戯による攻こう撃げきでガンガン前線を押し出していく。僕と会長は補助。もなむは状況に応じて敵を攻せめたり味方を守ったりと様々な戦術を要求される」

　五人中、三人が接近戦を主しゆ軸じくとしている。典型的な『攻撃型』の陣じん営えいであり、『防衛型』のように癖くせがない分、どんな相手でも戦いやすい。

「だから、イミナは津奈戯と話して欲しい。どんな武装で、どんな攻撃が得意で、ある特定の状況を与あたえられたら、どんな行動を取るのか。コンビネーションを考えるのは、その理解のあとだ」

　イミナは納得したように深く頷うなずいた。

「相そう互ご理解が重要、ということですわね」

「そう。まずこれに一時間使って、夕食を摂とった後にまた二時間。その後、温泉で汗あせを流して就しゆう寝しん、明日あしたから本格的なトレーニングをしよう。これで問題ないかな？」

　全員が賛同したのを見て、戌意は部長らしく宣言した。

「それじゃ、強化合宿。全員、頑がん張ばろう！」
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　その後。イミナと津奈戯は言われた通りに、互たがいの戦い方について語り合っていた。

「なるほど。つなちゃんは一対多の場合を想定して戦っていたのね」

「うん。あまり他の選手は信用できなかったから。剣けんを双剣にしたのも、それが理由。それでも、一対多という状況は悪いから、間合いを遠ざけたり接近したりして、事実上の一対一に持ち込むことが、私の戦いの基本戦術だった」

「つなちゃんとの戦いのときは、無我夢中でしたけど……うん、わたくし一対多は向いてないと思います」

　イミナの言葉に津奈戯も同意した。

「うん。……イミナは一対一に専念しないと本領を発揮できないと思う。逆に言うと、相手はそこを突ついてくるだろうから、私がそれをカバーするのはどうだろう」

「……それが……いいのかな……」

　イミナが首を傾かしげる、どこか納得がいかないようだ。……津奈戯は、その想いがどこに起因するかを、薄うす々うすは感付いている。しかし、果たして言葉だけで伝えられるか──あるいは納得できるものかどうかは自信がない。

「ひとまずは、その戦術で行ってみよう。もし、ダメだったら先せん輩ぱいがちゃんと修正してくれるはず」

「そうですわね！」

　屈くつ託たくのない笑顔は、まさに全面的な信しん頼らいの証あかしだろう。津奈戯も、今までの戦いにはない奇き妙みような安心感があった。戌意は自分より間ま違ちがいなく格上の存在。そういう人間が、自分の意思を尊重し、自分の意図を汲くみ取り、自分に的確な指示を与えてくれるというのは、一種の快感だった。

　もちろん、唯い々い諾だく々だくと従っていいはずがない。戦術に従う必要があっても、その場その場で状況は刻々と変化する。最後に頼たよれるのは、当然ながら自分自身の技量に他ならない。

　それでも、津奈戯にとっては後ろを心配しなくていい。仲間を信じていい。仲間が全力で戦おうとしていると、思っていい──それが、たまらなく嬉うれしかった。

「それでは、戦おう。……多分、次は私が勝つと思うから」

　さらりと、津奈戯はそう告げた。

　途と端たんに、むむむとイミナの顔が険しいものに変わる。負けず嫌ぎらいなのは、似たり寄ったりということだろう。

「わ、わたくしだってつなちゃんと戦ってからも、ちゃんと頑張りました」

「ふふふ、そういうことではない。イミナの強さは、負けた自分が理解している。……それでも、次は必ず私が勝つ。今こ宵よい、それを証明してあげよう」

　津奈戯の言葉に、イミナは握にぎり拳こぶしを作った。

「負けません……次も、勝ちます！」




　そして、トレーニング場での一いつ騎き討うちの結果。

　イミナは実に惨さん憺たんたる成績を収めたのであった。




「ぐすん……およよ……」

　畳たたみにのの字を書くイミナ。ここらへん、零視と思考パターンが同一だな……と戌意はしんみり思った。

「という訳で私の完勝だった」

　ピースサイン。友達であろうとも、決して容よう赦しやせず叩たたきのめした津奈戯は偉えらい、と戌意は褒ほめた。

「……という訳で、イミナも薄々感付いたと思うけど」

「ほえ？　な、何をですか？」

「イミナは、本番になるとパワーアップするタイプなんだ。本来の実力以上のものを発揮できる。これはこれで、優すぐれた才能だね。……逆に言うと、練習のときは本来の実力以下になる」

「そ、そうなのですか？」

　イミナがこてんと首を傾げる。

「本番に弱いタイプ、というのは聞いたことがあるが練習に弱いタイプ、はなかなかいないな……我が妹ながら稀少レアだ」

　零視は深い溜ため息いきをついた。

「そしてもちろん、これは良くない。……本番になると、実力以上のものを発揮する。だから、練習で弱くてもいいと無意識にセーブが掛かかるからだ。本番で実力以上のものを発揮するからには、練習で更に実力をつけなければいけない」

「で、でもどうしてわたくしは練習になるとダメなのでしょう？　自分では、その気は毛頭なかったのですが……」

　イミナの疑問に、津奈戯が口を開きかけた。だが、戌意が目線を送ると彼女は気まずそうに押おし黙だまる。戌意は、イミナがどうして練習に弱いのかまでは分からない。津奈戯は何か知っているのだろうが、表立っては言えないのだろう。

「まあ、現時点で悩なやむべきことじゃない。ともかくイミナは練習をして、連れん携けいの動きを体に覚え込ませること。僕と津奈戯が手助けする」

「……はい！」

「会長は……たった三時間で慣れるとは思いませんでした」

「自転車に乗るようなもの、と言われたからな。確かにコツを覚えれば簡単だった」

「もなむは引き続き、戦術考察。ここが一番大変だと思うけど、頑張って記き憶おくして欲しい」

「あら、戌意さん。大丈夫ですよ、私、こういうの大好きですから」

「最終日はＡＩゴーストを相手に五重奏クインテツトの連携練習だ。頑張ろう」




　初日の訓練が終わったが、結局イミナの動きはいまいち振ふるわなかった。イミナの動きが本番と練習で異なるのは、第三者視点での映像を見てようやく本人も納得した。

「どうしてでしょう……」

　狼ろう狽ばいするイミナは、理由が摑つかめていないらしい。その度たびに、津奈戯が何か言いたげに口を開こうとして、やはり閉じる。

　そしてその日の夜。津奈戯に事情を聞こうとした戌意だったが、彼女の返答は「零視会長にも同席して欲しい」というものだった。

　男子用の寝室に津奈戯を招き、三人で顔を突き合わせる。

「……私がイミナと戦ったとき、一つだけ気になったことがある」

「それは？」

「彼女の戦い方は、あまりに捨身すぎる」

「一いち撃げき必殺、という意味？」

「いや、あれはどちらかというと相あい討うちだと思う。自分が殺されても構わない、とにかく相手の戦せん闘とう能力を奪うばう、もしくはそこまでいかずとも相手の動きを封ふうじることを前提としている。初見の人間では戸と惑まどうほどに、あの戦い方は恐おそろしい」

　そう言った途端、零視の眉まゆがぴくりと動いた。

「彼女が学んでいたのは、古武術の尽じん鏡きよう流だったか。ネットで調べてみても、情報らしい情報は一切なかった」

「……うむ」

　零視が重々しく頷く。それで、戌意は何となく理解した。零視は知っているのだろう、彼女の戦い方に纏まつわる〝何か〟を。

「イミナはありきたりの感性を持つ、ありきたりの少女だ。なら、この戦い方の異常性は即すなわち、彼女が学んできた武道以外に原因は考えられない」

　零視はもう一度頷いた。戌意と津奈戯は沈ちん黙もくし、話を促うながそうとする。

「──尽つくす鏡と書いて尽鏡流。あれは、恐らく父が学ばせたのだろう」

「お父さんが……？」

「尽鏡流の技は、全て身を捨てることを前提としている。それは、あの流派を学ぶ者が、主あるじに仕えることを前提としているからに他ならない」

　主に仕え、鏡のように主人を守り、いざというときは命を捨てて尽くす。

「……それはつまり。零視先輩を守るために学ばされた技ということか」

　津奈戯の表情は恐ろしいほどに冷えている。だが、零視は臆おくすることもなく頷くことでその言葉を肯こう定ていした。

「──そのことを、イミナは知っている？」

「恐らくは。……もちろん、後々になって伝えたぞ。『誰だれかのために死ぬ必要はない』と」

　零視の言葉に、戌意は思う。

　確かにそれは正しい。真っ当な説得の在あり方だ。しかし──それをイミナは受け入れられただろうか？

　誰かのために死ぬことを強制され、技を叩き込まれ……その挙げ句、守るべきだった本人にそのことを否定されれば。

　イミナの意志は、想いは、どこに向かえば良かったのだろう。

「となると……一いつ朝ちよう一いつ夕せきには、立ち位置の矯きよう正せいは難しそうだなあ」

　イミナの歪ゆがみは恐らく自殺衝しよう動どうにも影えい響きようを与あたえている、命を捨てて尽くすことを目的として鍛きたえられ、それを奪われたが故ゆえに──命を落とそうとする。ファンタズムでの戦いのときは、恐らく更さらに過か剰じようなまでに歪むだろう。

「そう言えば……会長はどうして、イミナを認めようと思ったんですか？」

　幼い頃ころの彼はイミナという異い母ぼ妹まいを認めていなかった。零視はその転機についてまでは語っていなかった。

　答えなくともよい疑問だが、零視は素直に応じた。

「ん？　ああ、簡単だ。アイツに命を救われた。尽鏡流の教えに従い、身を捨てて俺を救おうとした。どんな馬ば鹿かでも、そんなことをされれば目が覚めるさ」

　当たり前のように命を投げ出し、謝礼はおろか感謝の言葉すら必要としない。身を捨てて救うことに、喜びすら見み出いだしていない。それが生存理由であり、生存目的だと誤認させられているのだ。

　人間としての前提が破は綻たんしている。

　生命としての在り方が歪んでいる。

　零視は目を逸そらしていたことを認めた。イミナが、妹が歪んでいたことを認めた。

　しかし、どうやっても治しようがない。口で言うのは簡単だし、口で答えるのも簡単だ。

「自分の命が大事なのだから、他人のために死のうとするな」

「わたくしは自分の命が大切だから、誰かのために死のうなどとは思いません」

　だが──イミナの戦い方には、既すでに『捨身』の心が染みついている。

　言葉で告げても、思考がそうあろうとしても、刻まれたものには逆らえない。

　それが敗北への致ち命めい的てきな足あし枷かせになるのか、あるいは勝利への決定的な材料になるのか。

　戌意には、未いまだ判断がつきかねた。

「やはり当面の間は私がフォローに回った方がいい。イミナは自由に動いた方が、きっと強い」

　確かに本番において、イミナの『捨身』は強さを発揮するだろう。それは命を長らえたいという生物の欲よつ求きゆうを度外視した、怪かい物ぶつ的な行動だからだ。

　……だが、それはやはり歪みだ。

「──治せるだろうか？」

　零視がぽつりと呟つぶやく。

「医者に頼たのんでどうにかなるものでもない。結局、イミナがその歪みに気付いて──尚なお且かつ、それを治そうとしなければいけないでしょう」

　戌意の言葉に、零視が大きく息を吐はき出した。

　津奈戯が零視に挑いどむような目線で尋たずねた。

「零視会長はどうしたいのか。イミナを治したいのか、治したくないのか」

「決まってる、治したいさ。アイツの人生は、アイツのもの。誰かが死ねと言ったから従うなど有り得ない。……もしかすると、手て遅おくれかもしれないが」

　イミナは既に高校一年生。道徳や倫りん理り観かんを学ぶべき幼年期に、己おのれの命を捨てて誰かを守ることを教えられたのだ。今から、それを覆くつがえすことができるだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶ。イミナは強い」

　戌意がそう断言する。

「捨て身の強さももちろんある。だがイミナの強さはきっとそれだけじゃない。……具体的に何なのかと問われれば、まだ分からない……けど」

　初日はそんな風に、これから先の方向性を見定めるところで終しゆう了りようした。イミナは必ず、何かを摑めるはず。そう戌意は信じたのだ。




　二日目。土曜日。この日もクインテットのトレーニングは行わず、個別訓練に終始した。

　イミナは相変わらず津奈戯を無意識に庇かばう動きをとってしまい、なかなかコンビネーションが上手くいかない。

　逆に、もなむと零視の二人は絶好調だった。特に零視は完かん璧ぺきに『重力操靴グラヴイシユテイ』の扱あつかいを把は握あくしたらしく、自由自在に飛び回っていた。

　──そしてその結果。

「ぐええええ……」

　酔よった。

「重力酔いになるまでやらなくても……」

　戌意が溜息をついて、救護室で呻うめく零視の額に冷水を絞しぼったタオルを載のせた。重力操作を長時間続けると、内臓や三半規管に軽い障害が起きる。三半規管は混乱のせいで視界をぐるぐると回し、内臓は本来の機能を十全に果たせなくなるのである。

　零視は数時間以上ブッ通しで飛び回ったのだ。調子が悪くなるのも、無理からぬことだった。

「何か食べられます？」

「……無理のようだ。というか、一歩も動けん……むぐぐぐ……」

「もう、兄さんったら。仕方ないですわね……もしゃもしゃ」

　イミナが嘆たん息そくして、差し出そうとしたリンゴを自分で食べ始めた。常じよう駐ちゆうしている医者が一晩ここで寝ねかせて様子を見た方がいい、と告げたので二人は救護室に零視を一人残すことにした。

「大丈夫でしょうか？」

　イミナが不安そうに問い掛かける。

「かなり酷ひどい重力酔いだったけど、会長の体力なら多分一晩で回復すると思うよ。ま、これでもう空を飛ぶ方は問題ないだろう。明日あしたからはクインテットに参加して貰もらおう」

　重力酔いは悪化すると内臓損傷レベルまで至るが、そこまでになる人間は滅めつ多たにいない。

　戌意の言葉に、ようやくイミナは胸むねを撫なで下おろし────そこで、ある重大な事実に気付いてしまった。




〝あれ？　ということはもしかして、戌意センパイって今日は一人で寝るのかしら？〟




　気付いて、しまったのだ。







　夕食の後は温泉で汗あせを流し、寝室でファンタズムに関する様々なことを話し合った後、土曜日のトレーニングは全て終了。就しゆう寝しんと相成った。

　──そして、誰もが寝静まった午前一時。刻導イミナは行動を開始した。

　布団の膨ふくらみを誤ご魔ま化かすために押し入れにあった予備の枕まくらを布団の間に詰つめ込こみ、イミナは部屋をそっと抜ぬけ出す。

　……不安は色々ある。明日の訓練が上手くいかなければ、自分は一体何をやっていたのか、という話だし、これから先どうやって勝ち抜いていくかも分からない。

　だから、その心の不安を埋うめたい……と思うのだ。

　思ったから仕方ないのだ。世の中は弱肉強食であり、肉食系が草食系を貪むさぼるのが世界の道理というものである。

〝恋こいは、早い者勝ちですわ。もなむさんに先行されている以上、ここで一気に差を縮めて逆に周回遅おくれにさせるくらいの勢いにならなければ！　そのためには、覚かく悟ごを決めました！　わたくし、一夜の過あやまちする気満々ですわ！〟

　ぐっ、とガッツポーズ。戦せん闘とう準備は万ばん端たん、パジャマは一番可愛くて薄うす手でのものを持ってきたし、下着は赤や黒ではなく、あえてのピンク。布面積はかなり小さく、鼠そ蹊けい部ぶがチラチラと見え隠かくれするレベルである。

　イミナが考え得る限りの、「エロい」格好。これ以上となると、最も早はや全ぜん裸らしかイミナには思い浮うかばない。そしてさすがにそれは世間知らずにして未通娘おぼこでも分かる。相手にドン引かれると。

　ルパンの孫がパンツ一丁で襲おそい掛かれば百年の恋も冷めるというものだ。ギリギリ清純、ギリギリエロス。それがコツだとクラスメイトの誰かが言っていたのを、イミナはこっそりと聞いていた。

　男子部屋の前まで辿たどり着つくと、深呼吸してからそっとロックを外して、ドアを開けた。部屋はしんと静まり返っているが、戌意はすやすやと眠ねむっているようだ。

「センパイ」

　囁ささやくが、彼は眠ったままだ。起こそう、と思って彼の肩かたに手を掛ける──その無む垢くな顔に手が凝ぎよう固こした。

　深く、静かに寝入っているあまりに無防備な様。起こせば穏おだやかな笑顔が見られるのだろうが、この寝顔を台無しにするのは勿もつ体たいないと思った。

「……えへへ、センパイ」

　耳元で囁く。もちろん戌意の返答はない。何だかんだで疲つかれているのだろう。……それが、イミナにはたまらなく嬉うれしい。彼が疲れている理由は、自分イミナを強くするため、そしてこのチームを優勝させるためだ。

　そのために全力で考えてくれているのだから、それに応こたえなければ──。明日こそ、ちゃんとコンビネーションができるようになろう。イミナはそう固く決意する。

　……ところで。

「ま、まあ……ちゅーくらいなら大丈夫ですわよね。ちゅーくらいなら」

　そんなことを一人呟き、そっと唇くちびるを寄せていく。狙ねらうは頰ほお、などという甘っちょろい場所ではなく、唇。唇×唇。相手が眠っているとか、そういう状じよう況きようは棚たな上あげした。

　……というか、イミナは正直完全に参ってしまっているのだ。戌意の寝顔、この状況、自分の中で何かただならぬものが盛り上がりすぎて、理性を保っていられない。

　唇をゆっくりゆっくり近付ける、あともう少しで触ふれそうになったとき──がちゃりと、音を立てて部屋のドアが開いた。
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　──唐とう突とつであるが。文橋津奈戯はもちろん、御津神戌意に惚ほれている。

　そして「恋は戦いである」という座ざ右ゆうの銘めいを胸に刻んでいる。徒競走で最初から出で遅おくれいるのだから、ここで一気に巻き返してやるのだ。

　そのために、女子会用の可愛らしいパジャマとは別にもう一つ、薄い透すけ気味のネグリジェも準備した。胸の無さは、着衣のエロチシズムでカバー作戦。超弩級乳もなむに勝つためには、それしかない。

　下着はあえての黒。清純っぽく白を追求するのも有りといえば有りだが津奈戯は見られた際の破は壊かい力を追求した。それに自分は年下な分、黒は余計に衝しよう撃げき的だという計算も働いている。

　部屋のドアを開く。がちゃり、という音にちょっとだけどきりとする。だが、幸いにも起こした訳ではないようだ。

「戌意先せん輩ぱい、戌意先輩」

　呼よび掛ける──が、返答はない。すやすやと穏やかな顔で眠っている。その顔の、あまりの無垢さに心の中の何かがキュンキュン悲鳴を上げていた。

「先輩。あの──」

　どうしようか迷った末に、津奈戯は三つ指を突ついて平へい伏ふくした。

「本日はよろしくお願いします」

「いやいや、いやいやいや。何をよろしくお願いする気ですのつなちゃんは」

　布団の中から、もぞりとイミナが現れた。

「それはもちろん、既き成せい事じ実じつを。……待て待て待て。何でイミナがそこにいる？」

「既成事実狙いですわ」

　津奈戯が目を剝むいた。危あやうく大声で叫さけびそうになる彼女の口を、イミナが押さえる。

「ここは一つ、手を組みませんか」

「……というと？」

「大国魏ぎに対たい抗こうするためには、蜀しよくと呉ごが連合して立ち向かうのが一番ではないかと」

「むぅ……」

　言うまでもなく、大国とは華々蓮もなむである。色々な意味で。

「我々は小国ですが、貧しいですが、力を合わせれば対抗できるはずです。対抗できるといいな。対抗できたらどんなに素晴らしいことか」

「もうちょっと自信を持とう」

「コホン。……如何いかがでしょう」

「乗った。比率は私が七、イミナが三で」

「何の比率ですか!?」

「体の比率。私は胸から下、イミナは胸から上をゲット」

「猟りよう奇き的ですわね。でも、胸から上がわたくしでいいのですか？」

　イミナの問い掛けに、津奈戯は頰を染めて頷うなずいた。

「うん。私は将来的に子供を産みたいから──」

「色々とツッコミどころありすぎる発言ですわね!?　というか、胸から下ってそれ狙いですか！　初うい々ういしい初心うぶな恋心とかそういうものはないのですか!?」

「莫ば迦かめ、そんなものは彼ひ岸がんの彼方に捨てたわ。あと初々しい初心な恋心って色々と重複してる」

「そんなことはどうでも──」

　がちゃり、と三み度たびドアが開く。イミナと津奈戯は視線を交こう錯さくさせ、咄とつ嗟さに戌意の布団に潜もぐり込む。

「あら、戌意さん。眠ってますね……」

　華々蓮もなむの声がした。

〝もなむさんまで来ちゃいましたわ!?〟

〝お、落ち着け。落ち着くのだ同志。ここはひとまず様子見だ〟

「ふふふ。可愛い。それにこんなに深く寝入っちゃうなんて、よっぽど疲れたんでしょうねえ」

　楽しそうに──そして少しだけ切なさを滲にじませたような、もなむの囁き。

「これから先、戌意さんはずっとずっと頑がん張ばり続けるのでしょうね。……私はそれが望みでもあったけど。心のどこかで、平へい凡ぼんで平へい穏おんで流れない生活も良かったかなって思ってたりするんですよ」

　イミナと津奈戯は息を殺して、もなむの言葉に聞き入る。

「でも。戌意さんは走り出して、止めることもできなくて。だったら、やっぱりついていくしかないですよね。ふふふ、大だい丈じよう夫ぶです。戌意さんの背中は、いつだって見ています」

　華々蓮もなむの言葉は、長年連つれ添そってきた人間への慈じ愛あいに充みち満ちていた。

　イミナと津奈戯は戌意の体を挟はさんで目を合わせ、ちょっとだけ項うな垂だれる。欲よく望ぼうに身を任せた自分が愚おろかで恥はずかしく思えたからだ。

「でも、ちょっとくらいならご褒ほう美び貰っても構いませんよね？」

〝あれ、何だか話が不ふ穏おんになってきましたわ〟

　しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音がする。

〝ちょ、ちょっと待って。まさか、まさかとは思うが恋人期間をブッ飛ばして家族計画に移行するつもりだろうか〟

〝そ、そんなまさか。いくら何でも──〟

「では、いただきます。いっぱい産んであげますからね」

　その言葉に、イミナと津奈戯が布団を跳ね上げて立ち上がった。

「駄だ目めぇ!!」「待った!!」

　うふふ、と微笑ほほえむもなむにイミナたちが慌あわてて捲まくし立てる。

「そっ、そっ、そっ、そういうのはまだ早いし倫りん理り的にも良くないと思います！」

「その通り！　か、家族を増やすのは計画的にやった方がいいのではないだろうか。このままではお互たがい不幸になるだけだし──」

　そこで、二人ははたと気付いた。

　もなむはまるで驚おどろいておらず、服をはだけてもおらず、何より驚いた顔一つ見せずに、ニコニコと笑っていた。

「あの、もなむさん」

「何かしら、イミナさん」

「もしかして、バレてました？」

「ええ、最初から」

　二人は揃そろって脱だつ力りよくした。もなむはそれでも眠り続ける戌意の額を軽く指で叩たたき、からかうように告げる。

「でも、私の告白はほぼ本心ですから。うふふふふ」
















　その言葉に再び二人の背筋が伸のびる。言うまでもなく、これは宣戦布告に等しい。

　イミナと津奈戯は二人手を繫つなぎ、もなむを正面から見み据すえた。

「わ、わたくしたちだって本心です」「うん。譲ゆずる気はない」

「それじゃあ、一つだけアドバイス。まず、目の前のことを頑張りましょう。戌意さんは見た目やスタイル以前の大前提として『頑張る女の子が好き』なんですよ。ふふふふふ」

「がんばる……」「女の子」

　その言葉に、二人は光こう明みようを見み出いだした。結局のところ、前向きに生きていくことが戌意の好みに合がつ致ちするならば。

「わ、わたくし……がんばります！」「私も頑張る」

　もなむは本当に嬉しそうに、顔を綻ほころばせた。

「ええ。頑張りましょう、三人で」

　もなむたちがそっと立ち去った後、ぱちりと目を開いた戌意は嬉しいような、恥ずかしいような、くすぐったいような、そんな感覚に身み悶もだえした。

　そして合宿最終日の朝が訪れる──。








Act.2:ライトニング・ドラゴン






　合宿最終日の日曜日。いよいよ、本格的な五重奏クインテツトの戦いである。

　トレーニング場に集まり、『幻想守殻ドレス』と『重力操靴グラヴイシユテイ』、それに『幻影穿装イマジネイル』を完全装備した四人は、緊きん張ちようの面おも持もちで戌いぬ意いを見つめていた。

　戌意がトレーニング場のコンソールを操作し、五体のＡＩゴースト──戦せん闘とう練習用の情報体インスタンスを召しよう喚かんした。区別を容易にするためか、情報体はそれぞれハッキリとした色がつけられていた。

「よし、それじゃルールを説明する。今回相手にするのは、前衛三に後衛二のウチとほぼ同じタイプのパーティだ。エースは前衛の軽戦士ライトフアイター。赤い奴やつだ」

「はい、分かりましたわ」

「津つ奈な戯ぎは赤色をフォローする役回りである青色の戦士を抑おさえて欲しい」

「了りよう解かい」

「先せん輩ぱいは──ちょっと迷いましたが、高機動重武装型の黄色を相手にしてください。相手が高機動をどう活いかすかがポイントです」

「どんと来い」

「もなむは今日は使い分けを中心に。破は壊かい系統の魔ま法ほうで相手の後衛、紫むらさき色いろを抑えつつ、召喚系で手が足りていない分を補助。召喚するのは〝石鴉ガーゴイル〟」

「うん。がんばる」

「僕は全員のフォローを担当するけど、今回はなるべく手は出さない。残った黒を抑え込むことだけに専念する。いつか、僕の力が当てにならなくなる日が来る。そのとき、個々人で戦えるだけの技量を持ち、僕以外の誰だれとでも連れん携けいできるようにするのが最終目標だ」

　相あい性しようの問題がある。

　イミナや津奈戯のような軽戦士ライトフアイター型は、重武装で防衛を主しゆ軸じくにした重戦士クラスと相性が悪い。防戦に徹てつせられてしまえば、負けることはなくとも勝つこともできない。

　その隙すきを突いて、後衛を各個撃げき破はされてしまえばすぐに敗北だ。

「役割を覚えること、役割を果たすこと、そして何より役割を考えること。この三つを頭に刻んで、頑張って欲しい。勝敗条件はどちらかのＨＰヒツトポイントが三割を切った時点。それじゃ、まずは──試合、開始」




　ブザーが鳴なり響ひびく。あくまでトレーニング用なので、フィールドには必要最低限のオブジェクトしか配置されていない。『重力操靴グラヴイシユテイ』の跳ちよう躍やくであっさりと乗り越こえられる程度のものだ。

　イミナはまず、赤色を倒たおすべく動いた。

　その後を追うように、津奈戯も走る。零れい視しは黄色を倒すべく、真まっ直すぐそちらへと向かい、もなむは紫色を相手に破壊魔法を行使した。

　誰にも告げていないが、戌意はＡＩのレベルを限度まで上げている。これに勝利できるなら、地区予選は間ま違ちがいなく決勝まで辿たどり着つけるだろう。

　弱い相手を揃そろえて自信をつけさせるよりも、強い相手にブチ当たって全力を投じさせる方がこのパーティには合っている。

　乗り越えるためには、壁かべの高さを推おし量はかることも重要だ。どうやっても無理と諦あきらめるのではなく、どうやれば攻こう略りやくできるのか──そう考えることのできる人間になるために。




　そして、当然の如ごとく四人は苦戦を強しいられた。

　赤色の軽戦士ライトフアイターはイミナ以上の反応の鋭するどさで、互ご角かく以上に戦いを推し進めている。

　津奈戯がフォローしようと必死に動くが、逆に青色に強くマーキングされてしまい、手助けすることも叶かなわない。

　零視は黄色の高機動による俊しゆん敏びんな動きに翻ほん弄ろうされ、手も足も出ない状じよう況きようだ。唯ゆい一いつ健けん闘とうしているのは、意外にも華か々か蓮れんもなむだった。

　彼女は紫色の補助を上手うまく封ふうじつつ、〝石鴉ガーゴイル〟と言われる召喚情報体インスタンスで他の三人の戦闘をフォローしている。

　もなむにとっては、『女魔術師ウイツチ』が適職だったな──と戌意は内心で舌を巻く。地味な役回りながら、もなむがいるお陰かげでどうにか拮きつ抗こう状態に持たせているのは賞賛すべきだろう。

　それでも、やはり他の三人は苦戦中だ。いや、正確には二人か。津奈戯は一対多の経験が豊富なためだろう。しばらく戦闘している内に青色の動きを封じ、かつイミナのフォローを行える立ち位置を見み出いだした。

　戦闘経験の豊富さは、こういうちょっとしたことに表れる。どこでどう動けば最適かを、頭脳ではなく肉体が判断する。個々の戦いであれば、野性の勘かんが経験を凌りよう駕がすることもあるだろうが、これはクインテット・ファンタズム──五対五の争いだ。

　だが。

　津奈戯がイミナのフォローをしようと思っても、それを邪じや魔ましているのはイミナ自身の動きだ。

　彼女はあろうことか津奈戯を庇かばおうと動き、戦っている。結果、赤色が更さらに有利な立ち位置を堅けん持じすることになる。

「イミナ！」

　津奈戯の叱しつ責せき──イミナもまた、悔くやしそうに頷うなずく。自分のやっていることがちぐはぐなことを分かっている。理解している──なのに、体が自然とそう動いてしまう。

　赤色の軽戦士ライトフアイターは青色と共に少しずつイミナのＨＰを削けずっていく。トレーニングなので、当然ペインレベル──苦痛を感じる度合いは最低限に抑えられているが、疲ひ労ろうと焦しよう燥そうは溜たまる一方だ。

　どうしてか、はイミナも薄うす々うす感付いているだろう。自分の動きが原因だと。津奈戯がフォローしようと前に踏ふみ込むと、イミナは反射的にそれを庇おうとする。してしまう。

　やがてイミナと津奈戯のＨＰが三割に到とう達たつし、敗北判定を受けたところで戌意は速すみやかに試合を中止させた。これ以上続けても、意味がない。




　重い沈ちん黙もくだった。

　イミナは顔をくしゃくしゃにして、泣きたいのに泣く権利はないと思っているのか、『幻想守殻ドレス』を摑つかみ、必死に涙なみだを堪こらえていた。

　どうしようもない惨みじめさ、どうしようもない敗北感、それらが一いつ緒しよくたに押し寄せているのだろう。

　これが、ただ純じゆん粋すいに力負けしたなら話は楽だ。経験を積み、もっと強くなろうと思うだけでいい。だが、パーティの誰もが理解している。これは経験、力の差で語られるものではないと。作戦ミスですらなく、純粋に──刻こく導どうイミナの本質によって敗北したのだ。

「……わたくし、ちょっと、顔、洗ってきます」

　走り出すイミナを戌意は止めなかった。代わりに、津奈戯に目線を送る──津奈戯が頷き、後を追いかけた。

「──さて、どうするかな」

　津奈戯の励はげましがあれば、イミナは立ち直るだろう。しかし、イミナの弱点が直ただちに是ぜ正せいされるかというと、それはまた別問題だ。

　ＡＩゴーストと戦い続けても、恐おそらくダメだろう。あれは、所しよ詮せん人間を真似まねただけの程度の低い情報体インスタンスに過ぎない。

　敗北にせよ、勝利にせよ、余程強きよう烈れつな体験がなければならない。だが、それを体験させるのは仲間である戌意や零視、もなむではダメだ。無論、津奈戯もだ。

　反射的に人差し指を嚙かみたくなる──みっともない悪あく癖へきを、戌意はどうにか我が慢まんした。苛いら立だち、思考が纏まとまらないときは、いつも指を嚙みたくなる。時には血が滲にじみ出るほどに強く。




〝君は悩なやむと、いつも指を嚙もうとするね──〟

〝それは悪癖だ。治した方がいい。君の指が傷つくのを見るのは、忍しのびない〟

〝絆ばん創そう膏こうを貼はるよ。そら、指を出しなさい〟




　そんなことを鳴めいに言われていたことを思い出す。ファンタズムを引退してから、この悪癖はピタリと止まっていたのだが、蘇よみがえりつつあるらしい。

「──何だ、時し化けたツラ構えだな。御み津つ神がみ戌意」

　あまりに唐とう突とつに、そんな言葉が浴びせられた。振ふり返った戌意は、鳴の幻影を見る。

　切り揃そろえられた長い黒くろ髪かみ、鋼はがねの意志を秘めた赤い瞳ひとみを──忘れることなど永遠にない。

　無論、現実は違ちがっている。尊大な口調で戌意に呼よび掛かけたのは、死んだ姉ではなく、他ならぬ彼の昔むかし馴な染じみであった。

「……何で、ここに？」

　茫ぼう然ぜんとした戌意の口調が気に入ったのか、愉ゆ快かいそうに彼女は笑う。

「何だ、知らんのか。トレーニング場のＡとＢを貸し切ってるのは、ウチの高校なのだ！」

　天てん剛ごう摘つみ月つき──自信と誇ほこりに満ち溢あふれたような少女が、そこにいた。
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　ばしゃばしゃと顔を洗う。冷たい水が心地ここちよいが頭の鈍どん痛つうが消え去ることはない。

　無ぶ様ざまな戦い方であり、惨めな敗北だった。

　……負けることへの覚かく悟ごはあった。死ぬことへの恐きよう怖ふも受け入れていた。諦めずに前に進む──それも御津神戌意に教えられたことだ。

　しかし、今回はそういうものとはまるで異なる次元の惨めさだった。

　体が無意識に動き、やりたくないことをやってしまう。勝とうとしているのに、肉体が敗北を望んでいる。

　理由は、己おのれでも薄々気付いている。敵が居いて、味方がいて、戦っているとき、自分の体は全く無意識に味方を庇おうとする。

　捨身の教え。

　幼い頃ころに叩たたき込まれた、〝己の存在は全て是ぜのためにある〟という枷かせ──。

　どうすればいいのだろう。教えを捨て去ろうとしても、肉体に染みついた悪癖はそう簡単に洗い流せない。

「──イミナ」

　声に硬こう直ちよくする。涼すずしげで、淡たん々たんとしてて、だけど芯しんには熱い焰ほのおがあるような声。

「……ごめん、なさい」

「うん」

　振り向けない。怒おこっているだろう、とイミナは思う。落らく胆たんしているだろう、とイミナは思う。だから、振り向けば──軽けい蔑べつされそうで。

「こっちを向いて」

　振り向けない。両りよう肩かたを摑まれ、くるりと反転させられる。

「あう」

　瞼まぶたを閉じる。怒っている彼女を見るのは、ちょっと辛つらい。ならば、いっそのこと──。

「ねえ、つなちゃん」

「うん？」

「……殴なぐってくださらない？」

「ヤなこと言わないで。殴らない、絶対に」

「うぅ」

　津奈戯はそれ以上何も言わずに、イミナと両手を繫つないだ。そうして、額と額を軽く合わせる。イミナは微かすかな温かさを、額越しに感じ取っていた。

「つなちゃん？」

「イミナ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　一番聞きたかった言葉でもあり、聞きたくなかった言葉でもある。

「同情されるのは真まっ平ぴら？」

　津奈戯の問い掛けに、イミナは小さく「はい」と囁ささやいた。

「でも、私は同情する。情を、同じくする。誰だれが何と言おうと、私はあなたを憐あわれむし、悲しむし、力になりたいと思う」

「──ひどい」

「かもね。でも、私は、イミナのことを友達だと思っているから。だから──」

　だから、苦痛を共有したい。

　だから、悲ひ哀あいを分かち合いたい。乗り越えるための手伝いをしたい。

「私はあなたを肯こう定ていする──何もかも全て。私はあなたを確信している──必ず、立ち上がる人間だと」

　その言葉は、何よりイミナの心に深く染み渡わたった。

「……つなちゃん」

「うん」

「しばらくの間、足を引っ張るかもだけど──いいですか？」

「いいよ、大丈夫。イミナが足を引っ張ることも計算に入れて、戦ってみるから」

　酷ひどい言葉で、嬉うれしい言葉だった。見捨てられなかった、という安あん堵どと申し訳なさが、ごちゃごちゃと入り交じる。

「……ところでイミナ」

「うん？」

「この状態、ちょっと恥はずかしいかもしれない」

　津奈戯がそう言って顔を赤くする。そう言われると、まるでちゅーする直前のようだ、とイミナも思う。

　けれど、額の温もりから離はなれられない。なので、できればこのままでいたいのだが──。

「……ファーストキスが親友というのは、どうなのでしょう」

「別にいいのでは。練習みたいなものだし。気楽にちゅっちゅするのもアリかと」

　戸と惑まどうイミナに対し、津奈戯はざっくばらんにそんな風に言った。

「い、いえ。やはりこういうことは、センパイと──」

「奇き遇ぐうだね。私もそんな感じ」

　緊きん張ちようと惨めさが、徐じよ々じよに解けていく。今すぐ治せる訳ではない。だけど、治さなければ始まらない。

「……もう大丈夫です。まだ練習時間はあります、続けましょう」

「よし、行こう」

　イミナと津奈戯はしっかりと手を繫ぎ合ったまま、トレーニング場に帰き還かんし──そこで、二人は揃って凝ぎよう固こした。

　津奈戯など驚きよう愕がくのあまり何をやろうとしていたかすら、頭から吹ふき飛んでしまった。

　少女がいた。見み目め麗うるわしい少女である。背せ丈たけはイミナより頭一つ分ほど低いが、腕うで組ぐみして胸を張る姿には奇き妙みような迫はく力りよくがあった。

　何しろ、眼光が鋭するどい。その鋭さは殺意や悪意ではなく、ただ単純に力強く生きているが故ゆえの鋭さだった。まともに相対すれば、萎い縮しゆくしてしまいそうなほど。

　白いワンピースと麦むぎわら帽ぼう子しは初夏に相応ふさわしい服装であり、よく似合っている。ただ、彼女の名を知っている者にとっては、「あ、ニトログリセリンが着き飾かざっている」くらいの暴言を呟つぶやいてしまうかもしれない。

　というか、先ほど戌意は呟きかけた。少女の執しつ事じである霧きり室むろ舜しゆんが戌意に目線を送らなければ、今いま頃ごろ暴ぼう虐ぎやくの竜りゆうが降臨していたに違いない。

　初対面であったが、戌意を除けば津奈戯だけが彼女のことを知っていた。

「ほう、お主ぬしたちが噂うわさの新人ルーキーか」

「……て、天剛……摘月……!?」

　津奈戯が愕がく然ぜんとした声で叫さけぶ一方、イミナはきょとんとした顔で、首を傾かしげた。

「──はて、どこかで聞いたような？」

「はっはっは。面白いな、コイツ！」

　呵か々か大笑。イミナの発言に、津奈戯が顔を蒼そう白はくにして耳元で囁いた。

「碩せき陵りよう高校の天剛摘月。この間、先せん輩ぱいが言ってたこの県〝最強〟の女子高生」

「そ、そんな凄すごい方ですの!?　こんなお子様なのに!?」

　途と端たん、摘月は笑うのを止やめて牙きばを剝むいた。

「お子様言うな、似たようなものだろ貴様とて！」

「わ、わたくしは高校一年生と言えば『ふぅん、ちょっとガキっぽいけどまあ頑がん張ばればそんな風に見られなくもない的な？』くらいの評価ですけれど、あなたは『え、高校二年生？　マジで？　え、いや、ホントマジで？』くらいの評価ではないですか？」

「的確なのがムカつく！　ヨークシャー・テリアみたいなツラしてる癖くせに！」

　そのやりとりの危なさに、津奈戯の顔は既すでに死相が出始めていた。何しろ、自分の親友が口論しているのは、他ならぬ魔人世代ヴイラン・エイジのトップランカーの一人。

　去年、ビッグ４に食い込むことはなかったとはいえ個人の戦せん闘とう力では図ず抜ぬけた怪かい物ぶつだ。

　刻導イミナがヨークシャー・テリアだとすれば、天剛摘月はケルベロス。それくらいの差がある。テリアがキャンキャンとケルベロスに吼ほえ立てているのを見て、微笑ほほえましいと感じる度量は津奈戯にはない。

「せ、先輩。戌意先輩。イミナが、イミナが恐おそろしい」

「物もの怖おじしないのはいいことだなあ」

「大おお雑ざつ把ぱすぎる……！」

　津奈戯は頭を抱かかえた。摘月がギラギラした瞳で戌意に言う。

「御津神戌意！　汝なんじ、後こう輩はいにはきちんと礼れい儀ぎ作法も躾しつけておかんか！　ふふふ、初対面でここまで『ようし殺やっちゃるぜ』と思ったのは、久方ぶりだ！」

「久方ぶり、ということは他にもあったのか？」

　戌意の言葉に、摘月が頷うなずき笑って言った。

「お前の姉。『お嬢じようちゃん、ここは選せん手しゆ控ひかえ室だよ。さ、森にお帰りなさい』と言われたときは殺そうと心底思った」

　……言うな、うちの姉は──戌意は嘆たん息そくした。

「あの、すいません、ええと──どうして、彼女がここに？」

　青白い顔をしていた津奈戯がようやく戌意に問い掛かけた。戌意は肩かたを竦すくめる。

「偶ぐう然ぜん、予定がかち合ったみたい」

「ん。たまたまだ、たまたま。別にお前の高校に予定を聞いたりはしていない」

　摘月がぷいっとそっぽを向いて言う。

「──お嬢じよう様さま。それは言ったも同然です」

　執事である霧室が穏おだやかな笑顔で告げる。執事といってもイミナと同年代であり、彼もまたファンタズムの選手プレイヤーである。

　召しよう喚かんに特化した後衛であるため、戌意以上に目立つことのなかった人間だが、彼が召喚する〝竜ドラゴン〟は、摘月の力を二倍にも三倍にも増ぞう幅ふくさせる。

「うるさいぞ、霧室。で、だ。戌意、汝は助けが必要だろう？」

「……まあ、必要かな。助け、というにはあまりに荒あら療りよう治じかもしれないけど」

「安心しろ。優しく、撫なでるように相手をしてやるさ」

　戌意はわずかに逡しゆん巡じゆんした。間ま違ちがいなく、願ってもない申し出であるが──同時に、とんでもない爆ばく弾だんであることも確かだった。

　深呼吸一つ。今の自分は、夜よ見み都と学園・拡張現実ＡＲ技術同好会の部長であり、クインテット・ファンタズムを戦うリーダーなのだ。

「イミナ」

「は、はいセンパイ」

「今から、津奈戯と二人で彼女と試合だ。二対一だけど、ハンデとしてはこれでもまだ足りないだろうね」

「無論だ。もちろん、私は騎き乗じようもしないぞ。この二人なら、通常装備だけで事足りる」

　……さすがに、その言葉に含ふくまれる意味に気付かぬイミナと津奈戯ではない。

　ムッ、とした表情で摘月を睨にらむが、当人はどこ吹く風だ。視線すら向いていない、彼女が目を向けているのは、昔むかし馴な染じみである少年ただ一人だ。

　面白くない、とイミナは思う。やってやる、と津奈戯は思う。

　戌意が二人を見て、静かな口調で問い掛けた。

「試合──できる？」

「できます」「やれます」

　即そく答とうだった。ならば、何も言うことはない。敗北することは間違いない。たとえ、イミナの問題が解決済みであったとしても、やはり二人は敵かなわない。

　しかし──乗り越こえられない壁かべではない。はたして今日、その壁にぶつかることが賢けん明めいなのかどうかは分からないが。

　もしかすると、壁にぶつかったまま砕くだけ散ちる可能性だってある。

　戌意はその未来を受け入れた。ここで砕け散るようであれば、それまでだ。だがしかし──きっとそうはならない。自分が信じた、自分が焦こがれた刻導イミナはきちんと～を見出してくれるはずだ。




　そう信じてなお、心が微かすかな恐きよう怖ふに震ふるえるのは仕方ないことだ。

　何しろ相手は、姉である御津神鳴と互ご角かくに戦った数少ない人間。空飛ぶ竜りゆうに騎乗して空を翔かける少女。

　天剛摘月。あっという間に『幻想守殻ドレス』に着き替がえた彼女には、先ほどの令れい嬢じようのような雰ふん囲い気きはなく、まさに一いつ騎き当とう千せんの将といった風格があった。
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　零視が唾つばを飲んだ。彼とて、武を修めた人間である。眼前の少女が、どれほどの力を持っているのか、一目で看破した。

「……なるほど。これは、ファンタズム以外のスポーツの人気が無くなる訳だ」

　今いま更さらながら、そんなことを考える。

　天剛摘月──あの少女ならば、体を使う競技のどれをやっても一流に至るに違いない。あの矮わい軀くに秘められた力は、さながら活火山のようだ。

　そんな少女と相対する津奈戯とイミナの重圧は、生なま半はん可かなものではあるまい。

　参加したい、と心底思ったが──妹のためを思うなら、ここは引くしかない。

「心配です？」

　華々蓮もなむの言葉に、零視は素直に頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。イミナさんは、とても強いから」

「……戌意の奴やつもよくそう言うが。俺はイマイチ信じられなくてな」

「近くにいるからこそ、見み抜ぬけないことってあるものだから」

　もなむはそう言って、くすくすと笑う。イミナと津奈戯は、既にフィールドで摘月と向かい合っている。死なないよう、怪け我がをせぬよう祈いのるしかない。




　さて、相対したイミナと津奈戯は襲おそい来る重圧にもめげずに、どうにか摘月と向かい合っていた。ビリビリと、電流にも似た何かが自分たちの肉体を侵おかしている。

　本能が「逃にげろ」と囁ささやいている。目の前に佇たたずんでいるのは同種同年齢の生物ではなく、実は鋼はがねと火薬で構成され、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを口から噴ふき出すドラゴン型殺人機械なのだ──そんな下らない考えが、頭を過よぎる──冗じよう談だんだと笑えない。

「では、立っていられなくなれば敗北だ。それで構わないな？」

「もちろん」「構わない」

　摘月の『幻影穿装イマジネイル』は、突撃槍ランスだった。本来は竜りゆうに騎乗して振ふるうべき武器だが、摘月は騎乗せずともそれを武器として利用する。

「ハンデだ。こちらのステータスを公開してやろう」

　摘月がステータスを開示した──ポイント配分は異常だった。攻こう撃げき力と速度に大おお幅はばにポイントを割わり振っており、『幻想守殻ドレス』自体の防ぼう御ぎよ力は最低限に抑おさえられていた。

　当たれば仕留められる。そう思いたくなるのは山々だが、イミナを落ち着かせるように津奈戯がそっと耳打ちした。

「天剛摘月は、相手の攻撃をほとんど受けたことがない」

「回かい避ひしますの？」

「いや……あの突撃槍ランスで受け捌さばく。イミナがかつてやったような、全体攻撃系のスキルは、彼女が取得しているスキル『攻こう防ぼう一いつ致ち』で防がれる。彼女があの突撃槍ランスで攻撃を捌いたと判断されれば、ダメージが通ることはない」

　ピーキーにも程がある性能である。平均的な戦士の攻撃が三度直ちよく撃げきすればほぼ間違いなく戦闘不能に陥おちいるだろう。だが、それを比類なき回避性能、突撃槍ランスによる捌き、そして騎乗した竜りゆうそのものの防御力で防ぐ。

「私たちの攻撃力なら、二撃で仕留められる。勝率は決して零ゼロではない」

「さあて、それはどうかな？」

　津奈戯の言葉に、不敵な笑みを浮うかべるのは天剛摘月。

「その二撃を当てるのに、あらゆる選手プレイヤーが知ち恵えを絞しぼり、それでいてなお果たせぬが故の天剛摘月わたしだ。〝アンブレイカブル〟──汝たち程度の力では、傷一つつかぬよ。たとえ、竜がいなくともな」

　まして──薄うす笑わらいを浮かべて、彼女は告げた。

「味方も信じられぬような無ぶ様ざまな選手なら、尚なお更さらだ」

　イミナの心臓が一つ、強く弾はずんだ。自分の弱点を知られている。伝えたのは、もちろん戌意だろう。

「落らく胆たんさせるなよ……刻導イミナ、文ふみ橋はし津奈戯。御津神戌意の目が、なまくらなどとは信じたくないのでな」

　イミナは強こわ張ばった顔のまま、剣けんを構えた。負けん気の強さが、瞳ひとみから溢あふれている。

　だが、同時にそこには恐怖もあった。未いまだ弱点の解決法を見出せぬ自分が、はたして摘月に敵うのかどうか。

　一方、天剛摘月の強さをよく理解している津奈戯は、戦う前から冷れい徹てつに計算を済ませている。勝つ確率は低く、敗北はほぼ確定している。

　だが、それでも──それでも、何か摑つかめるものがあるはず。

　否、摑めなければせっかく御津神戌意が用意してくれた機会チヤンスが無む駄だになる。

　無駄にしてたまるか。

　あと、こんな小さい人間に負けてたまるか。

「……おい、何か不ふ埒らちなこと考えてなかったか？」

　じっとりとした目つきで、摘月が津奈戯を睨む。津奈戯は明後日あさつてのほうを向きぴーぴー口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かした。

「くっ。貴様たちだって似たような体格の癖くせに。どうせ私を馬ば鹿かにするなら、後ろでのほほんと突つっ立っているデカ女のようになってからにしろ！」

　デカ女、と呼ばれたもなむはきょとんとした表情を浮かべていたが、イミナと津奈戯が自分を見たのが嬉うれしかったのか、二人に向かってぶんぶんと両手を振った。その度たびに、大きな胸がどんぶらこどんぶらこと揺ゆれている。

「……」

「……うぅ」

「スゲぇ」

　三人の表情がどんよりとしたものに変わり、ひとまずもなむについては見なかったことにした。




　──試合開始を示すブザーが鳴なり響ひびいた。

　戦せん闘とうに参加しない霧室の隣となりに移動した戌意が、彼に声を掛ける。

「摘月の調子は？」

「ここのところ絶好調でございます。昔のライバルが復活したことに、気をよくしたものと思われます」

「ライバルじゃないよ、僕は。摘月のライバルは、姉さんだった」

「ですが、お嬢様はあなたを意識しておいでです」

「……そりゃ、困るな」

「困るのですか？」

「──僕たちだって、勝ちたいからね。今は目をつけられたくない時期だ」

「ほう」

「……ま、その評価はありがたい。今更復帰しても時代遅おくれだ、とか言われなかっただけいいと解かい釈しやくすべきかな？」

「お嬢様は──次のインターハイで、間ま違ちがいなく二に泉せん丘おか高校を打ち破るでしょう」

　二泉丘高校。石川県において、最大手の選手層を誇ほこる高校だ。次にビッグ４に食い込むとすれば、この高校だというもっぱらの評判だ。

　決勝戦まで辿たどり着つくには、碩陵高校か二泉丘高校のどちらかを攻こう略りやくせねばならない。

　この二校はほとんど毎年といっていいほど一、二位争いを行っているので、決勝戦でぶつかるようなトーナメント調整がなされているはずだ。

　準決勝まで辿り着けば、どちらかの高校とぶつかることは確定している。どちらが与くみしやすいかと考えれば──。

「なるほど、二泉丘よりは我々という訳ですか？」

　霧室はにこやかに微笑ほほえんではいるが、さすがに高校一年では隠かくしきれない敵意がある。

　その辺の腹芸を保ち続けるにはあと二年の修行が必要だろうな、と戌意は思う。

「まさか。どちらかとは当たるのだから、ひとまず調べやすい方に絞っただけだよ」

「それで、いかがですか？」

　戌意は苦笑して、曖あい昧まいに誤魔化した。勝てるとも勝てないとも、言わない。その態度に、霧室は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「勝てる、と自信満々に言っていただいた方がありがたいのですが」

「勝負は時の運、とか言うだろう？」

　もっとも、今回の勝負に紛まぐれはない。イミナは敗北する──それはいい。敗北を知らなければ、これから先の戦いの足あし枷かせとなる。

　……負けて得るものがあるか。これは、武を修める者であれば一度は関わる議論である。

　負けてこそ、雪せつ辱じよくを果たそうという気合が満ちるという者もいる。

　そんな気合など、そもそも持ってなければおかしい。負けて得られるものは屈くつ辱じよくと敗北の記録だけで、それ以外に敗北の必然性などないという者もいる。

　──無意味な議論だ。そもそも、娯ご楽らくに対する姿勢すら一いつ貫かんできないのが人間の複雑さ。

　敗北して、次の勝利に繫つながる何かを摑む者がいるのと、ただ一度の敗北で心が折れる者がいるのとは矛む盾じゆんしない。

　……イミナは、次に繫がる何かを摑める。否、そうでなければこの戦いの意味がない。

　それこそが本当の敗北だ。

　どれほど苦戦しようと、絶望しようと、その先にある何かを得るために踏ふみとどまれなければ──。




「たあああああああああああああああああ────!!」

　イミナの持つ大剣〝ブレイゼル〟と、津奈戯の持つ双剣〝燕蜂刺イエンフエンツー〟。

　二人は左右から同時に攻撃を仕し掛かけた。相手が一人ならば、まずは挟きよう撃げきを選せん択たくする。

　イミナの一いち撃げきは振りかぶってからの胴どうへ、津奈戯の双剣は頭と足を狙ねらう変則的な攻撃。どちらかを回避しようとしても、どちらかの一撃が必ず的中する。

　けれどイミナと津奈戯は共に、「この挟撃は防がれるだろう」という何とも奇き妙みような確信があった。

　だが、どうやって防ぐのか。それが分からない。分からない以上は、やってみるしかない。果たして摘月は、ほぼ同時に襲い掛かかってきた左右からの一撃を──回避と同時に、カウンターで津奈戯に一撃を加えた。

「な……!?」

　恐おそろしい、と津奈戯は愕がく然ぜんとする。攻撃のタイミングは同じように見えて、わずかながらイミナの方が早かった。ならばと、頭と足を狙った一撃を跳ちよう躍やくで回避すると同時、津奈戯に一撃を与あたえる。

　イミナの方は振りかぶっての胴への一撃である以上、回避された後の対応が更さらに遅ち延えんすることは確定だ。

　空中で体勢を整えようとする摘月を、イミナがもう一度と狙って剣を振るう。しかし、既すでにそのときは津奈戯に一撃を与えた突撃槍ランスがイミナの一撃を防いでいた。

　まだまだ！　と吼ほえるイミナは津奈戯と共に徹てつ底てい的てきな攻撃に打って出た。

　通常、ファンタズムに限らずあらゆる戦闘において二対一というのは、圧あつ倒とう的てき有利な状じよう況きようである。一対一と比べると戦闘の情報量は飛ひ躍やく的に膨ふくれ上がり、対処できなくなれば即そく敗北。

　まして摘月は竜にも騎き乗じようせず、その防御力は全く貧弱。二人の苛か烈れつな攻撃に耐たえきれなくなれば、その時点で試合は終しゆう了りようする。

　──そのはずなのに。

　高速の連撃、疾しつ風ぷうの大斬撃、それらをいずれも紙一ひと重えで回避し、突撃槍ランスで捌き、尚なお且かつ不用意に踏み込んだ側にカウンターの一撃を叩たたき込む。

　当たり前の対策であり、当たり前の手段だ。しかし──異常の一言に尽つきる。

　津奈戯とイミナは決して二流ではない。弱点を抱かかえているとはいえ、まさしく一流にして極上の戦士なのだ。

　それが、全く、相手にされない。

　そして厄やつ介かいなことに、摘月の一撃は常に津奈戯を狙っている。するとイミナは反射的に彼女を庇かばおうとしてしまい──先ほど同様の悪あく循じゆん環かんを起こしている。

「甘っちょろい！」

　苛いら立だった様子の摘月が、津奈戯を吹き飛ばす。津奈戯は勢いよく転がり、トレーニング場の壁かべに激げき突とつした。

「つなちゃん！」

「心を痛める余よ裕ゆうがあるのか、汝なんじに？　あれは、あの無様な姿は、お前の責任だぞ？」

　摘月が怒おこっている。津奈戯にではなく、イミナにだ。

　先ほどからの波は状じよう攻撃、決して悪くはない。しかし、それを無様にしているのはイミナの行動だ。津奈戯が攻撃しようとした瞬しゆん間かん、微び妙みように立ち位置を変へん更こうしてその前に立とうとしたことすらある。

　捨身で、誰だれかを守ろうとする──状況によって、それは限りなく崇すう高こうな行動だろう。

　しかし、今は害悪でしかない。津奈戯のＨＰヒツトポイントは五割を切っている。イミナは泣きそうになるのを必死に堪こらえながら、自身の足を叱しつ咤たする。

　津奈戯を守ろうとするな、と。彼女は守る人間ではなく、共に戦う人間なのだと。

　それはもう摘月との戦いではない。イミナ自身を縛しばり付ける軛くびきとの戦いだった。

　イミナは怖こわかった。津奈戯に呆あきれられるのではないか、憎にくまれるのではないか、友達としての縁えんを切られるのではないか──。

　しかし、津奈戯はただ真っ直ぐに摘月を見つめていた。そして、イミナに向かって指で合図を送る。

〝挟撃を続ける〟

　文橋津奈戯は信じている。刻導イミナという人間の可能性を信じている。だって、彼女は自分を理解するために、戦おうとまでしたのだ。

　イミナは悔くやしそうに、泣き出しそうになりながら、それでも頷うなずいた。

　どうにもならない惨みじめさを抱え込む。

　どうにもならない本能を、理性で抑おさえつける。

　やれる、と確信する。イミナは自分自身の可能性、あるいは才能と言うべきものを、それほど信じてはいない。

　ただ、津奈戯が信じてくれていた。親友である彼女が自分を信じてくれている。だから、やれる。やれるはずだと自分を信じる。

「行こう、つなちゃん！」

　そう呼よび掛け、目線を送る。津奈戯が頷く。

　……ほんの少しであるが、風向きが変わり始めた。




　上段下段への同時攻撃を、摘月は余裕を持って捌さばいた。

　しかし、今までの一撃と比ひ較かくすると何かが違ちがった。イミナは津奈戯を見ようとしない。無理矢理目を逸そらそうとしているせいか、動きがぎこちなくなっている。

　そしてそれ故ゆえに、今までより津奈戯がのびのびと連撃を放っていた。

　本来の、理想の形にわずかなりとも近付いたらしいな──と摘月は薄うすく笑う。

　イミナは集中している。隣にいる津奈戯を全く意識せず、自分一人だと考えるようにして斬撃を振ふるっていた。ともすれば隣の津奈戯を意識しようとする己を戒いましめた。

　動きのぎこちなさはあるが、先ほどのように無様なフォローをするよりは遥はるかに有益な選択だ。

　津奈戯はイミナを意識しつつも、彼女の斬撃の邪じや魔まにならぬような立ち位置で摘月に攻撃を加えている。イミナが胴どう薙なぎを行えば、彼女は足や頭に攻撃を集中させた。イミナが一刀両断、頭ず蓋がいを断たち割るが如ごとき唐から竹たけ割りを行おうとすれば、彼女は側面から攻撃を仕掛けて摘月の回かい避ひを防ごうとした。




　単純であるが、効果的な連撃となりつつある。摘月はますます笑う。

　これまでは紙〝十〟重程度だったのが、ようやく紙〝八〟重程度にまで至った。

　しかし、まだ足りない。この程度では、本番でも全身がひりつくような戦いには成り得ない。つまり、栄養としては不十分。

　熟せ、熟せ、足りぬ果実よ。修練を重ね、努力を重ね、愚ぐ直ちよくなまでに希望を抱いだけ。

　──もしかすると、と自分に思わせるほどの力を見せよ。

　強者との戦いは、天剛摘月にとっての栄養だ。敗北の可能性が高ければ高いほど、それを乗り越こえることを至し上じようの悦よろこびとする。




　イミナの斬撃は、清すが々すがしいまでに津奈戯を無視し始めていた。同士討ちを恐れず、イミナは深く、深く踏み込んでいく。

　その斬撃は豪ごう放ほう、そして己を度外視した捨身の一撃。かろうじて摘月は迎げい撃げきするが、捨身故の強撃に体勢を崩くずし、なかなかカウンターが仕掛けられない。

　そして津奈戯は、完かん璧ぺきなまでのフォローに回る。次第に、津奈戯の方もイミナの斬撃がどのように展開するかを理解し始めていた。

　イミナが斬きる、摘月が受け止めるもしくは回避する、そのわずかな間かん隙げきを縫ぬって双剣を差し込む。

　高速回転する扇せん風ぷう機きの羽根を想像して欲しい。今、津奈戯がやっている攻撃はその羽根に指を突つっ込こんでいるようなものだ。

　ほんの少しでも手て違ちがいがあれば、まず間違いなく指が弾はじかれる。

　それを平然とやってのける器用さ。何より、その剛ごう胆たんさ。刻導イミナとは異なる形だが、文橋津奈戯もまた、天てん賦ぷの才を持っていた。

　──いける。

　津奈戯はそう思った。既に摘月はカウンターも取れず、防戦一方だ。さあ、このまま押していけ……！




「……まあ、この辺りでいいだろう」




　そう呟つぶやいた摘月は、イミナの斬撃を受け止め──。

（貰もらった……!!）

　確信して双剣を振るった津奈戯の隙を突いて、彼女の腹部を蹴けり飛ばした。

「……ッ!?」

　鋭するどく吐はき出される呼気は、刃やいばにも似ていた。

　体勢を崩した津奈戯を庇おうとイミナが動く。一対一──瞬間、イミナは凍こおり付いた。

　摘月から感じる重圧は、イミナという存在を押おし潰つぶさんばかりに高まっていた。すぐに気付く。手加減されていたということに。

　そして同時に理解する。これが本物の天剛摘月だ。

「さ、終わらせるぞ」

　紫し電でんが疾走はしる。イミナの〝ブレイゼル〟を弾き飛ばし、彼女の胸板を貫つらぬいた。

「ぐっ……!?」

　ペインレベルが最小に設定されていなければ、心停止を起こしかねない一撃だった。

「退のけ！」

　摘月の小さな肉体のどこにこんな力が詰つまっていたのか。イミナはその突とつ進しんを遮さえぎることもできず、たまらず弾かれた。

「くっ……!!」

　津奈戯は既に立ち上がり、双剣を手に突とつ撃げきした。踏み込みは疾風、振るう双剣は空を翔かける鳥のように軽やかで、雀すずめ蜂ばちのような鋭さで摘月に襲おそい掛かかった。
















　だが、鳥や蜂では暴走する機関車を止められなどしない。双剣の迎撃は確かに、摘月に一いち撃げきを与えた。しかし、そのまま懐ふところに飛び込んだ摘月の突撃槍ランスが津奈戯を完全に葬ほうむり去った。警告音が鳴なり響ひびき、津奈戯の敗北条件が成立したことを知らせる。

　もっとも津奈戯は既に失神しており、音を聞いて敗北を認める余裕はなかった。

「残るはお前一人だ」

「……」

　イミナは無言で〝ブレイゼル〟を構えた。突撃槍ランスが躍おどる。苛烈なまでの槍そう撃げきは悉ことごとくが急所を狙ねらう。軽戦士ライトフアイターであるイミナは『幻想守殻ドレス』の防ぼう御ぎよ力を低めに抑えている。

　その分を攻撃力に回したことで、あと一撃加えれば摘月を屠ほふることも可能だろう。

　しかし、その一撃が果てしなく遠い。

　攻撃があまりに苛烈で、防禦うけ続けるだけしかできない。

　これが、魔人世代ヴイラン・エイジ。

　これが、インターハイ常連のエースストライカー。

　あまりに高い壁を思い知る。こちらの全力が、これっぽっちも通用しない。

（わたくしは……）

　イミナは瀑ばく布ふのような刺突つきを必死になって耐たえ凌しのぎながら思う。

（この領域に、至れるのでしょうか？）

　集中が途と切ぎれ、イミナの斬撃は散さん漫まんになりつつある。自身の弱さを、今いま更さらながらに思い知る。

　ファンタズムで全国を制せい覇はするためには、これ以上の怪かい物ぶつとぶつかり合わなければならない。その事実に、慄りつ然ぜんとする。

　だが、心の奥底には恐きよう怖ふ以上のものがある。

　その正体不明の感情を持て余しつつ、イミナは最後とばかりに放った渾こん身しんの一撃を見事に受け止められ──。




「ふむ、なかなか楽しかったぞ」




　そんな言葉と共に、摘月の一撃がイミナのＨＰヒツトポイントを三割に落とし込み、戦いが終しゆう了りようした。

「……これが、ファンタズムの一流というものか……」

　刻導零視が絶句している。無理もない、自分より遥かに小こ柄がらな少女が、恐おそらく自分より強いと確信できてしまう。

　幻想デジタルが、現実アナログを凌りよう駕がした。ファンタズムという土ど俵ひようで戦う限り、あるいは拡張現実ＡＲというものを拒きよ絶ぜつしない限り、零視は彼女に勝つことはできないだろう。

　少なくとも、今は。

「よぅ。こんなものでどうだ？　ちょっとやりすぎたか？」

　摘月が笑いながら言う。戌意は首を横に振った。

「いいや、このくらいでいい。それで摘月、君の見立ては？」

「津奈戯は一流のプレイヤーになれる素質と経験がある。このまま順当に行けば、日本で十じつ指しに入る強さを持つだろう」

　その意見に戌意も同意する。津奈戯は間違いなく一流に至るだろう。

「……イミナは？」

「分からん。前半はともかく、後半は多少なりとも刺し激げき的であったが……。平へい凡ぼんのようにも思えるし、才能の煌きらめきがあるようにも思える。底知れない、という感じがする。まあ、レガシー・スキルを持つ時点で只ただ者ものではないと思うがな」

　レガシー・スキル。極ごく々ごく一部のファンタズム・プレイヤーに配布される極きわめて特とく殊しゆなスキル。極めて攻こう撃げき的なものもあれば、何の意味も持たないスキルもある。

　どうしてそんなスキルが存在するのか、何らかのバグなのか、あるいはファンタズムの試合を統とう括かつするサーバーに特殊なデータが仕込まれているのか。

　選手プレイヤーたちの間では様々な噂うわさが流れているが、日本ファンタズム協会（ＪＰＡ）は頑がんとして沈ちん黙もくを守っている。

　レガシー・スキルが存在することは認めていても、それがどうやって配布されるのかは謎なぞのままだ。

　そして、刻導イミナは三十六人目の遺産後こう継けい者しや──レガシー・スキルを与あたえられている。

「しかし、レガシー・スキルは所しよ詮せん三十六人もの人間が所有するスキルだ」

「ああ、そうだな。だが──レガシー・スキルには必ず何らかの意味がある。そういう意味合いでは、特別だな」

「じゃあ、レガシー・スキルを除いたとしてどうかな？」

「イミナに才能がないのか、それともあるいは、イミナの才能を私が見み抜ぬけないのか。今のところは凡ぼん庸ような一選手プレイヤーにしか思えないが……いや、何か違うな。凡庸な連中とは何かが違う気がする。気のせいかもしれないが」

　曖あい昧まいな評価にも、戌意は満足げに頷うなずいた。

「汝なんじは確信しているのか？」

「──ああ。イミナの才能は、本物だ」

「それは、汝の姉よりもか？」

　その言葉に、戌意は首を横に振ふる。

「イミナと姉さんは、全く違う方向を向いている。姉さんの才能も確かに本物だったけど、あれとは異なる」

「違う方向……？」

「姉さんの強さは、全てを蹂じゆう躙りんする怪物的な強さ。イミナの強さは、何というか……全てを理解しようとする人間的な強さ」

「……む、む、む。さっぱり分からんぞ」

　戌意は微笑ほほえみを返すだけ。……イミナの強さは、確かに第三者には分かりにくい。自分の姉のようにただただ圧あつ倒とうし、蹂躙するような強さではない。

　それでも──イミナは強い。理解わかり合おうとする、分かち合おうとする、誰だれよりも人間であるが故に苦しみ、悶もだえ、それでもひたすら前に進もうとする。

　今日より明日あしたを求める人間以外には、決して存在しない強さ。

　摘月もインターハイで改めてイミナと戦えば、理解できるかもしれない。……もっとも、その為ためにはまだまだイミナのトレーニングが必要だが。

　戌意は起き上がろうとするイミナと津奈戯の元へ走り寄った。

「……負けましたわ」

「……完全敗北」

　立ち上がったイミナと津奈戯が悔くやしそうに俯うつむいている。戌意はイミナと津奈戯の手を取り、両手でそっと包んで告げた。

「悔しい？」

　こくん、と二人は俯いたまま首を縦に振った。

「悔しいだけ？」

　ふるふる、と二人は俯いたまま首を横に振った。

「どこから手をつけていいのか、分からないけれど──ともかく、私たちはまだまだ改善の余地がある」

「色んなことが、頭の中をぐるぐると渦うず巻まいていて──何かやらなければならないと分かっていますけど、何をやっていいのか分かりません」

「そういうときのために、僕がいる」

　その言葉に、ようやく二人が戌意に顔を向けた。戌意は笑い、二人の手を更さらに強く──痛くなるほどに握にぎって、二人の目の前に掲かかげた。

「僕たちは仲間であり、僕は君たちの先せん輩ぱいだ。僕は君たちに教えることが沢たく山さんあるし、教えられることもあるだろう。今日イミナと津奈戯が体験したのは、まさしく全国の壁かべだ。大だい丈じよう夫ぶ、乗り越こえられない壁じゃない。僕がそれを手伝うから」

　そこで、ようやく二人の表情が晴れやかなものになった。快晴とまではいかないが、雨空からうっすらと明るい曇どん天てん程度には気力を取り戻もどせたらしい。

「さて、最後にやることが残ってるだろ？」

　腕うで組ぐみしていた天剛摘月は、既すでに『幻影穿装イマジネイル』を停止させており、『重力操靴グラヴイシユテイ』も脱ぬいでいた。

　二人は戌意の手を離はなれると、天剛摘月と向かい合う。そして、深々と頭を下げた。

「お疲つかれ様さまでした！」

「うむ。今日も今日とて運良く生き延びた。今日は死ぬには〝悪い〟日だ」

　そう独りごちた摘月は、戌意に問い掛ける。

「戌意、これでトレーニングは終了か？」

「うん。後は温泉に入って汗あせを流して、夕食を食べて寝ねる。明日の朝出発して、帰宅後すぐに登校するつもり」

「温泉か。……混浴？」

　摘月の言葉に、戌意が笑って首を振った。

「まさか」

　このご時世に、混浴などというスタイルが許されるはずもない。当然の如ごとく、温泉は男女別に分かれている。

「何だ、そうなのか……残念。狼狽うろたえる戌意を見てみたかったが」

「期き待たいに添そえなくて悪いね」

　もっとも、たとえ混浴だったとしても狼狽えない自信はあった。

「うぅん、それは難しいんじゃないかしら」

　のほほんとした表情でもなむが話に割り込んできた。摘月は訝いぶかしげに、もなむを見る。

「彼女は？」

「華々蓮もなむ。僕の同居人ハウスメイト」

「同居人？　こやつがか……？」

　胡う乱ろんげな瞳ひとみで、摘月がもなむを睨にらむ。もなむは泰たい然ぜん自じ若じやくとした様子で、よろしくお願いしますねと挨あい拶さつした。

「……まあいい。それで、何故なぜ戌意が狼狽えないと分かる？」

「だって──」

　もなむはニコニコしながら、核ミサイルＩＣＢＭの発射スイッチを押した。




「だって戌意さんは、小さい胸より大きい胸の方が好きですから。私は見慣れられてしまったのか、あまり喜ばれませんけど」




　爆ばく発はつした。

　周囲一帯、見事に焼け野原である。摘月は愕がく然ぜんとした様子で戌意を見つめ、霧室は噴ふき出すのを堪こらえてぷるぷる震ふるえており、戌意は「何でこの状じよう況きようでそんなことを言うのか」と頭を抱かかえ、零視は何故だか奇き妙みような笑みを浮うかべて戌意の肩かたを叩たたいていた。

「そうか、貴様大きい方が好きだったのか。よし、うちの妹は対象外だな！」

　イミナが聞いたら多分、殺しに掛かかるようなことを平然と言ってのける零視であった。

「い、い、い、いや。それは、どうかな？　もしかしたら、平へい坦たんな方が好みかもしれないぞぅ？」

　摘月の声が震えていた。もなむは柔やわらかな笑みで、首を横に振る。

「だって私たちの着き替がえを覗のぞいたとき、貧ひん乳にゆうには興味がないと」

「言ったような気もする！」

「待て御津神戌意君。私たちとはどういう意味か」

　零視が戌意の肩を砕くだかんばかりの勢いで摑つかんだ。

「誤解です、会長。疚やましいことは一切ありま──いたたたた!!」

「ちょっと待て先輩。どういうことか、百四十文字で呟つぶやいて貰もらおうか」

　復活した津奈戯とイミナが、虚きよ無むの瞳で戌意を睨んでいた。

「そうですわね。わたくしたち、ちょっとセンパイと話し合うべきだと思いますの。主おもにその趣しゆ味み嗜し好こうに関して」

「そうだそうだ。汝は遠い星を追うのを止やめて、手近な果実に手を伸のばすべきだと思う！」

「つまり貴様、妹イミナを見ても全く食しよく指しを伸ばさなかったのか!?　偉えらい！　いや偉くない！　うちの妹が色気なしの大平原少女だとキサマ──!!」

「兄さんわたくしに超ちようケンカ売ってますわね!?」

　零視、イミナ、津奈戯、摘月に四方を取り囲まれ、戌意は頭を抱えて嵐あらしが過ぎ去るのを待つしかなかった。




　　　　[image: §][image: §][image: §]




　──ひとまず、男女別に温泉に入ることとなった。

　イミナ、津奈戯、もなむ、そして摘月。が、もなむはハブられた。

「どうして～？」

「華々蓮先輩、自分の胸に聞いてみて欲しい」

　津奈戯の言葉にもなむは頷き、自分の胸を鷲わし摑づかみにした。むにゅり、と豊かな双そう丘きゆうが自由自在に形を変えた。

「……うん、柔らかいわねぇ」

「そっか、柔らかいのか。天剛さん、胸って柔らかいんだそうですよ」

「ほう、柔らかいのか。それは初耳だな！　あれ、やだ、涙なみだが止まらない」

「こんなにも、涙が熱い……！」

　大平原まけぐみ三人が、見事に傷口を舐なめ合っていた。

　くすくすと笑って、もなむは石せつ鹼けんの泡あわを洗い流した。水すい滴てきが首筋から滴したたり落ちる。一いつ瞬しゆん、三人が揃そろって目を奪うばわれるほどに、蠱こ惑わく的な姿だった。

「イミナ、イミナ。ちょっといい？」

「え、ええ。何ですの？」

　津奈戯が一いつ旦たん、露ろ天てん風ぶ呂ろから上がり近くの風呂桶おけを摑むと、もなむのように首筋からお湯をかけた。それから振り返って、イミナたちに問い質ただす。

「どうか!?」

　イミナは素直に、ありのままを告げた。

「ストレートに言って──〝疲れたＯＬが気合を入れ直した〟」

「がふ」

　よろよろとよろめきながら、津奈戯が風呂へと帰き還かんした。

「汝なんじ、親友に容よう赦しやないな……」

「では、次にわたくしがやってみます！　ふふふ、つなちゃん。色気とはこういう感じに出すのですよ？」

　なお、「うっふん」と言いながら、水を被ったイミナに対するコメントは次の通りである。

「〝滝たき行ぎよう〟」（文橋津奈戯）

「〝修行〟」（天剛摘月）

「掛け声は要いらなかったわねえ」（華々蓮もなむ）

　すごすごと帰還したイミナを尻しり目めに、天剛摘月が颯さつ爽そうと立った。

「……我々ではやはり無理があるのでは」

「そうです、天剛さん。何しろわたくしたち、天剛さんにはちょっと勝っちゃうかなとか思っている次第でして」

「汝たち二人、先輩を敬うやまうという心こころ遣づかいがないのか!?　よし、やるぞ！」

　そして、天剛摘月に対するコメントは次の通りであった。

「〝微笑ほほえましい〟」（文橋津奈戯）

「〝愛らしい〟」（華々蓮もなむ）

「〝久しぶりの銭せん湯とうではしゃぐ腕わん白ぱく坊ぼう主ず〟」（刻導イミナ）

「お前たち本当に情なさけ容赦ないな……」

　三人がどん底に落ち込むのを見て、もなむは苦笑いを浮かべて立ち上がった。惜おしみなく裸ら身しんを晒さらすもなむは、芸術的な美しさがあった。

「いかん、目の毒だ。見ないようにしよう」

　摘月の言葉に、うんうんとイミナたちは頷うなずく。毒と言われたもなむは、くすくすと笑って露天風呂の隅すみっこにそっと浸つかった。

　そうして、じっとりとした視線を向ける彼女たちに告げる。

「大丈夫よ。イミナさんたちは、まだまだ成長期なんだから。たくさん食べて、運動して、恋こいをすれば、大きくなる……かしら」

「そこは自信を持って言ってください、もなむさん。自信が持てません……」

「そもそも一年後に華々蓮先輩みたいになるイメージが見えてこない……」

　それでも。最近はたくさん食べているし、たくさん運動している。……恋もしているのだから、もしかするともしかするかもしれない。

　頰ほおを赤らめて、誰だれかを夢想する二人にもなむは温かな笑みを浮かべた。

「──にしても。いい星空だ」

　摘月が夜空を見上げて、ぼんやりと呟いた。釣つられてイミナと津奈戯も空を見る。露天風呂から見る小さな光の群れは、蛍ほたる火びのようにも見えた。

「刻導イミナ。汝は何を求めて、戦うのだ？」

　摘月が不意に真しん剣けんな声で放った問い掛けは、何とも哲てつ学がく的だった。

「何を求めて──ですか？」

「例えば、インターハイで優勝すれば間ま違ちがいなく有名になるだろう。全国的、世界的にもな。動く金も莫ばく大だいだし、スポンサーとの契けい約やく金だけでも贅ぜい沢たくし放題だ。もっとも、贅沢に慣れた途と端たんに弱くなるのはお約束だがね」

　ファンタズムは格かく闘とう技ぎであると同時、エンターテインメントだ。一流の選手プレイヤーはアイドルにも似た扱あつかいを受ける。服ふく飾しよくやアクセサリーのブランドが、こぞって彼らとＣＭ契約を結ぶのも道理だろう。中には八や咫た城しろ姉妹のようにアイドル活動が主しゆ軸じくと思われている者たちもいる。

　無論、そんなものには全く興味がなく、ひたすらファンタズムの強さを求める者たちも多い。彼らにとっては、金銭よりもまず自身の強さ──生死が重要なのだ。

　イミナもまた、後者と似たようなカテゴリの人間だった。

「うぅん、わたくしお金には興味ありませんわ」

「私は興味がある。今のシンプルな生活も気に入っているが、それはそれこれはこれ」

　津奈戯はイミナほど、金銭に無関心ではいられない。何だかんだで、お金は欲しい。生きていくために、最低限の金銭は必要だからだ。

「うむ、適度なハングリー精神はいいことだ。あまりに餓うえすぎても、問題だが──。津奈戯はそれでいいとして、イミナ、汝は何を求めている？」

「……わたくしは、ただ……生きたいのです。茫ぼう洋ようとした状態で生きていくことが、できない体ですから」

「──ああ、なるほど」

　それで摘月は大方を把は握あくしたらしい。『自死症候群アポトーシス・シンドローム』──無む性しように死を選びたくなる、どうしようもない呪のろい。対たい抗こうするには、死を実感するしかない。ロシアン・ルーレットの成功による生の喜びのようなもの。生を弄もてあそび、死を間近に置き──だからこそ、生きたいと願う。

「しかし、それだけではダメだ。確かにファンタズムは、汝を生の喜びで満たしてくれるだろう。それは間違いない。しかし、いつしかその喜びは色いろ褪あせる。刺し激げきは鈍どん化かし、倦けん怠たい感に全身を締しめ付けられる」

「……では、どうすれば……」

「生きたいということだけでなく。別の何かを『クインテット・ファンタズム』から見み出いだせ。戦うことへの意義を」

「……はい」

　イミナは摘月の言葉を受け取り、粛しゆく然ぜんとした態度で頷いた。

　彼女は考える。文橋津奈戯と戦ったとき、生きるという意志と同じくらい──あるいは、それ以上に大切な何かに触ふれた気がした。

「それで……華々蓮もなむ、だったか？」

「あら、何でしょうか？」

　摘月の呼よび掛けに、もなむが小首を傾かしげる。その所作の凄せい絶ぜつな色気に、三人は揃って背中にゾクリとしたものを感じた。

「汝は、どうしてまたファンタズムに？」

「前からやりたかったから、ではダメかしら？」

「──それは、噓うそだな」

　摘月の指し摘てきにもなむがあら、と口を押さえる。

「どうして噓だと？」

「……汝のことは、ちょっとばかり調べさせて貰っていてな。ファンタズムにこれまで、全く縁えんがなかったことは知っている。……御津神戌意の同居人ハウスメイトでありながら、ファンタズムに触れもしなかったのだろう」

　摘月の言葉は鋭するどかったが、もなむは変わらずのほほんとした表情で応じる。

「そうね。……戌意さんは、ファンタズムを避さけていたから。同居人ハウスメイトが忌き避ひしているものに興味を持たないのは、円えん滑かつな人間関係に必要でしょう？」

「するとつまり、汝は戌意が再びファンタズムに復帰したから──」

「……女には幾いくつも秘密があるものですよ？」

　嫣えん然ぜんとした笑み。イミナと津奈戯は手を握にぎり合って震ふるえた。

「に、人間あんな笑いができるものなのですね……」

「凄すごい。超色っぽい。私が男だったら『抱だいて！』って叫さけぶレベル」

　ただ一人、摘月はその笑みを見て退たい屈くつそうに鼻を鳴らした。

「ふん。媚こびを売ってるだけかと思えば、意外に根性が据すわってるな」

「だって私、戌意さんの従姉妹いとこですもの」

　もなむの言葉に、イミナたちは目を見開いた。

「親しん戚せきだったんですか？」

「ええ、一応は。といっても、同居を始めるまで、会ったことはほとんど無かったんですけどね」

「同居が始まったのは……例の事件以降か？」

　こくんと、もなむが頷く。

　例の事件──戌意の実じつ姉し、御津神鳴がインターミドル決勝戦で事故死した一件。

　当時、相当な大騒そう動どうになった裏で御津神戌意が引退したことは誰にも知られず、気付いたときには、彼はファンタズムの表おもて舞ぶ台たいから搔かき消えていた。

「鳴さん、ってどんな人だったんですか？」

　もなむの問い掛かけに、摘月が目を丸くした。

「知らんのか？」

「ええ。知りたい、とは思いませんでしたし」

　なるほど、と頷いて摘月は再び星空を見上げた。

「体は鉄、魂たましいは鋼はがね、拳こぶしは焰ほのお、視線は刃やいば。そんな人間だったかな……いや、人間……だったのかな、アレは」

　インターミドル準決勝で鳴と壮そう烈れつな戦せん闘とうを行った摘月の言葉は、どこか曖あい昧まいだった。

「例の事件で一番ショックだったのは、多分鳴と戦った経験がある連中だろう。あれは、何というか──神かみ懸がかり的な感じで。死んだということが信じられなかった。世代は関係なく、不死身で不老不死というイメージが強かったからな。女神みたいに信しん奉ぽうしている奴やつもいた……今も、か」

　生物として、人間というものの一段階上位に位置する存在。

　超ちよう人じんと呼ぶべき生物。

　それが、摘月の考える御津神鳴だった。

「……鳴とはもう一度戦いたかったなぁ」

　そんな言葉を、摘月はぽつりと呟つぶやいた。イミナは嘆たん息そくして、眩まばゆい星空を見上げた。御津神戌意という男は、色んな謎なぞを抱いている。

　それを知りたいような、知りたくないような複ふく雑ざつな気分だった。




　夕食を食べた後、摘月たちはそれぞれ自室へと帰還した。イミナたちは合宿最後の夜ということもあり、疲つかれ切っていたせいかすぐに寝ね入いった。

　戌意の目覚めは早かった。一いつ旦たん目が覚めると、二度寝することができない体質のため、しばらく迷ったが、もう一度温泉に入ることにした。

　自宅の風ふ呂ろと露天風呂とでは、やはり趣おもむきが違ちがう。まだ薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩き、露天風呂に体を浸ひたした。

「あー……」

　ヘンな声を遠えん慮りよなく出す。どうせ誰もいないのだ、いっそ泳いでしまおうか。

　そんなことを思ったとき──。




「──あ、戌意さん」




　聞き慣れた声に、戌意は咄とつ嗟さに瞼まぶたを閉じた。誰も褒ほめなくとも、自分を褒めてあげたいと思う。

「……もなむ。ここは男性専用だぞ」

「あら。深夜から朝方は混浴可能って表示されてましたよ？」

「え、ホント？」

「ご自分で確かめたらどうでしょう？」

　くすくすともなむは笑う。確かめたいのは山々だが、さすがに目を閉じたまま風呂から上がるのは難しい。

「……目、開けないんですか？」

　どこか不満そうな声と共に、ざぶりという湯の音がした。感覚で戌意は理解できた。

　もなむは今、自分のすぐ近くにいる。

　水着を着ている、という希望は最初から抱いだいていない。

　深呼吸──多少、脳の奥底にある本能が見せろと訴うつたえているが、理性でそれを抑おさえ込んだ。

「むぅ、つまりません」

「僕は充じゆう分ぶん恐おそろしい」

　この状じよう況きよう、言い訳待ったなしだ。イミナあたりが「わあ、爽さわやかな目覚め！　せっかくですから、最後にもう一度お風呂に入りましょう！」とか考えたら絶望的だ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、イミナさんはぐっすり眠ねむってましたから」

「……そうですか」

「──それで。戌意さん、お姉さんのことですけど」

　不意にもなむの声が潜ひそめられた。

　ただ一人、もなむにだけは蘇よみがえった姉のことを打ち明けている。とても、自分だけの秘密にはしていられなかった。

「ああ、本当に訳が分からない。僕の姉は、確かに死んだ。医者が死亡を確認し、葬そう式しきもきちんとやったんだ」

「でも、確信があるんですよね」

　のほほんとした声で、もなむは戌意の思考を落ち着かせる。

　確かにその通り。戌意には確信があった。私立天てん常じよう学園のジェーン・ドゥは間ま違ちがいなく彼女──御津神鳴だ。

「そう、確信がある。あの癖くせ、あの破は壊かい力、間違いなく姉さんだ。姉さんなんだ……」

　あの姿、あの仕草を思い出すだけで胸の奥底で何かが沸わき立つ。思考が際限なく暴走し、あらゆる超ちよう常じよう現象を信じたくなる。

「──落ち着いて」

　もなむの手が、肩かたに触れた。

「戌意さんのお姉さんは、死んだ。それは間違いないんですよね？」

「ああ」

「あの覆ふく面めんを被かぶった人は、お姉さんとそっくりの仕草をしていた。それも確か」

「……うん、その通りだ」

「熱ねつ烈れつなファン、という可能性は？　あの仕草や戦闘スタイルは、決して真似まねできないものではないでしょう？」

「ああ、うん。僕もそれを考えた、少しね。だけど、すぐにその可能性は捨てた。真似にしては、あまりにそっくりすぎる」

　模も倣ほうにも限度がある。彼女の一番近くにいた自分には理解できる。あれは断じて猿さる真似ではなく、かつての彼女そのままだと。

「では、それ以外に可能性は？」

「それ以外、だと……」

　もなむの声が、考えまい考えまいとしていた戌意の思考を強引に立て直す。

　目を逸そらしたい真実。論理的にそうとしか考えられぬ結論。有り得ないことはない。乏とぼしい可能性であるが──。




〝違うのよ。鳴はね、スタート地点からあなたとは違うのよ〟

〝うん、そうだね。彼女は完かん璧ぺきになるべく産み出された生物だ〟

〝分かっているでしょう？　あなたは、彼女とは違うのよ。分かっているでしょう？〟

〝うん、そうだね。君はいざというときの予備部品に過ぎない〟




　機械的で、感情に乏しい二人の声を思い出す。殺しておくべきだったか、と醒さめた思考が過よぎる──冷静になる。

「うん……やはり天常学園を見つけて、どうにかして潜せん入にゆうしてみる」

「危険でしょう？」

「多分、かなりね。ま、何とかしてみるさ」

　やるべきことは決まった。落ち着いて息を吐はき出すと、もなむが背中を指でなぞった。

「くすぐったい」

「お背中、洗いましょうか？」

「やめてくれ。恥はずかしい」

「もう、今いま更さらなのに」

「越こえられない一線というものがあるだろ……。そら、早いとこ上がってくれ」

　溜ため息いきをついた戌意の言葉に、もなむはむぅ、と面白くなさそうな声を上げた。

「私だって、それなりに恥ずかしいのを頑がん張ばっているのに」

「頑張らなくていいです」

　そう答えると、もなむはしばらく沈ちん黙もくした。言い過ぎたか、と思ったものの、実際にこういう方向で頑張られると困る。

　もなむが風呂の中で立ち上がる音がした。帰ってくれるか、と思ったが彼女はざぶりと音を立ててもう一度しゃがんだ。戌意の背中に、自身の背中をぴたりとくっつけて。

「……戌意さん。戌意さんは、色々と背負い込みすぎだと思います」

「うーん、そうかな」

「そうです。ファンタズム、イミナさん、津奈戯さん、お姉さん……。問題は、戌意さんの代わりは誰だれ一人としてできないということ。その肩に背負った荷物は、誰一人として手伝えない」

「それは、そうかもしれない」

　イミナたちへの指導は自分以外に適材はいない。姉に関する問題は、自分一人の問題で、誰かに依い頼らいすることは不可能だ。

　だから、荷物は背負い続けなければならない──力ちから尽つきるか、その荷物が消えてなくなるときまで。

「私もそう。だから、私にできることといえば。こんなことくらいなんです」

　もなむが体重を預けた。柔やわらかな肌はだと肌で直じかに触ふれ合うのは、どうしようもない気恥ずかしさと、嬉うれしさがあった。……誰かに背中を預ける状態は、ひどく気が楽になる。

「本当なら、背中じゃなくて胸を押しつけたいですけど」

「それは本当に勘かん弁べんして欲しい」

「むぅ、どうしてです？」

「我が慢まんできなくなるかもしれないだろ。ああ、せめて……せめて、もなむがイミナくらいの小ささだったら平気なのになあ……いたいいたいいたい指が折れる!?」

「さすがに今の発言は看過できません、色々な意味で」

　つん、とした声でもなむが、戌意の指に指を絡からめて関節を逆方向に折り曲げていた。

「はあ……うん、ごめん」

「戌意さんはしばらくの間、黙だまっていてください」

「分かった、分かったよ、黙る」

　指と指は絡まったまま。また折られるかと思ったがそうではなく、ただ擦こすったり撫なでたりするだけだ。それがくすぐったくて、戌意は指を離はなそうとするがもなむがそれを阻はばむ。

　沈黙して五分ほどの時間が流れ──もなむがようやく口を開いた。

「いつかまた、ぼんやりするだけでいい日々が訪れるでしょうか」

「訪れるといいね、そんな日が」

　もなむが絡めていた指を離す。

「私がいいと言うまで、目を閉じていて下さいね」

「分かったよ」

　ざぶん、と音を立ててもなむが立ち上がった。戌意は神しん妙みように瞼を閉じる。もういいですよ、という声が遠くから聞こえたのでようやく安心して瞼を開く。

　バスタオルで見えてはいけない場所を最低限隠かくしただけの、華々蓮もなむが佇たたずんでいた。

　戌意の視力は決して悪い方ではなく。一いつ瞬しゆんだが、もなむの均整の取れた体つきを完璧に目もく撃げきしてしまった。

　思わず目を覆おおう戌意に、もなむが楽しそうに言う。

「うふふ。ようやく見てくれました」

「……僕をからかって楽しいか」

　恨うらみがましい呟つぶやきに、もなむは間違いなく満面の笑みで告げた。

「ええ、とっても。それで戌意さんのプレッシャーが軽減されるなら、私、ちょっとくらいはえっちぃ姿でもどんとこい、です」

　戌意は男子高校生にあるまじき反応で、それに応じた。
















　大きく、嘆たん息そくしたのである。







　戌意も露ろ天てん風ぶ呂ろから上がると、帰宅の準備を整えた。既すでに月曜日、一いつ旦たん家に帰ってすぐに登校である。

「ふふふ、わたくし正直、授業で眠らない自信がありませんわ。むしろ眠ります」

　イミナは眠たげな目を擦ってそう言った。津奈戯と零視も同様だ。ただ一人、もなむだけがどこか艶つや々つやとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「ねえ、イミナ……。華々蓮先せん輩ぱいが、何か、こう……」

　津奈戯が肘ひじで突つっつく。

「ききき気のせいですわ」

「でも、明らかに艶やかなんだけど。滅め茶ちや苦く茶ちやスッキリ爽やか～、という表情してるんだけど」

「気のせいです。まさか……ねえ、まさか、まさかですわ」

「戌意先輩は疲つかれ切った様子で眠っているんだけど」

「……まさか、もなむ先輩が精気を吸ったとかそういうコトはないです」

　戌意は微睡まどろみの中にいたが、起きて詰きつ問もんされるという事態を恐おそれ、そのまま寝ね倒たおすことにした。ともあれ五人は、それぞれがそれぞれなりの成果と問題を抱かかえたまま日常に回帰した。

　イミナは是ぜ正せいしなければならない癖があり、津奈戯はそのフォローをしなければならない。戌意は向かい合わなければならない人間がいて、もなむはそれを見守ることしかできない。

　零視とて、会長職のこれからと部活動に対する姿勢の問題がある。ともかく各々に様々な問題があり、事情があり、まずはそれを解決しなければならないと戌意たちは考えていた。




　──が、翌日スポンサー契けい約やくを結ぶべく動いていた『ワルキューレ』からの連れん絡らくで、事態は見事に一変した。








Act.3:スイーツ・ベリー・トリオ






「コンペティションを行おうと考えております」

　開口一番、広報担当である野の々の村むらがそう言った。前回同様、『ワルキューレ』の応接室へと通された戌いぬ意いと津つ奈な戯ぎは、その発言に仰ぎよう天てんした。

「……待って下さい。コンペ、ですか？」

　困こん惑わくを隠せず、戌意がそう尋たずね返す。申し訳なさなど欠片かけらもない、ビジネスライクな表情で野々村は首しゆ肯こうすると、デザイナーであるミカエル三み浦うらに目をやった。

「──そういうワケなのよ。私としても、コンペは適切な判断だと思うわ」

「コンペ方法は？」

「もちろん、『ファンタズム』よ」

「上等。クインテット・ファンタズムなら敗北まけはしない」

「いいえ、残念だけど五重奏クインテツトではないわ。今回は、三重奏トリオで行って貰もらいます」

　トリオ・ファンタズム。要するに三対三であるが、個人戦シングル以上に行われることは少ない。五対五ほどダイナミックな展開は産まれず、一対一ほどのシンプルさはない。

「なぜ、三重奏トリオですか？」

「まず、我々『ワルキューレ』は女性向け──十代の女の子を客層の中心に据すえています。その周囲を取り巻くのが、モデルをアイドルとして崇あがめる十代から三十代の男性です。彼らは『幻想守殻ドレス』ではなく、モデルを対象としたグッズを購こう入にゆうするのですが。ともかく、我々としてはファンタズムの強さもさることながら、アイドルとしての魅み力りよくを重要視せざるを得ません。その点でいえば、文ふみ橋はし津奈戯さんは我々が獲かく得とくできる人材としては、完かん璧ぺきにほぼ近い素材だったのですが──」

「……それ以上の素材が現れた？」

　ミカエル三浦が頷うなずき、入っていいわよとドアの向こう側に呼よび掛かけた。

「失礼しまぁす」

　甲かん高だかく、そして甘ったるい口調と共に現れたのは、二人の女子高生だった。見覚えがある、と戌意は考えてからすぐに思い出した。彼女たちは、以前『ワルキューレ』を訪れた際にすれ違ちがった二人だ。

　モデルか何かか、と思っていたが、ファンタズムの選手だったらしい。

「喜き狼ろう院いん学園一年、喜狼院イチゴでぇす」

「同じく一年、喜狼院ウラウでぇす」

　ミカエル三浦が二人に着席するよう促うながした。『ワルキューレ』のスタッフである野々村とミカエルに相対する形──つまり戌意たちの隣となりにイチゴとウラウが座ることになった。

　野々村が言う。

「今回、喜狼院学園代表として彼女たち二人ともう一人。文橋津奈戯さんには、彼女たちと戦ってもらいます」

　その言葉が含ふくむニュアンスを嗅かぎ取った戌意が、顔をしかめて尋ねた。

「もしかして、今回は女性陣じんだけで戦えと？」

「ええ、もちろんそうです。何しろ我が『ワルキューレ』は女性向けブランドですから」

　野々村の言葉に、戌意がやれやれと溜ため息いきをついた。

　くすくすと笑いながら、イチゴが言う。

「ショボい男はお呼びじゃないってえの」

「──今、何か言ったか？」

　津奈戯が低く冷たく響ひびく声で囁ささやいた。だが、イチゴとウラウは揃そろって肩かたを竦すくめて、ニヤニヤと笑った。

「津奈戯」

　戌意の制止に、立ち上がりかけていた津奈戯が座り直す。戌意が野々村に尋ねた。
















「つまり、こちらの陣営は文橋津奈戯、刻こく導どうイミナ、そして華か々か蓮れんもなむの三人ですね」

「ええ、そうなります」

「一応言っておくけどぉ。あたしたちでほぼ決定済みだから。横紙破りなのは、そっちの方だからねぇ？　あたしたちは、試合なんてしなくてもいいのよぅ」

　意地悪い瞳ひとみで、イチゴが戌意を見やる。戌意はそれを無視して、野々村に目をやる。

「……そうですね、彼女の言う通りです。ただ、我々の理想としては『クインテット・ファンタズム』に出場する五人全員が少女であって欲しい。喜狼院姉妹は、充じゆう分ぶんにアイドルたる素質がありますが、欲よくを言えばあと二人、いや三人──」

「つまり、可能であればこちらの三人も取り込みたい。……試合をする条件はそれですか」

　ぽりぽりと野々村は頭を搔かいて、やや申し訳なさそうな表情で津奈戯を見た。

「その通りです。夜よ見み都と学園が敗北したなら件くだんの三人は喜狼院学園への編入を承しよう諾だくする。それが試合の条件です」

「ふざけないでください」

　津奈戯の言葉は素そっ気けない拒きよ絶ぜつだった。握にぎった拳こぶしが震ふるえているのは、間ま違ちがいなく激げき昂こう寸前だからだろう。

「いいえ、ふざけてはいません。我々は貴女あなたたちより、彼女たちの方がビジネスになると踏ふみました。三浦もまた、彼女たちの方が素材として優すぐれていることを認めました」

「……そうね。悪いけど、こんな子たちがまだ埋うもれていたことが奇き跡せきだと思ったわ」

　戌意はちらりと、隣にいる二人を見る。髪かみ型がたこそ異なれどどちらも確かに整った顔立ちであり、同時に華はなやかさがあった。それは天性のものだろう。人の前に立つことを、予あらかじめ宿命付けられているかのような存在だった。

　彼女たち二人は勝ち誇ほこった表情で、こちらを見つめている。

「では、彼女たちが敗北したら？」

「そうですね。夜見都学園に二人を編入させるという条件でどうでしょうか？」

　……確かに状じよう況きように応じて交代できるメンバーが欲しいというのは本ほん音ねだ。しかし、それはパーティの輪を乱してまで入れるべき人材かどうかを考こう慮りよせねばならない。

　現時点では、この二人を取り込むメリットはない。下手へたをすれば、部全体が空中分解という可能性も有り得る。

　戌意の前には二つの選せん択たく肢しがある。逃とう走そうと闘とう争そう、拒絶と承諾。要するに、この提案を蹴けって別のスポンサーを探すか、受け入れて戦いを挑いどむか。

　提案を蹴ることのメリット──当然、現状維い持じが可能ということが一番のメリットだ。ただし、スポンサーは別の会社を探さねばならない。『ワルキューレ』は戌意たち夜見都学園が望める中では、恐らく最高のスポンサーだ。次に探せるスポンサーは、恐らく二枚も三枚も格が落ちたメーカーとなるだろう。

　当然、装備が劣おとればファンタズムで不利となる。無論、幸運に幸運が重なれば『町工場に隠かくれた凄すご腕うでの職人』みたいな人間が見つかるかもしれないが──ファンタズムに必要なのは、拡張現実ＡＲのデータ作成とそれを綺き麗れいに上塗りコーテイングする技術だ。それは企き業ぎようが所有する最さい先せん端たんのコンピュータ無くしては不可能だ。

　提案を蹴らない、つまり試合を受ける場合……当然、まず試合そのものが不利だ。三対三というのはともかく、メンバーはイミナ、津奈戯、もなむ。津奈戯以外の二人は、まだまだ戌意のフォローなしで戦えるレベルではない。

　つまり、敗北する可能性が高い。そして、敗北すればそれは即すなわち戌意にとっての敗北だ。

　……イミナにとっても、零視にとっても、今いま更さらの転入など承知できはしないだろう。

　もなむ、そして津奈戯も、喜狼院姉妹と共に戦うなど考えられるものではない。つまり、事実上の解散に等しい。

　これは、あまりにデメリットが大きい。大きいがしかし──。

「どうせロートル崩くずれの出来損そこないが夢よもう一度って立ち上げたクラブでしょぉ？」

　喜狼院姉妹──妹のウラウの方がまず、地じ雷らいを踏んだ。

「……あぁ？」

　ドスの利きいた、極ごく道どう顔負けの迫はく力りよくで声を発したのは戌意ではなく、津奈戯である。

　続いて、姉のイチゴが不敵な笑みと共に自ら地雷を踏みに行った。

「死んだ御み津つ神がみ鳴めいならともかくとして、金魚のフンやってた弟ごときが、今いま更さら何だって話よ」

「──もう一度言ってみろ」

「あの、津奈戯ちゃん落ち着いて……」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、野々村が慌あわてて声を掛けるが既すでに津奈戯は聞いてはいない。完全に頭に血が昇のぼっている。

　この姉妹は地雷を踏んだのだ。しかも自分から、喜んで。

「別に何度でも言ってやるけどぉ？　御津神戌意なんて、過去のちっぽけな栄光に縋すがるだけの、クソロートルの負け犬よ。それをありがたがるようなアンタも、刻導何とかって子も、どいつもこいつも鬱うつ陶とうしいのよ！　こんな、御津神鳴の失敗作なんかに！」

　立ち上がった津奈戯に応じて、姉妹もまた臨戦態勢を取った。

「何よ、やるってえの!?」

「……やるとも。試合をやる、やってやる。あなたたち二人を、トリオ・ファンタズムで正々堂々と叩たたき潰つぶす！」

　津奈戯の言葉に戌意は軽く溜息をつき、喜狼院姉妹は我が意を得たりと頷いた。野々村はほっとしたようにハンカチで汗あせを拭ふき──ミカエル三浦が、ぱんと手を叩いて告げた。

「──決まったわね。試合は今週の土曜日。異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドはこちらで指定するわ。午後三時にこの会社に来て頂ちよう戴だい。いいわね？」

　凍こおり付いたような津奈戯の肩を軽く叩き、立ち上がった戌意が頷いた。

「了りよう解かいです。もちろん、僕たちも一いつ緒しよに行く分には構いませんよね？」

「ええ。タイムアウト中のアドバイスも認めるわ」

「ありがとうございます。ええと、喜狼院さん？」

　戌意が顔を向ける。喜狼院姉妹が、用心深い目で睨にらみ付ける。姉のイチゴが妹のウラウを庇かばうように一歩前に出た。

　戌意は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべ、手を差し出した。

「いい試合にしましょう。よろしくお願いします」

　妹はきょとんとした表情で首を傾かしげ、姉は胡う散さん臭くさそうに戌意を見たが、そのまま手を差し出している彼に根負けしたように、軽く手を握った。

「……よろしく」

　戌意と津奈戯は先に『ワルキューレ』を辞去した。とてもではないが、喜狼院姉妹とは共に帰れるような状態ではない。

　帰り道、津奈戯はずっと無言だった。戌意の方はさて、何から話そうかと頭を悩なやませている内に、津奈戯の家の前に到とう着ちやくしてしまった。

　津奈戯の家は、政府が貸たい与よした一人住まいシングル用のものだ。拡張現実──ＡＲ技術により外装だけはそれぞれ異なるものの、それを剝はぎ取ってしまうと全く同じ構造の無機質な家が、ずらりと建ち並ぶことになる。

「先せん輩ぱい……」

　自身の家の前で、ようやく津奈戯が口を開いた。

「ちょうど僕も津奈戯と話したいと思ってた。イミナと話してたときの公園、行かない？」

「うん……」

　力無く、こくんと津奈戯が頷いた。







　かつてイミナと津奈戯が対立を明確にした小さな公園は、変わらぬ静けさを保っていた。

　時間帯は夕暮れ時で、橙だいだい色いろに染まった古いブランコが寂さみしげに揺ゆれている。……ブランコやシーソーといった子供の玩がん具ぐは、今や大たい抵ていの公園には存在しない。あるのはＡＲ技術を補強するための地中埋うめ込み式サーバーだけだ。

「この公園は、デジタルがないから好き」

　ブランコに座った津奈戯がそう言って微笑ほほえんだ。戌意もそうだね、と同意した。最新のＡＲ技術を導入した公園であれば、海を再現することも、果てしのない砂さ漠ばくを映し出すことも可能だ。

　その代わりに、ありきたりの公園は年を追うごとに数を減らしつつある。

「あの、先輩。本当にごめんなさい」

「ああ、もしかして挑ちよう発はつに乗ったことを気にしてるの？」

　無言で頷く津奈戯の頭に、戌意は手を置いた。くしゃりくしゃりと、やや乱暴な手つきで頭を撫なでる。

「──あー、実を言うと。元々戦うつもりだったんだ。喜狼院とは」

「え……噓うそですよね？」

　普ふ段だんはあまり表情を変えないせいか、啞あ然ぜんとする津奈戯の顔がちょっとだけ面白い。

「まあ、戦わないことのデメリットは色々あるけど──一番重要な点が一つある」

　戌意は指を一本立てて、津奈戯に突つきつけた。

「僕たちは逃にげてはならない。優勝すると誓ったのだから逃げてはならない。当たり前じゃないか。あんな程度、勝てなくてどうする」

「……あ……そっか。私たちは、優勝を目指しているんだ」

「少なくともイミナはそう言った、そう誓ちかった。なら、僕はそのために全力を尽つくすよ。だから、逃げることは最初から考えていなかった」

「そっか……良かった」

　きぃきぃとブランコが軋きしむ音が、何故なぜだか心地ここちよい。これは自分たちが生まれる遥はるか前の音であり、ブランコが無くなるにつれて次第に消えて無くなる……絶ぜつ滅めつする音だ。

「私はどうも、カッとなると見境がつかなくなるタチらしい」

「それはちょっと意識して修正した方がいいかもね」

　くすくすと笑い出す──夕焼けのせいか、戌意は打ち明けまいと思っていた本音を、至し極ごくあっさりと吐と露ろしてしまった。

「それから津奈戯。……ありがとう」

「え？」

「君は、怒おこってくれた。君が怒った理由は君自身の屈くつ辱じよくではなく、僕への侮ぶ辱じよくだった。何というか、先輩冥みよう利りに尽きる。だから、ありがとう」

「……先輩」

　戌意はこほんと咳せき払ばらいして、照れを誤ご魔ま化かした。これ以上何か言うと気き恥はずかしさで蹲うずくまりたくなる。

「先輩……！」

　感極きわまったのか。津奈戯が戌意に抱だきついた。小さな津奈戯の頭は、戌意の胸にすっぽりと収まっている。よしよし、というように頭を撫でる。

「うぅ、先輩……」

　そう言えば、イミナも最初の頃ころにこうやって抱き締しめた記き憶おくがある。逆に、もなむをこうやって抱き締めた記憶はない。そもそも、彼女は自分より背が若じやつ干かん高いのだ。だから、抱き締めることはなく、抱き締められるだけで──。

「……おい先輩。人を抱き締めているときに、他の女を夢想するとはどういうことか」

「はいごめんなさい」

　ドスの利いた津奈戯の声は、矢や鱈たらと怖こわかった。
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　喜狼院姉妹もまた、あの後すぐに『ワルキューレ』を立ち去った。繁はん華か街がいの通りを歩く二人に、ナンパやらスカウトやら様々な声が掛かかるが姉妹は全てを黙もく殺さつした。

「お姉ちゃん、お姉ちゃん、あれでよかったの？」

　前を歩く姉に、妹が問とい掛ける。振ふり返った少女は、小さな棒付きキャンディを舌で転がしながら、闇やみ空ぞらを見上げた。

「──ん。まあ、及きゆう第だい点。あー、でもどうかな。御津神戌意の奴やつ、どうも最初っから戦う気満々だったかも」

「うぇ、お芝しば居い意味なかった？」

「無かったかもねぇ。ま、でも一つ好よい材料が見つかったわ。文橋津奈戯は、挑発に弱い」

　喜狼院姉妹はあの無表情だった彼女が、頰ほおに朱しゆを上らせて怒っていたのを思い出す。

「ウラウにしっかり挑発して貰もらわないとね。あの娘この挑発、半はん端ぱないし」

「でもさぁ、お姉ちゃん。何で試合する必要があるの？　話、もうついてるんでしょ？」

　妹の言葉に、姉はキャンディを上下の歯で一気に嚙かみ砕くだいた。棒を捨てると、ポケットからまた一つキャンディを取り出し、舐なめ始めた。

「半々よ。野々村とは、もう私たちの勝ちってことで話がついてる。問題は、あのデザイナーの方」

「ミカエル三浦？　あの異性装者トランスヴェスタイトがどうしたの？」

　妹の言葉に、姉は目を丸くした。

「アンタよくそんな言葉知ってるわね。ま、あの『ワルキューレ』はミカエル三浦のデザインセンスで保もってるようなものだから、発言力は絶大なのよ。ぶっちゃけ、野々村が何か言ってもミカエル三浦なら、横紙破りできるレベルで」

「ふぅん。だったら、勝たなくちゃ仕方ないか」

「そーゆーこと。それにさ、観察した感じあの人もド派手なものが好きなのよ。アタシたちの試合を見れば、問題ない」

「でも、負けたら？」

　妹の問い掛けに、姉はもう一度キャンディを嚙み砕いた。陽気な笑みは消え、冷え冷えとした殺意が溢あふれ出る。ごくり、と妹が唾つばを飲んだ。

「負けない負けない、負けるワケないって。負けてたまるかってえの。……あんな趣しゆ味みで始めたようなお気楽連中とアタシたちは違ちがう。何もかも違う。それに文橋津奈戯は一流だけど、残り二人はまだまだ素人しろうと。アタシたちの動きにはついてこれない。だから、絶対にアタシたちが勝つ」

「そっか。お姉ちゃんがそう言うなら、アタシも信じる」

　妹の目には、姉に対する全ぜん幅ぷくの信しん頼らいがある。もし、この会話を戌意が聞いていたら即そく座ざに彼女たちの最大の武器が何であるかを看破しただろう。

　それは他でもない〝絆きずな〟。親友を凌りよう駕がする血の濃こさは、彼女たちの力を際限なく増ぞう幅ふくさせる。

　その力を上回らない限り、イミナたちに勝機は無い。
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　──喜狼院学園。

　基本的に、自殺世代アポトーシス・エイジの世代を産み出した大人たちに、完全な養育の義務はない（一部税金を支し払はらう必要がある程度だ）。養育を義務づけられているのは、政府であり政府が委い託たくした学園であり、企き業ぎようが無む償しようで提供する養育用情報体インスタンスである。

　委託された側は、様々な教育方針で彼らを養育する。喜狼院学園が採用したのは、スパルタ式論理。

　勉学であれ、運動であれ、芸術活動であれ、全力でフォローし、全力で応おう援えんする。

　ただし、ついていけなくなったものは片かたっ端ぱしから切り捨てていく。切り捨てた生徒は放置する──置き去りにしていく。そうされた生徒は死を選ぶ者も少なくない。世界に不要と断じられ、切り捨てられる疎そ外がい感はそれほどに絶望的なのだ。

　……その代わり、喜狼院学園では極めて優ゆう秀しゆうな者たちに様々な特典に加えて、一つの名めい誉よを贈おくる。

　それは〝喜狼院〟という苗みよう字じ。即すなわち、この姓せいを持つ生徒たちは喜狼院学園にて学問もしくは運動、芸術方面において最高クラスの成績を上げたという証明。喜狼院姉妹は、姉妹が揃そろって姓を授かった。姉妹だから、と特別扱あつかいを受けた訳ではない。彼女たちはそれぞれの実力で喜狼院という姓を勝ち取ったのだ。

　ファンタズムの成績はほぼ不明。というよりは、クインテット・ファンタズム──つまり、五重奏クインテツトが可能なメンバーが集まらないらしい。

　それは喜狼院姉妹の実力があまりにズバ抜ぬけていて、動きについていけず、劣れつ等とう感を刺し激げきされることによって脱だつ落らくしていくからだ。

　結果、唯ゆい一いつ残ったのが喜狼院姉妹とその手下である夜や麻ま冬とう隠か。

　三人はあまり目立たない三重奏トリオで試合経験を積んできたらしい。ただし、公式試合は一度もなく、記録に残らない練習試合のみだ。

　つまり、有り体ていに言って。彼女たちの戦せん闘とう記録は、公式には何一つとして存在しない。

「……参ったね」

　戌意は溜ため息いきをついて、調査結果のレポートを放り出した。今、部室には誰だれもいない。零れい視しは会長職の仕事が溜たまっており、しばらくは部活に出られない。イミナともなむは試合があることを知らされたため、早速津奈戯と共にトレーニングを開始した。戌意が自分で調査する時間はないので、探たん偵ていに一任した。

　それなりに付き合いが長い探偵なので、この調査結果はほぼ信頼できると見ていい。

　同時に、彼のように優秀な探偵ですらここまでが限界だった。ただ、学校への潜せん入にゆうは成人である探偵には困難だったのだろう。しかし通常の練習風景さえ目もく撃げきできれば、どういうコンビネーションを行うか、そのための対策をどうするべきかが分かるはずだ。

「となると……潜入か」

　喜狼院学園は共学なので、潜入するのは問題ない。問題は顔だ。投射式デジタル顔面整形オルソペデイツクス──ＡＲ技術で顔を一から作り替かえてしまえば問題ないのだが……。

　セキュリティの都合上、その顔で学園を歩くことは禁止されているだろう。現に、夜見都学園もＡＲ技術による整形は全面的に禁止されている。そうしなければ、指名手配されたテロリストがＡＲ技術で顔を変え、学園を練り歩くことも可能になってしまう。

　技術が発達すれば、当然それを破る方法も発達するのだ。と同時に、打ち破るための手段はコストが掛かり、複雑な仕様になっていく。

　……時間がない。喜狼院学園のセキュリティをハッキングで調べて、それに対応する整形表示プログラムを手に入れ、自分と全く異なりつつも不自然さが感じられない顔に調整するのに……一週間は必要だろう、と戌意は見込んだ。

　間に合わない。

　となると、ここは逆に古典的な方法を取るべきだ。喜狼院学園の制服を手に入れて、堂々と潜入する。顔は──髪かみの色と髪型を変え、眼鏡めがねを掛ける。

　一いつ瞬しゆんだ。一瞬で見破られなければ、それでいい。廊ろう下かですれ違ったときに、全く見み咎とがめられないレベルであれば問題ない。話しかけたりする訳ではないのだから。

　翌日の放課後。

　戌意は早さつ速そく美容院へ向かうと髪を短くして黒く染め、ファッション用の眼鏡を購こう入にゆうした。

　ネットで注文しておいた喜狼院学園の制服（中古）が届けられると、それを着て鏡の前で不自然さがないかを確認する。

「……ま、問題なさそうか」

　その足で、まずは夜見都学園へと戻もどった。他校の制服姿の彼を、夜見都学園の生徒たちが胡う散さん臭くさそうに眺ながめるが、戌意はそれを無視して部室に入った。

「失礼します。こちらの部長はいらっしゃいますか？」

　他た人にん行ぎよう儀ぎな声でそう告げると、イミナが慌あわてふためいて立ち上がった。

「も、申し訳ありません！　御津神部長はただいま不在です！」

「そうですか。では、伝言を」

「は、はい！　…………あれ？　え？　あれ？　センパイ？」

「うん、勘かんの鋭するどいイミナで気付くのがここまで遅おそいなら何とかなるか」

「え？　センパイ？　どうしたんですか、その格好？」

　イミナが訳が分からないという表情で、右往左往しているのは見ていて楽しい。まるでペットの犬が「ごしゅじんじゃない、おまえなにものだ!?　あれ、ごしゅじんのにおいがする!?」と戸と惑まどっている感じ……イミナが聞いたら怒り出しそうだ。

「ちょっと敵情視察に行ってくる。津奈戯とのコンビネーションは上手うまくいってる？」

「あ、う。その、イマイチまだ……」

　それもそれで不安だが、今はとにかく喜狼院への対策を立てるための偵てい察さつだ。

「よし、頑がん張ばって。僕は今から、どうやって敵に勝つかを調べに行くから」

「は、はい。頑張って……ください」

「じゃ、いってきます」

「あ、待ってください！」

　イミナの制止に振り返る──ぱしゃり、と写真を撮さつ影えいされた。

「センパイのレアバージョン、ゲットしました。やったっ！」

「確かにレアだけど。あまり広めないでくれよ」

「はい。つなちゃんともなむ先せん輩ぱいと天てん剛ごうさんとわたくしと兄さんの共有にします！」

「それは君の友達と家族、ほぼ全員に広めてるな！」

「はい。わたくし、友達少ないですから！」

　……たまにイミナは満面の笑みのままめったやたらに重いボールをブン投げてくるので、油断ならない。




　戌意はイミナに見送られ、喜狼院学園へと出発した。喜狼院学園は、夜見都学園とは異なり、全ぜん寮りよう制せいを採用している。学園の場所は山の麓ふもとで、グラウンドや森も含ふくめて学園全体を壁かべで取り囲んでいた。

　ちょっとした城のようなものだな──と、戌意は遠巻きに喜狼院学園を確認しながら呟つぶやいた。学園を取り巻く壁は非常に高く、監かん視しカメラもついている。

　そのカメラの角度で戌意は理解した。あのカメラは外部からの侵しん入にゆう者を排はい除じよするためのものではない。内部から逃とう亡ぼうしようとする者を防ぐために設置されている。

　まあ、学園の憲章やモットーなどを考えるに、脱落者が相当数出るであろうことは想像に難かたくない。学園内部で死を選ぶならそれはいつものこととして処理されるが、逃亡されれば人権問題になり得る。

　……死んだ方が人権問題にならない、というのもおぞましい話だが。

「やれやれ、帰りたくなってきた」

　そんな言葉を呟きつつも、戌意の足は真まっ直すぐ学園へと向かう。正門には屈くつ強きような警備員が二人、立っている。これもまた、外へ脱だつ出しゆつしようとする生徒を抑おさえるために雇やとわれた人間だろう。当然、通れるはずもないので壁の方へと進む。古びたバラックのような小屋の陰かげに隠かくれ、慎しん重ちように様子を窺うかがう。

　それから、鞄かばんから『重力操靴グラヴイシユテイ』を取り出した。この靴くつの素材は、『幻想守殻ドレス』同様に熱硬こう化か性プラスチックと強化炭素繊せん維いであり、踵かかとの部分に重力制せい御ぎよ用の装置が組み込まれている。

　今まで履はいていた革かわ靴ぐつを鞄に放り込み、薄うす暗ぐらくなりつつある空を見上げた。カメラに映りさえしなければ、遠えん距きよ離りから戌意を視認することは困難だろう。

　戌意は走り、壁に向かって跳ちよう躍やく──両足を壁につけて、踵を軽く打ちつけた。途と端たん、重力が変転し、戌意の足は壁を大地としていた。そのまま走って、もう一度跳躍。カメラの遥はるか上を飛んだ戌意は、校舎を蹴けって一気に屋上の縁へりへと辿たどり着ついた。

　屋上が無人であることを確認してから、フェンスを乗り越えて内側へと潜もぐり込む。

「よし、と」

　重力制御を解除して、『重力操靴グラヴイシユテイ』を鞄に放り込んだ。靴下のまま校舎を歩くのは、多少人目につくだろうが、内履ばき程度なら隙すきを見て拝借することは可能だろう。

　案の定、屋上から階段を降りてしばらく廊下を歩いていると、内履きが放置されていた。それを拝借して、生徒たちが行き交う様子をしばらく観察する。

　精力的に動く生徒と、死人のようにのろのろと歩く生徒、大きく分けてこの二つだった。精力的に動いているのは、認められている生徒。死人のような歩き方をしているのは、脱落した生徒たちだろう。

　自殺世代アポトーシス・エイジといっても、この格差はあまりに激しい。だが、この学園は恐おそらく意図的に格差をつけている。認められている生徒たちは、死人のようにはなるまいと必死になって這はいずり回っているのだろう。

　よくよく見れば、精力的に動いている生徒たちの目にはどこか絶望的な必死さが見えた。

　走り続けなければ殺される、死のランニングだ。一方、死人の方はどこか安あん堵どが見える。これ以上はなく、これ以下もない。ただ、心臓を動かしていればその内終わるような拷ごう問もん時間。

　とはいえ、この拷問が終われば──次は、一体何をすればいいのやら。

　悲しいくらいに、全ての問題を先送りにしている。死を選ぶ生徒が多いのも、当然の理り屈くつだろう。

　戌意は一通り観察した後、当然のように死人の方を真似まねることにした。彼らは精力的な生徒たちの目に留まらない。かといって、死人同士は馴なれ合うこともない。

　虚うつろな目で俯うつむき加か減げんに歩く。ただそれだけで、戌意は彼らの仲間入りを果たした。

　さて──まずは喜狼院姉妹がどこで練習しているかを知らなくてはなるまい。ファンタズムの練習は、かなり広いトレーニング場が必要だ。スマートフォンから学園の３Ｄマップをダウンロード、確認する。

　体育館は三つ。いずれも、トレーニングには問題ない面積だ。ひとまず、一番近い場所から当たってみることにした────が。




「……どこでやってるんだ？」

　戌意は途と方ほうに暮れていた。三つの体育館ではいずれも違ちがう部が活動していた。実績のある部で、月曜から金曜まで完全に占せん拠きよしているらしい。テニスコート、あるいはグラウンドも見て回ったがいずれも外れ。

　喜狼院イチゴとウラウの姿も見えなかった。残る場所で、ファンタズムが可能なところといえば──。

「……まさか」

　半信半疑のまま、戌意は可能性が残った最後の場所へと向かった。山へと続く道から外れ、深い森の中へと足を踏ふみ入れる。




「──そこ！　左から攻せめて！」

「うん、姉さん！」

　イチゴとウラウの声に、戌意はしゃがみ込んだ。幸い、喜狼院学園の制服は濃こい紺こん色いろのブレザーで森の中では目立ちにくい。

　音を立てないように注意しつつ木の陰から陰へと跳とび移うつる。視認できる距きよ離りまで到とう達たつしたところで、戌意は息を殺して、トレーニングの様子を見守っていた。

　そこは、哀あわれなほどに何もない空間だった。

　あるのは安っぽいメーカーの『重力操靴グラヴイシユテイ』『幻想守殻ドレス』『幻影穿装イマジネイル』。まさか『ワルキューレ』から貸たい与よされていない訳ではないだろう。恐らく練習用として、使い潰つぶすつもりなのだ。

　人数は三人。二人の少女はイチゴとウラウ──どちらがどちらだっけ、と一瞬混乱するが、地上に立っている方が宙を舞まっている少女を叱しつ咤たしたことで、地上の少女が姉のイチゴだと判断できた。

　黒いセミロングの少女も、ウラウと共に宙を舞っている。あれが三人目、夜麻冬隠だろう。だが、その動きは二人に比ひ較かくすると少し拙つたない。それでも、よく喰くらい付いている方か、と思い直す。

　道具も粗そ末まつで、トレーニング場ももっと粗末だが──それを一向に感じさせぬほどに、喜狼院姉妹の動きは素晴らしかった。

　姓せいは授かったものとのことだが、まさしく名の通り〝狼〟のようだと戌意は思う。狼が獲え物ものを狩かるような、典型的集団戦法。

　一人を司し令れい塔とうとして二人を操作。左右から回り込みつつ、可能であれば獲物の背後を突つこうとする。司令塔は遠距離からの狙そ撃げきによるフォロー。

　それをベースとして、幾いくつかの──ざっと数えた感じでは五つくらいの戦術を使用する、というのが彼女たちの戦い方のようだ。

　まさに典型的といえば典型的だが、スイッチの切り替かえはなかなか速い。彼らのコンビネーション攻こう撃げきに慣れなければ、ただ戸惑うだけだろう。

　左右からの同時攻撃、上下からの時間差攻撃、斜ななめ上と斜め下からの交差攻撃──。

　姉妹共に、この速度ならば軽戦士ライトフアイターだろう。つまり、こちらと布ふ陣じんは同じだ。となれば、必然的にコンビネーションの力量が勝敗を分けることになる。

　圧あつ倒とう的てき、というほどではない。喜狼院姉妹は確かに一流だが、夜麻冬隠はまだ連れん携けいが上手くいっていない。

　姉妹もそれを理解しているのだろう。彼女に対して、罵ば声せいが飛び交っている。

「下手くそ！　しっかりしなさい！」

「ご、ごめんなさい！」

　罵倒される度たびに、律りち儀ぎに謝罪する冬隠の姿は見ていて痛々しいものがあった。と同時に、つけ込むとすれば彼女だろうな、と考える自分に多少の嫌いや気けが差す。

　ともあれ、冬隠は些さ細さいな欠点だ。彼女たちのコンビネーションは紛まぎれもなく一流と呼べるものである。ただし、一流止まり。この程度なら、土曜日までにどうにか対策を立てられるだろう。

　一時間ほど見物していたが、基本的には集団戦法の繰くり返しだ。ＡＩゴーストも存在しない以上、彼女たちはただひたすらに自分たちだけで研けん鑽さんするしかなかったのだろう。

　……きちんとした場所でＡＲ技術をフル活用されたトレーニングを行う訳にはいかないのだろうか？

　戌意はすぐに、あの分厚く高い壁を思い出した。推測するに、外出許可は容易に出ないに違いない。喜狼院学園はファンタズムに対しては今まで消極的な態度を保っており、クラブが作られることもなかったらしい。

　喜狼院姉妹が姓を与あたえられたのも、ファンタズムの活動の成果ではない。勉学と運動面において、図ず抜ぬけた成績を収めたためだ。

　となると、一つの疑問が生まれ出る。何故なぜ、ファンタズムなのだろう？　喜狼院の姓を与えられた以上、これから先の人生は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんと考えていい。脱だつ落らくしない、という条件下だが──進学でも就職でも、ある程度の保障はあるだろう。

　ファンタズムは、スポーツであり、エンターテインメントであり、同時に死を受け入れなければならない競技だ。

　戌意がその疑問を解消できないうちに、彼女たちの激しいトレーニングは終わりを告げた。司令塔の役割だったイチゴはともかくとして、ウラウと冬隠は多数の傷を負っている。

　当たり前だ。『重力操靴グラヴイシユテイ』を装着し、薄うす暗くらがりの森を高速で疾しつ走そうしたのだ。『幻想守殻ドレス』を装着しても、露ろ出しゆつした肌はだに傷がつかないはずはない。

　だが、彼女たちは傷の痛みに顔をしかめる程度で一向に気にしてはいない。その逞たくましさには、戌意も敬意を抱いだいた。

「そろそろ上がろうか。お疲つかれ様さま」

「冬隠。アンタ、やっぱり出で遅おくれ気味。もうちょっと何とかならない？」

「ごめんなさい……」

　冬隠は申し訳なさそうに頭を下げる。ウラウは露ろ骨こつに溜ため息いきをつき、イチゴは厳しい瞳ひとみで冬隠を睨にらむ。

　──微かすかに。何か引っ掛かかるものがあったのは確かだ。

　しかし、それは戌意の胸を少しざわつかせるだけで、強きよう烈れつな違い和わ感かんまでには至らなかった。

　トレーニングが終わった以上、見るべきものはない。戌意は森から立ち去り、帰き還かんすることにした。
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「……今日は来たかな？」

　ウラウの言葉に、夜麻冬隠が頷うなずき答えた。

「来るわ。必ず。御津神戌意は、そういう人間よ。可能な限り情報を集め、分ぶん析せきし、対策を練る。しばらくはあのコンビネーション訓練を見せておいた方がいい」

「いつまで？」

　イチゴの問い掛けに、冬隠は試合までのリミットを見定める。

「あと二日かな。三日前までに情報を集めてないということはまずないでしょう。こちらも、こんなぼんやりしたトレーニングいつまでも続けてられないし」

「でもさぁ、こっちのトレーニングがバレたらどうしよう？」

　ウラウが不安そうに身を縮ませた。イチゴも頷く。冬隠は首を横に振ふった。

「それはそれで仕方ないわ。でも、三日前までに情報を集めてないようなボンクラなら、私たちはきっと勝利できる」

「……そっか」

「そうよ」

　姉妹には精せい彩さいがない。怯おびえがある。練習試合はある程度こなすことができたが、次の試合だけは勝っても負けても笑って済ませられるものではない。

　生きるための戦い。

　敗北すれば──死に至るような代しろ物ものだ。

「──イチゴ、ウラウ。私は文橋津奈戯、刻導イミナが油断ならぬ相手だと知っているし、御津神戌意が油断すれば、即そく座ざに喉のど元もとを食い千切るような怪かい物ぶつだと知っている。一方、向こうは知らない。私たちのことを何も知らない。情報戦だけなら、私たちの方が既すでに勝利している」

　刻導イミナと華々蓮もなむの試合は、ハッカーに依い頼らいして動画を非合法的な手段で手に入れた。文橋津奈戯は元々、公式試合の動画が幾らでも手に入る。

　記き憶おくするほどに、彼らの戦術は研究した。

「足りないものは沢たく山さんある。百パーセントの勝率なんて有り得ない。でも、それでも、私たちは此こ処こまで辿たどり着ついた。──勝とうよ」




　その言葉に、全員が誰だれからともなく手を重ね合った。

　勝たなければならなかった。勝たなければ生き残れない。それは彼ら自殺世代アポトーシス・エイジにしか知覚できない、あまりに切実な言葉だった。
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　イミナと津奈戯のコンビネーションは、天剛との対戦を経へてひとまず対たい症しよう療りよう法ほうによる解決を見た。イミナは脇わき目めも振らず一対一に専心し、津奈戯が全力でそれをサポートするという形である。

　津奈戯の負担があまりに大きく、同時に根本からの解決には至ってない。だが、イミナの悪癖を完治させる時間は与えられていなかった。

　戌意にとっても、苦く渋じゆうの決断だった。出来るならば、相手に対たい抗こうできるだけのコンビネーションを身につけて貰もらいたい。しかし、その余よ裕ゆうはない。二に兎とを追う者には、一兎すら与えられないのが常識だ。

　現状で鍵かぎを握にぎるのは、司令塔の役割を果たす華々蓮もなむ。

　昼休みの教室で、戌意ともなむの二人は顔を寄せ合って昼食も摂とらずに語り続けていた。同居しているのは周知の事実とはいえ、普ふ段だんさほど干かん渉しようし合わない二人が仲なか睦むつまじく話している様子は、周囲の目を惹ひいた。

　遠とお縁えんの親しん戚せきらしいということもあり、二人は姉弟きようだいのようなものと認識していたクラスメイトたちは、俄にわかに彼らの関係に進展があったのではないか、とざわつき始めた。

　もっとも、当の二人には全く眼中にない出来事だった。

「『幻想守殻ドレス』には通信機能がある。前回の試合では混乱を避さけるために使わなかったけど、今回から解禁だ。もちろん、通信を妨ぼう害がいするためのスキルも存在するから、頼たよりすぎは禁物」

　ファンタズムの舞ぶ台たいとなる異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドは広大だ。それ故ゆえに、無線による通信がないとなかなか上手うまく連携が取れない。前回は連携の必要がなかったためにほとんど使用しなかったが、連携が重要な今回はそうもいかない。

「分かりました」

「イミナと津奈戯には、基本的にもなむの指示への返答以外の通信はさせない。連携が上手くいくようになれば、状じよう況きようを報告することでもなむが司令塔になれるんだが……」

「うーん、今の私ではそこまでは難しいかもですね。何とかやれそうではありますけど」

　だろうな、と戌意は思う。

「どんなフィールドであれ、もなむはなるべく状況全てを把は握あくできる場所に居ること。イミナと津奈戯が攻せめている間に、残りが直接戦闘を行う可能性もある。もなむのところに向かおうとする敵がいたら──」

「石鴉ガーゴイルで時間を稼かせぎ、その場を撤てつ退たい。同時に、イミナさんと津奈戯さんを招集。それも無理なら、とにかく逃にげ続ける……ですね？」

「正解。三重奏トリオは一人一人の負担が大きい。五対四なら逆転の芽は残るけど、三対二はほぼ敗北が確定すると見ていい」

「でも、向こうは姉妹のコンビネーションで攻め立てるのですよね？」

「うん、司し令れい塔とうは姉のイチゴ。妹のウラウともう一人……ええと、夜麻冬隠って子なんだけど。コンビネーションはイマイチだった。つけいる隙すきがあるとすれば、そこだと思う」

　戌意がトレーニング風景を大おお雑ざつ把ぱに説明した。

「なるほど。でしたら津奈戯さんにウラウさんを抑おさえ込んで貰って、イミナさんに、夜麻さんを仕留めて貰うのがいいでしょうね」

　もなむの告げた作戦は、戌意が想定していたものと完かん璧ぺきに一いつ致ちしていた。

「うん……確かにそうなんだよなあ……そうなのになあ……」

　戌意は首を傾かしげた。

　もなむが顔を近付ける──「ひよぁっ!?」という悲鳴を通り越こした奇き声せいが聞こえたような気がしたが黙もく殺さつする。

「どうしました？」

　囁ささやき声。周囲のクラスメイトたちは、何故だかごくりと唾つばを飲んでいた。あれ？　何かこれもう一線越える気満々じゃね？　でもここ教室だよ？　そんなざわめきをものともせず、二人は更さらに自分たちの世界に没ぼつ入にゆうする。

「喜狼院学園がこれまでやってきた練習試合の動画は手に入らなかったけど、勝敗記録は手に入った。全部三対〇のストレート勝ち。相手高校は他県が多いけど、ほとんどは地区予選上位常連レベルの強さを持つ相手でさ。あの姉妹と夜麻冬隠の乱れた連れん携けいを見たなら、必ずそこを突つく。状況次第とはいえ、全部が全部ストレートに敗北するなんて有り得ない……はずだ」

　自信がない。夜麻冬隠はイミナのように実戦に強いタイプなのかもしれない。だが、その割りには、姉妹の叱しつ咤たは容よう赦しやがなかった。あれは実戦に強い相手への態度ではない。

「夜麻冬隠さんは、本当は強かったり？」

　もなむの問い掛けに、戌意はあの乱れた連携を思い出し──首を横に振った。

「分からない。せめて、実際に戦った人間の証言が手に入ればいいんだけど……」

「手に入らないんですか？」

「ん。練習試合の証言は割と金になるって向こうも知ってるからね。調査を依頼した探たん偵ていに交こう渉しようを一任しているけど、難航しているっぽい。こっちもお金はあんまりないからなあ」

　喜狼院姉妹の戦闘データは、未だ公式には登録されていない。練習試合を行った選手プレイヤーたちも、それをよく理解している。だから、こちらの足あし下もとを観察しているのだ。どこまで出してくれるのか、を──。

　戌意がそう説明すると、もなむは溜息をついて告げた。

「嫌いやですね、どこもお金ですか」

「ああ、嫌だ嫌だ……足りないなあ、まったく」

　うふふふふ、と楽しそうにもなむが笑う。

「む、嫌だって言う割りには楽しそうだ」

「あ、ごめんなさい。でも、確かに楽しいのかも。だって、『足りない』っていい言葉じゃないですか」

　言葉の真意が分からず戸と惑まどう戌意に、もなむが微笑ほほえんで言葉を紡つむぐ。

「足りないと嘆なげくということは、足りて欲しいと願っているということ。それは欲よく望ぼうであり、願望であり、今のままでは届かない何かに手を伸のばす行こう為い。……戌意さんは、同居が始まってから〝足りない〟なんて言葉を一度も使わなかったでしょう？」

　そう言えばそうだ、と戌意は思う。

「このところ、食しよく欲よくも旺おう盛せいだし。日課のトレーニングもだんだん量が増えてきてる。眠ねむりも深くなってるでしょう？」

「あー……まあ、そんな感じかな……」

　指し摘てきされて、戌意はここ最近の自分を振り返った。確かにもなむの言う通り、最近は食べても食べても腹が減る。トレーニングもオーバーワーク気味だが、不思議なことに肉体はやればやるだけ強きよう[image: 靭]じんになっていくような感覚がある。

　眠りも深い。夢など見ず、瞼まぶたを閉じた瞬しゆん間かんに意識が落ちる。育ち盛り、というレベルでは説明しきれない。

「ああ、食欲と睡すい眠みん欲といえば──」

　もなむは不意にきょろきょろと周囲を見回し、自分たちの一挙手一投足が注目されていることを理解すると、恥はずかしげに耳元で囁いた。




「せ。せーよくとか……その、たまってたり、します？」




　爆ばく弾だん発言に、戌意の思考はしばらく停止した。

　──ところで。華々蓮もなむは、自分の人気を舐なめている。耳元で囁けば聞こえないだろう、などと考えていたのだが、彼女が囁く瞬間、クラスメイトたちは全員、息を吞のんで沈ちん黙もくしていた。

　つまるところ、割と丸聞こえである。




「「「せいよく!?」」」




　当然のように、耳を澄すませていた生徒たちが絶ぜつ叫きようした。もなむが慌あわてて立ち上がる。戌意は思考が停止したまま、ぼけっとしていた。

　どうしたどうした、何だ何だと生徒たちが集まっていく。

「華々蓮さんが！」「もなむさんが！」「せいよくって言った！」「なんかエッチなこと言った！」「華々蓮さんが！」「エッチ！」「もなむ先せん輩ぱいがエッチ!?」「エロティック！」「カオティック!!」「もなむさんエロい！」「もなむエロイ！」「もなむ！」「エロい！」

　立ち上がったもなむは、クラスメイトたちと野次馬たちの大だい歓かん声せいにぱたぱたと手を振ったあと、顔を真っ赤にして走り去った。

　戌意はクラスメイトたちが盛り上がっている間に、こっそり逃とう亡ぼうしようとして風紀委員である一いち条じよう美み海うに捕ほ獲かくされた。

「──さて、清せい廉れんたるべき教室で一体全体どのように不ふ埒らちな会話を交わしていたのか、詳くわしく説明してもらおうか」

　一条の表情は般はん若にやのようで、情なさけ容赦は期待できそうにない。

「……耳は裂さけやすいので、あまり引っ張らないでいただけると幸いです」

　戌意は全面降こう伏ふく。その日の一条は終始ご機き嫌げん斜ななめで、説教が終わってもじっと戌意を睨にらみ付けていた。







　戌意が部室に赴おもむくと慌てた様子でイミナと津奈戯が駆かけ寄よってきた。

「あの、もなむ先輩が」「華々蓮先輩が」

　さて何があったのかと見てみると、部室の隅すみでもなむがどんよりとしゃがみ込んでいた。そこまで落ち込んでいるのか、と思ったが「くすんくすん」と自分で呟つぶやいているあたり、あまりダメージは受けていないんじゃないか、と戌意は思った。

「やっぱり、例の噂うわさでしょうか？」

「先輩が何やらエッチだとか──」

　イミナと津奈戯はハラハラとした様子で、もなむを見つめている。いやそこまで心配する必要はないですよ、二人とも。

「……なあ、何があったんだー？」

　そして浮うき世よ離ばなれしている会長は、とりあえず部室の隅にいて欲しい。

「もなむ、もなむー」

「……ぅぅ」

　戌意の呼よび掛かけに、渋しぶ々しぶといった感じでもなむが返答する。だが、振り向こうともしない。普ふ段だんあまり失敗をしないせいだろうか、華々蓮もなむはちょっとした失敗でも割と引き摺ずるタイプである。

「僕は気にしないし、君もあまり気にするな」

「うぅ、分かってますよぅ」

「大体、エロいのは昔からだろ」

「うぅ、確かにエロいのは昔から────エロくなんかないです」

　もなむが立ち上がり、こちらに顔を向けた。ぷんすかぷん、と膨ふくらんでいる頰ほおを人差し指で押さえて感かん触しよくを楽しむ。

「さて、それじゃあ今日もトレーニング場で練習だ。今日からは、もなむの指示でイミナと津奈戯に動いて貰もらうことにする」

　完全な実戦練習だ。相手はＡＩゴーストだが、ゴーストの戦闘指示はこちらで出す。ついでに、ＨＰヒツトポイントはほぼ無限に設定。三重奏トリオは五重奏クインテツトと比ひ較かくして、精神的な疲ひ労ろうが段だん違ちがいだ。その限界を見み極きわめ、どの程度の時間帯までに決着をつけるべきかを見定める。

　戌意の言葉にもなむはすぅ、はぁ、と深呼吸を二度繰くり返した。それだけで、雑然とした思考を放り捨てたらしく、いつもの笑顔を取り戻もどした。

「──はい。頑がん張ばりますね」

　もなむを司し令れい塔とうとしたのは、彼女が遠えん距きよ離り戦闘中心の選手プレイヤーだから、という訳ではない。

　イミナは燃焼する炎ほのおのように振り返らず、ただ前を見ようとする。津奈戯は外面は冷れい徹てつに、中身こころは熱く、親友と共に走る。

　もなむは前を見ない。彼女が見ているのは、俯ふ瞰かんした状じよう況きようで見え得る全て。敵味方だけではなく、己おのれも含ふくめた箱庭を楽しそうに眺ながめている。

　それ故ゆえに、戌意は彼女を司令塔に選んだのだ。

「じゃ、今日も頑張ろう」

　戌意の言葉に、全員が頷うなずいた。
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「はぁ、はぁ、はぁ……」

「つなちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……平気。イミナは前を見て」

　津奈戯の消しよう耗もうは図ず抜ぬけて激しい。イミナのフォローを行いながら、もう一体の敵と戦うのは想像を絶する疲労だろう。

　とはいえ、津奈戯はこれまでよりは自分が楽であることに気付いている。もなむのフォローが上手うまく機能しているせいだ。

《──津奈戯さん、一歩後退して休きゆう憩けいして下さい。石鴉ガーゴイルにしばらく攻こう撃げきさせます》

「了解コピー！」

　津奈戯がもなむの指示を承しよう諾だくした旨むねを告げる。津奈戯が一歩後退すると同時、空から石鴉ガーゴイルが飛来した。

「む。俺が知っているヤツと姿が違ちがうぞ、戌意」

　練習を見学中の零視が首をひねる。

「ああ。レベルを上げているんです。幻獣型情報体デジタルキメラはポイントを余分に配分すると、それだけ強くなります。姿形もそれに合わせて変化しますね」

「なるほど。……『魔ま法ほう使つかい』はただスキルを大量に獲かく得とくすればいい、と思っていたが違うのか」

「スキルを取っただけじゃなく、それにポイントをどれだけ配分するかがコツですね。ある知り合いはたった一種類の魔法しか使わないですが、それに最高値ＭＡＸまでポイントを叩たたき込んで、魔法戦士として活かつ躍やく中です」

「魔法戦士か……俺も使えるか？」

「ええ。というか、それを薦すすめようと思ってました。地じ力りきがあって、痛みに耐たえ得る人ならＨＰヒツトポイントの配分は削けずっても大丈夫でしょうし。たった一種類の魔法を使えるだけで、戦術の幅はばが大きく広がります」

「うん。……ところで、だ。魔法はやっぱりアレか？　こう、詠えい唱しようは必要だよな？」

　零視が眼鏡めがねの奥の目をキラキラと輝かがやかせながら、戌意に言う。戌意は悲しげに首を振って、「それは……要いりません」と告げた。

　零視の瞳ひとみから、光が消える。彼は咳せき払ばらいを一つして、また練習風景に視線を戻す。どこか悲しげに男は呟いた。

「詠唱……要らないか……」

「要らないですね……」

「そっか……ちょっとワクワクしたんだけどな……」

「……僕もワクワクしたんですけどね……」

　鳴あねは「──なあ、詠唱が仮に存在したとして。それに何の意味があるのだ？　どこの世界に、敵にこれから使う技の名を教えるバカがいる？　断じてバカだと思うぞ」とか言っていたが、詠唱は男のロマンだ、と戌意は思っている。思っているだけで、特に行動には移さないが。

「……っと。三人とも、次行くよ」

　そう言って、ＡＩゴーストの行動パターンを変へん更こうする。慣れ始めていた攻撃から一転、また見知らぬ攻撃にイミナと津奈戯がたたらを踏ふんで後退する。

　一方、もなむはそれを冷静に見定め──。

「イミナさん、敵を二人相手して。一分でいいですよ。津奈戯さんは、一いつ旦たん離はなれてから一気に背後を突ついて急きゆう襲しゆうを仕し掛かけてみてね」

　もなむの通信に、イミナと津奈戯が「了解コピー」と叫さけぶ。

　その動きは、零視をして納得させるものだったのだろう。彼は満足げに頷いた。

「それで──どうにかなりそうか？」

「どうにかするのが、僕の仕事ですから」

「何かできることは？」

「予算下さい」

「予算以外で。……生徒会長とて万能ではないからな。まして、己が所属する部に偏へん向こうした予算を投入するなど恥はじ知しらずにも程がある」

「他の部より、若じやつ干かん少ないと思うのですが──」

　零視は素知らぬ顔で告げる。

「実績のない部では最大限だ。いやもう、最近マジで紗さ真まの目が怖こわいんだよ。こう、少し前までは尊敬百パーだったのが今では『このシスコンめが』みたいな感じの目つきで蔑さげすみ度七十くらいにアップして」

　副会長である暁あか月つき紗真は、最近殊ことの外ほか忙いそがしくなった会長代行として、目の回る＆眦まなじりを吊つり上げる日々を送っているらしい。元々、彼女に会長職を譲ゆずる予定だったとはいえ、当初よりは大分早い成り行きだ。

「シスコンだから仕方ないでしょう」

「そう！　シスコンだから仕方ないな！」

「兄さん、何恥はずかしいこと呟いてますの……」

　通信越しに戌意たちの会話を聞き取ったイミナが若干引いていた。







　トレーニングはそれから数日、可能な限りあらゆる状況を想定して行われた。……が、肝かん心じんの喜狼院学園の練習試合の証言はさっぱり得られない。戌意が依い頼らいした探たん偵ていは交こう渉しようを続けてくれているが、極めて難航中。諦あきらめた方が良さそうだ。

「──何か、見落としているんだよなあ」

　隔かつ靴か搔そう痒よう、あるいは喉のどに魚の骨が引ひっ掛かったような異物感。

　このまま戦えば敗北する、と囁ささやかれている。




〝敵を知るのは戦いの定じよう石せきだが。敵を理解できると思うな〟

〝思想も、信心も、願いも、決意も、行動原理も、我々には関係ない。我々が知るべきは、敵の急所がどこか。それだけだ〟




　姉の言葉を、戌意は明めい瞭りように否定する。

　それは絶対強者の言葉である、姉のような怪かい物ぶつにはそれこそあらゆるものが関係あるまい。一方、戌意は敵の思想、信心、願い、決意、理想、あらゆるものを大切にする。

　敵の信じるものを理解し、受け入れ、認識し──それを、陵辱する。勝利とはそういうもの、どうしようもない残ざん酷こくさを秘めた定義だ。

　御津神戌意は、喜狼院姉妹を知りたかった。徹てつ底てい的てきに──徹底的に。




　……もっとも。それが判明したのは、試合中となるのだが。

　──土曜日。約束通り、午後三時に『ワルキューレ』に到とう着ちやくした戌意たちは、改めて刻導イミナ、華々蓮もなむをミカエル三浦と野々村に紹しよう介かいした。

「ふむふむ、なるほど。〝姫ひめ〟の素養は充じゆう分ぶんね。やはり、こちらもこちらで捨て難がたいわぁ」

　ミカエル三浦が満面の笑みで、イミナの手を握にぎっている。イミナは彼の姿にも、別段思うところはないのか、ありがとうございます！　と素直に握あく手しゆに応じていた。

　一方、もなむの方はやや隔かく絶ぜつした笑みを向けていた。試合に至った流れが、ある程度意図的だと考えられるので、それも当然だろう。

　喜狼院姉妹と、夜麻冬隠も揃そろっていた。三人はこちらと握手をすることもなく、不敵な笑みを浮うかべて、イミナたちを眺めている。

　津奈戯がその視線に気付き、睨にらみ付ける──が、彼女たちは涼すずしい顔だ。

「津奈戯」

「はい、分かっています」

　戌意が抑おさえ込み、喜狼院姉妹と夜麻冬隠を見る。やはり、読み取れない。読み取れないなら、こちらからアクションを起こすまでだ。

「イミナ」

「はい！」

「こちらが喜狼院学園の喜狼院イチゴさんと喜狼院ウラウさん、そして夜麻冬隠さん」

　予あらかじめ言い含ふくめられていた通り、紹介されたイミナは何の疑問も抱いだかず、三人の前に立ってぺこりと頭を下げた。

「夜見都学園一年、刻導イミナと申します！　本日は、よろしくお願いしますね！」

「喜狼院学園、喜狼院イチゴ。こちらこそよろしくね」

　イチゴが手を握り返す。イミナが顔を顰しかめた──どうやら、握った手に相当な力が入っているらしい。

「あ、あの……？」

　戸と惑まどいながら問い掛かけるイミナを、喜狼院イチゴが嘲あざ笑わらった。その歪ゆがんだ、相手を蔑みきった笑みは圧あつ倒とう的てきな不ふ愉ゆ快かいさがあった。そして、その不愉快さは意図的なものだ。

「一応言っておくけどぉ。アタシ、アンタを殺すことができたらすごく嬉うれしいわ」

　刻導イミナの背筋を凍こおり付かせるほどに、その言葉にはありったけの悪意が籠こもっていた。殺意の。

　気け色しきばんだ津奈戯が、既すでに殴なぐりかかろうとしている──もなむが制止する。

　一歩を踏み出そうとした零視も、戌意が引き留めた。

「挑ちよう発はつです。会長は落ち着いて下さい」

「落ち着けるか、これが！」

「それでも落ち着いて」

　イチゴは満足げに手を離はなそうとして──離せなかった。

「……何よ」

「──わたくしは。貴女あなたを殺したくありません。殺そうとは思いません。倒たおそうとは思いますけど、死なせたくはありません」

　微かすかに相手の悪意に震ふるえながら、それでも力強い言葉をイミナは告げる。

　殺そうとは思わない。殺意なく戦い、死ぬとすれば不ふ慮りよの事故、互たがいにそれを承知の上で戦うのだから、それは例外──例外とあっさり区分けできるほど、人の心は単純ではないけれど。いずれにせよ、現時点でのイミナはそう誓ちかっている。

　津奈戯と零視の動きが、ぴたりと止まる。

「ですから。本日は、どうかよろしくお願いいたします」

　ぺこりと頭を下げた。イチゴは舌打ちして、手を無理矢理離した。姉妹はイミナの言葉に特に感かん銘めいを受けた様子はなく、ただ冷たい視線を送るだけだ。

「……行くわよ、ウラウ。野々村さん、車に乗せて頂ちよう戴だいな」

「はぁい、姉さん」

　夜麻冬隠はしばしおろおろとしていたが、やがて頭を下げると車に乗り込む姉妹の後を追っていった。

　イミナはその背中を見送っていたが、彼女たちの姿が消えるとはああ、と息を吐はき出した。ぷるぷると震える肩かたを、ぽんと戌意が叩たたいた。

「あぅ。センパイ……」

「怖かった？」

　こくりと頷うなずくイミナに、戌意は言う。それはそうだろう。ありったけの悪意を吐き出されたのだ。常人ならば、それを恐おそれないはずはない。

「でも、反論した君はまるで負けていなかった」

　戌意の言葉に、イミナがしばし茫ぼう然ぜんとする。

「あの、無我夢中で覚えてなくて。……わたくし、何を反論したのでしょう？」

　首を傾かしげるイミナを、戌意が笑う。先ほどの笑みとはまるで異なる温かな笑顔、少女の鼓動が高鳴った。

「殺さない、と言ったんだよ。イミナは」

「はあ、そう言えばそんなことを言ったかも……でも。それって反論、でしょうか？」

「反論さ。相手は殺したって構わないと言い、君はあえて殺さないと告げた。喜狼院イチゴが君の生命を否定したなら、刻導イミナは喜狼院イチゴの生命を肯こう定ていしたんだ。それは、なかなか出来ることじゃない」

　素晴らしい決意であると同時に茨いばらの道でもある。しかし、その茨の先には光が満ちている。殺意の肯定はその真逆だ。単純明快な闇やみへの道。……戌意じぶんのような、無能が歩むに相応ふさわしい道なのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。刻導イミナは強い」

「……はい」

　さすがに殺意に当てられたようで精せい彩さいは欠いているが、それでもある程度の気力は取り戻もどせたようだ。

「それじゃあ、三人は私の車に乗ってね。御津神ちゃんと刻導零視君はバスで来て頂戴な。降りる場所はここだから」

　スマートフォンでバス停の位置を示された戌意の顔色が変わる。

「御おん社しやが所有している『煙草煙の大森林ヘビー・スモーカーズ・フオレスト』じゃないんですか？」

「あら。確かにあれは我が社が所有する代表的な異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドだけど、所有しているのはそれだけじゃないわよ？」

「……『天空人の城塞スカイキヤツスル』は未完成では？」

「公式発表をそのまま受け取るとは、御津神君にしてはミスかしらね」

　ミカエル三浦がにんまり笑い、戌意と霊視を置いて車を出した。戌意は津奈戯に、『天空人の城塞スカイキヤツスル』についてのデータを送信する。津奈戯なら、冷静に説明できるだろう。

「急ぎましょう」

「あ、ああ。それで──『天空人の城塞スカイキヤツスル』ってどんなフィールドなんだ？」

「……見れば分かると思います」

　戌意の険しい表情に、零視は碌ろくでもない──危険なフィールドであることを確信した。

　その推測は半分正しく、半分間ま違ちがっている。確かに通常より危険なフィールドであることは間違いない。しかし、その危険さとは零視の想像を上回るものだった。








Act.4:ヘヴン・フォートレス






　……刻こく導どう零れい視しはファンタズムに参戦するにあたり、異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドについてはさしたる関心を持たなかった。

　カタログで見た感じでは基本的にビル街を模したフィールドが多く、現に零視が戦ったのも『死灰区域フオールアウト』という崩ほう壊かいしたビル街だった。

　だが本日、たった今、その認識を改めざるを得なくなった。バリエーション豊かな戦場、というのは決して誇こ張ちようではないのだと。

　異界戦闘というのは、言葉通りの意味であり──この現うつし世よではないところで戦うのだと。ようやく理解できた。

「……このビルか？」

　バスで到着したのは、『ワルキューレ』が所有する高層ビルだった。周囲に点在する平屋と比ひ較かくすると、圧倒的に高い。周囲は平屋と田畑以外、見るべきものは何もない。

　田舎いなかの風景にぽつんと佇たたずむ高層ビル──異常な風景だった。ビルの高速エレベーターに乗り込むと、屋上まで一気に上じよう昇しようした。

　ビルの大きさでは、フィールドとしてはやや小さい。零視はこのビルを一階から最上階までフル活用するのだろうか、とぼんやり考えた。

　そうではない。

　エレベーターが最上階に到着。扉とびらが開く──己おのれの推測が如何いかに甘かったかを、零視は身に染みて理解した。

「…………」

　絶句する零視を見て、先に到着していたミカエル三み浦うらがくすりと笑って応じた。

「絶景でしょう？　これが、最近我が社が新たに開発した戦闘領域『スカイ』シリーズの第一弾。御み津つ神がみくん、よく知ってたわね」

　戌いぬ意いは面白くもなさそうに呟つぶやいた。

「技術関係の噂うわさが前々から耳に入ってましたから」

　イミナ、津つ奈な戯ぎ、もなむは零視と同様に絶句していた。恐らく、到着してから一度も口を開いてはいないだろう。喜き狼ろう院いん姉妹と夜や麻ま冬とう隠かも、さすがに顔色を失っている。




　……屋上は問題ではない。そこにあるのは、フィールド調整用の巨きよ大だいなサーバーと超ちよう大型の重力操作装置グラビテイ・コントローラー。

　そして、屋上から見た空に広がるのは無数の宙に浮いた巨大な瓦礫だ。瓦が礫れきといっても一つあたり二十メートル程度の大きさがあり、中には森が埋うめ込まれている瓦礫もある。つまり、この一つ一つの浮ふ遊ゆう瓦礫こそがステージの足場だ。

「これが今回の戦場『天空人の城塞スカイキヤツスル』。三重奏トリオをやるには少し広いけど、この戦場の性質上、足場は限られているから戦闘も起こりやすい。問題ないわね」

　ミカエル三浦の言葉を、全員聞いているのかいないのか。この中では屈くつ指しのベテランである戌意ですら、今回のフィールドには圧あつ倒とうされていた。

「それじゃあ、この試合の審しん判ぱんを行う情報体インスタンスを召しよう喚かんするわ。さて、誰だれが出るでしょうね、と──」

　ミカエル三浦がスマートフォンから、アプリケーションを起動させた。人工衛星サテライトに詰まった人間一人分の情報データがダウンロードされ、実体化する。

　桃もも色いろの頭とう髪はつは長く、ゆったりとしたウェーブが掛かっている。垂れた目元は柔にゆう和わな顔立ちを一層強調していた。服装は統一されているのか、クロトと同じノースリーブのジャケットにミニスカート、そして天てん秤びんを模したバレッタ。

《──おはようでございます。皆みな様さま》

　涼すずやかで大人っぽい声に、戌意がほっと安あん堵どの息を吐いた。その行こう為いに目を向けた審判役の少女が、ぱっと華はなやいだ笑みを浮かべた。

《おや。クロト姉様の言っていた通りでございましたか。御津神戌意様、お久しぶりでございます。ご復帰、我ら三姉妹揃そろって歓かん迎げい致いたします》

「ああ、ラケシスも相変わらず元気そうで何よりだ。僕は今回参加しないけど、一つ公平な審判を頼たのむよ」

《ええ、もちろんでございますとも。それでは──喜狼院学園の選手様、夜見都学園の選手様、それぞれ私の前に出てきて下さいませ。ただいまより、この異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドの簡単な説明を致しましてございます》

　その言葉に、ようやく立ち直ったイミナたちと喜狼院姉妹たちがそれぞれラケシスの前へと集合した。ラケシスが掌てのひらを空に向けると、ぼんやりとした映像が浮かび上がった。

《ステージ名は『天空人の城塞スカイキヤツスル』。ご覧の通り、このフィールドでは上空で戦って戴いただきます。足場となる瓦礫にはそれぞれ無数の重力操作装置グラビテイ・コントローラーが設置されており、一つ二つ破は壊かいされても問題ないように設定されています。この状態の危険性により、故意に重力操作装置グラビテイ・コントローラーを破壊し、瓦礫を落とそうとする行動は禁止されています。他のお二人はどうか知りませんが、私は故意の殺害は見み逃のがせませんので、即そく時じ失格とさせていただきます。あしからずご了りよう承しようを》

　ラケシスのありがたい点はここだ。不正や悪意に満ちた行動を許さない。

　彼女の掌にある画像が、分割され膨ふくれ上がっていく。

《瓦礫そのものへの絡繰りギミックは存在しません。本来はこのフィールド全体の仕し掛かけとして天候操作が存在します。濃のう霧む、雷らい雨う、暴風などが発生する予定ですが現状では未実装ですね》

「予算が途と中ちゆうで尽つきちゃったのよ。ま、このままでも充じゆう分ぶん興行は成立すると思うけど」

　ミカエル三浦がカラカラと笑った。

《……そして、言うまでもございませんが。『重力操靴グラヴイシユテイ』が何かの拍ひよう子しに壊こわれた場合、近くの足場に退たい避ひしない限り──そのまま地上まで失しつ墜ついします。フォーリングダウン。堕おちた天使にならぬよう気を付けて下さいね。落下によってフィールドからはみ出た場合、フィールドアウトとしてテンカウントの後、失格とします。ただし、救出行為は例外です。皆様がたには敵味方関係のない、レスキューを要求します。練習試合とはいえ、公式記録及および動画を残す必要上、故意の落下を誘ゆう発はつするような振ふる舞まいは、これから先の戦いを辛つらいものにするだけでございますよ？　ふふふふふ》

　ラケシスの笑みは柔やわらかく、そして冷れい徹てつだった。試合中の〝殺人〟はほとんどの場合、事故として処理される。とはいえ、一流の選手であればそれが故意かどうかなど動画を見れば読み取れる。

　当然〝事故さつじん〟を起こした者に対するマークは苛か烈れつになる。状じよう況きようにもよるし極きわめて稀まれだが、試合前に粛しゆく清せいされたケースすら存在する。

　殺さないに越こしたことはない。ただし、本当の意味合いでの事故は別だ。そういう意味合いにおいては、この『天空人の城塞スカイキヤツスル』は事故が起きやすいフィールドであることは間ま違ちがいない。

《──ご安心を。現状で、事故に関する報告は全く上がっていませんので》

「……ラケシス、分かって言ってるだろう」

　戌意の言葉に、ラケシスがくすくすと笑って頷うなずいた。

《このフィールドは今回が初の試合となります。確か……こけら落としというのでございますよね？》

　戌意がちらりと野の々の村むらを見た。彼の顔色がやや悪いのは、もしかすると高い場所が苦手なのかもしれない。野々村はハンカチで汗あせを拭ふいて答えた。

「ええ。ただし、実戦に足るテストはノルマを達成しております。ただ、インターハイの公式試合にこのフィールドを登録するには間に合わなかったもので……」

　ファンタズムのクラブ活動がもっとも激しくなるのは、当然ながらインターハイ期間中である。人気がある異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドはほとんど予約で埋うまり、人気のないものも、絶えず試合用に使われる。

　そして、それには公式試合場としての登録が必要なのだが、ここは工期が間に合わなかったらしい。使うとすれば、来年のインターハイからか……あるいは、秋の世界選せん抜ばつ選手権からという訳だ。

「ま、宣伝はしておきたいだろうからね」

　戌意の言葉に、野々村が笑って誤ご魔ま化かした。

《最後に。ポイントはインターハイ正式ルールに則のつとり、二〇〇ポイントとします。『幻影穿装イマジネイル』『幻想守殻ドレス』『重力操靴グラヴイシユテイ』にそれぞれ最低でも一〇ポイントを振り分けて下さい》

　ラケシスが声高らかに宣言する。

《それでは夜見都学園及び喜狼院学園の皆様。『幻想守殻ドレス』の準備をお願い致します。私、華か麗れいな舞まいを期待してございますよ？》
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　着き替がえ室で、イミナは緊きん張ちようの面おも持もちで『幻想守殻ドレス』を着て、『幻影穿装イマジネイル』を手にした。それから、よしと頷いて──。

「……イミナ。『重力操靴グラヴイシユテイ』忘れてる」

「はわわ!?」

　素すっ頓とん狂きような奇き声せいと共に立ち止まった。

「さすがにそれを忘れてしまえば、フォローも何もあったものじゃない」

「そ、そうですよね。あはははは……」

　イミナは慌あわてて『重力操靴グラヴイシユテイ』を履はこうとするが、焦あせっているのかなかなかカッチリと嚙かみ合わない。

　もなむはその様子を見て、そっとイミナの靴に手をかけた。

「あ、すいません」

「いいのよ」

　足を少しズラして、完全に靴と『幻想守殻ドレス』が一体化したかを確認する。

「起動させてみて」

　津奈戯の言葉に頷き、イミナは踵かかとをかつんと打ち鳴らした。途と端たん、ふわりと体が浮き上がる。重力操作は単純に重力の方向を変えるだけではない。その重力を最小０・１Ｇから最大８Ｇまで調整できる。もっとも、最大値までいくと数分で意識を喪そう失しつするため滅めつ多たに使用されることはない。

　重力を半分、かつ上方向へと調整する。ふわりと浮き上がったイミナが天てん井じように着地。くるりと反転してもう一度重力を通常の下方向へ。加重を徐じよ々じよに上げていく──地面に戻もどる。

「大だい丈じよう夫ぶ。完全ですわ」

「一応、落下速度などが一定以上を越えると、自動的に重力を調整してくれる機能があるから、パニックにならないで。最悪、片方でも靴があれば生き延びられる」

　とはいえ、『重力操靴グラヴイシユテイ』の事故はファンタズムにおいて常について回るものだ。まして今回は空の上。いつもなら運が良くて両足の粉ふん砕さい骨折だが、今回は運が悪かろうが良かろうが無関係に落下即そく死亡だ。

「……死ぬのは、嫌いやですわね」

　ぽつりと呟いたイミナに、津奈戯が頷く。

「そうだね。死ぬってことは、喜狼院学園に負けるってことだし」

「私たち自殺世代アポトーシス・エイジの人間にとっては、死は身近でありふれていて、その癖くせ妙みように縁えん遠どおいものですしね」

　もなむの言葉に、イミナと津奈戯は昏くらい顔をする。イミナはかつて死が間近に存在した。津奈戯はかつて、父の死を直視した。

「……でも。私たちはまだ、生きている。生きていたいって思いたい。生きていることを実感したい。……私たちが生まれたのは偶ぐう然ぜんかもしれない、誰かが愛し愛された結果ではないかもしれない。望まれて生まれた訳ではないかもしれない。──それでも。私たちは戦えるんですから。生命いのちを燃やして、頑がん張ばりましょう」

　もなむは笑い、手を差し出した。その手に、別の手が重なる。

「そうですわね。あの時、戦ったから──今、こうしてつなちゃんと一いつ緒しよに戦える。わたくしはそれが嬉うれしくて、今、やみつきなんです」

　くすくすと津奈戯が笑う。そして、彼女の手も更さらに重ねられた。

「やみつき、だとまるで悪い習慣のようだ。……いや、充分悪いか。私は、戦うことでしか自分を誇ほこれない。イミナの親友を名乗れないと思っている」

「そんなことありませんわよ」

　イミナの言葉に、津奈戯は柔らかく首を横に振る。

「うん。いつかファンタズムとは関係なく、イミナの親友を名乗れるだろうと思う。でも、それは今じゃない。少なくとも、イミナが戦っているときに──ただ、応おう援えんするだけの人間にはなりたくない。だから、私はここにいる」

「──では、夜見都学園拡張現実ＡＲ技術同好会。長いね、略りやくして『カクゲンドー』とかの方がいいのかしら……」

「略称はまた今度決めませんか？　もなむ先せん輩ぱい」

「そうね、それじゃあ────────しまって、いきましょう！」

　その声に応じて「おー！」と気合の入った声が発せられた。

　もなむが着替え室から出て行き、イミナも出て行こうとして──津奈戯に肩かたを叩たたかれる。

「待って、イミナ。忘れてた」

「はい？　忘れてたって何をですの？」

　振り返ったイミナの手を、津奈戯が摑つかむ。津奈戯の顔は、少しだけ紅潮している。

「……おまじない、する」

　握にぎったイミナの手の甲に、そっと唇くちびるを押し当てた。騎き士しが姫ひめに捧ささげる、誓ちかいと決意の口づけのように。

「イミナを守る。助ける。援えん護ごする。貴女あなたが大切だから、そう誓う」

「つな、ちゃん……」

　イミナは目を潤うるませていたが、やがてこくんと頷いた。津奈戯の空いている手を取り、同じように口づけを落とす。

「わたくしも、おまじないです。つなちゃんを守り、助け、援護できるように」

　互たがいの手の甲に唇を重ね、刻導イミナと文ふみ橋はし津奈戯は誓う。

「──勝ちますように」

「──負けませんように」

「──全力を尽くせますように」

「──生き残れますように」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに大おお袈げ裟さで、切実な願い。勝ちたかった、負けたくなかった、全力を出せるように祈いのった、そして……生きられるように、と祈った。

　怖こわいのだ。勝てないことも、負けることも、全力を出せないことも、死ぬことも。何もかも。それでも……それでも、自分たちはこちらの生き方を選んでしまった。

　前の世代にも後の世代にも、どうしようもなく壊れた生き方だと嘲あざ笑わらわれることを覚かく悟ごの上で。生を求めて、戦って戦って戦い抜ぬく。

　そう決めた。そう願った。そう誓ったのだから。

「……行きましょう、つなちゃん」

「行こうか、イミナ」

　かくして、二人の騎士は戦場へと赴おもむく。







　互いの陣じん営えいから女子生徒三人が出てきたことを確認し、ラケシスがふわりと浮ういた。

《それではトリオ・ファンタズムを戦う夜見都学園及および喜狼院学園の選手プレイヤーを紹しよう介かい致いたします。夜見都学園……二年、華か々か蓮れんもなむ。一年、文橋津奈戯。一年、刻導イミナ》

　ラケシスの言葉に合わせるように、三人が一歩前へ出る。

《喜狼院学園……一年、喜狼院イチゴ。一年、喜狼院ウラウ。一年、夜麻冬隠。以上、六人が試合参加選手。両チームとも、補欠は存在せず。コイントスで互いの自陣を決めてから、双そう方ほうともステージのスタートポイントに向かって下さい》

　コイントスの末、屋上に近い側が夜見都学園、遠い側が喜狼院学園と決まった。

　喜狼院学園の三人が何の躊躇ためらいもなく、屋上から飛び立った。『重力操靴グラヴイシユテイ』で浮ふ遊ゆうする瓦が礫れきから瓦礫へと跳とび移うつっていく。

「……？」

　戌意に、再び微かすかな違い和わ感かん。ちらりと野々村を見る──野々村もまた、戌意を見ていた。だが、戌意の視線に慌てたように目を逸そらす。疚やましいことがある人間特有の、人目を惹ひきたくないのに惹きつけてしまう振ふる舞まい。

　少しだけ彼に注意を払はらいつつ、戌意はタブレットＰＣをステージのあちこちに設置されたカメラと接続させた。

　ラケシスがステージ中央で右みぎ腕うでを掲かかげ──。




《これより『ファンタズム』を開始します。どうか生命いのちを煌きらめかせ、人が人を超こえるための、新たな舞台ステージに立てますように。己の限界を突とつ破ぱし、更なる進化を求めますように。それでは皆みな々みな様さま────試合開始!!》




　振り下ろされると同時、六人の戦士が不可視の翼つばさで飛び立った。

　もなむはスタート地点の瓦礫からやや上にある瓦礫へと移動。イミナと津奈戯はアイコンタクトで、ステージ中央に位置する一ひと際きわ大きな瓦礫へと向かう。恐おそらく、そこが接敵場所だと津奈戯は見当をつけていた。

「……魔ま法ほうスキル。『アクティブソナー』発動」

　もなむが魔法のカテゴリに含ふくまれるスキルの一つ、アクティブソナーを発動させた。敵対者の居場所が一定時間表示される追つい跡せき用のスキルだ。ただし、使用したことは喜狼院学園側にも告知される。別種として『パッシブソナー』というスキルもあり、こちらは使用したことを告知される恐れはない。ただし、その分表示時間が極端に短いのが欠点だ。

　スキルを使用したことが露ろ呈ていしても動きを追跡するか、向こうに悟さとられずに居場所を知るか──状じよう況きように応じて使い分けなければならない。

　そして、試合開始早々の場合は『アクティブソナー』で問題ない。高確率で互いが使用するのが分かりきっているからだ。

　案の定、向こうからも『アクティブソナー』スキルの使用が確認された。

「……動き方はほとんど同じね」

　もなむの言葉通り、スタート地点からほとんど動かない敵が一体、中央に向かって動いている敵が二体。戌意の観察通りなら、動かないのがリーダー格の喜狼院イチゴ、中央に向かっているのがウラウと夜麻冬隠だろう。

「『石鴉ガーゴイル』で援護します。到とう着ちやくは接敵から二十秒後にセット。津奈戯さんの受け持つ敵を襲おそうので隙すきを逃のがさないで下さいね」

《了解コピー》《コ、了解コピー！》

　両者の了解を受け取り、さてともなむは考える。喜狼院イチゴはどう動くのか。戌意からは知られることを百も承知で、試合序じよ盤ばんは『アクティブソナー』を絶やさないように、と言われている。

　ソナーの使用可能回数は限界までポイントを割わり振っても五回。

　自分が相手を探っていることを知られるよりも、相手の居場所を知ることの方がより重要だと戌意は言った。

「ここからだと、ちょっと二人の姿が遠すぎるかしら……。スキル使用、『遠視』。対象は刻導イミナ」

　デジタルウィンドウがもなむの手元から浮かび上がり、定点カメラの映像が幾いくつか映し出された。接敵はもう間もなくと判断したもなむは、幻獣型情報体デジタルキメラを召しよう喚かんする。

「スキル使用。『石鴉ガーゴイルレベル５』──召喚！」

　小型重力操作装置グラビテイ・コントローラーと銀星結晶マーキユリーサイトを核かくとして伝説上の怪かい物ぶつが姿を現す。つるりとした石造り、白黒綾模様モザイクの空飛ぶ悪あく魔ま。

「目標。文橋津奈戯の護衛。開始時刻、文橋津奈戯の接敵二十秒後。行って」

　一声嘶いなないた石鴉ガーゴイルが羽ばたいた。ほぼ同時に、ラケシスのアナウンスが響ひびく。

《喜狼院学園及び夜見都学園、接敵。近接戦せん闘とうが開始されます》

　その言葉により一層の用心と注意深さで、もなむは戦いの様子を眺ながめだした。







　着地した足場は、思っていた以上に安定性が良い。これなら落ちる不安はない、と胸を撫なで下おろしたイミナは津奈戯と共に喜狼院学園の二人と接敵した。

　迷わぬよう、最初から決めていた。イミナは補助役であろう夜麻冬隠を、津奈戯はエースと睨にらんだ喜狼院ウラウを狙ねらう。ただし津奈戯は基本的に防戦、隙があれば討つが隙がなければ現状維い持じ。

　戌意の立てた作戦は極めて妥だ当とう、悪く言えばありきたりのものだ。

　戌意曰いわく、「最初は中央のラインを走ろう。で、状況次第で素早く上下どちらかへ是ぜ正せいする」……例えば裏をかいて本来のエースが夜麻冬隠であれば、イミナと交代。とにかく、一刻も早く二対一という配置にする。

　無論、相手もそれを狙っているはずだ──。




「はああああああああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、イミナが夜麻冬隠へ突つっかかる。夜麻冬隠の武器は大おお盾たて〝ビッグシスター〟──防ぼう御ぎよ型『幻影穿装イマジネイル』。

「いきます！」

　礼れい儀ぎ正しい夜麻冬隠の叫さけび。イミナは靴を操作して跳ちよう躍やく、素早く背後へと回り込もうとする。だが夜麻冬隠は慌あわてず、落ち着いた様子で体をぐるりと回転させた。

　イミナは奇き襲しゆうが躱かわされたことにも怯ひるまず、猛もう然ぜんと突っかかる。

　颶ぐ風ふうの如ごとき連撃を、冬隠は必死に堪こらえる。

「やだっ……強い……！」

　夜麻冬隠の悲痛な叫びを聴きき取ったのか、ウラウがフォローしようと動く。しかし、それを津奈戯が抑おさえる。

「行かせない……!!」

　だが、ウラウは津奈戯を一いち瞥べつしてせせら笑って叫ぶ。

「止められるものなら、止めてみやがれぇ！」

　相変わらず甘ったるいのに、その声には奇き妙みような迫はく力りよくがあった。だが津奈戯は怯むことなく双そう剣けん〝燕蜂刺イエンフエンツー〟で受け止める。

　大剣の一いち撃げきは重量感溢あふれる衝しよう撃げきを追加してくる。受け止める度たびに、Ｄdigital受容体を介かいして、情報を与あたえられた脳が奇妙な感覚に痺しびれた。

　津奈戯は一対多の経験が多い分、防御面においてはイミナ以上に優すぐれている。一対多というと、相手を出来るだけ迅じん速そくに始末し得る攻こう撃げき力も必要だが、多数の攻撃を順序よく捌さばく防御力の方がより強く求められる。

　一対一で防戦に徹てつするならば──津奈戯は一流といえるだろう。

「このっ……!!」

　ウラウの『幻影穿装イマジネイル』は戌意が使った銃槍ガンランスの発展系武装の一つ狙撃斧スナイプアクス。名めい称しようを〝ブラッドレフトフット〟。狙そ撃げき用ライフルと巨きよ大だいな斧おのを模した刀身を持つ豪ごう快かい極まる武装。槍やりほど長くはないが太刀たちより遥はるかに長く、刀身とほぼ同じ長さの柄つか。刀身が黄金色に光っているのは、独自のカラーコーティングだろう。

　その攻撃は大おお雑ざつ把ぱではあるが、苛か烈れつだった。ひたすら同じ場所を殴なぐっていたかと思えば、急に足あし下もと目め掛がけて斬きりつける。

　大雑把さとトリッキーさ、その二つがウラウの武器だと津奈戯は看破する。

　そして接敵から、二十秒が経過した──。

「く、石鴉ガーゴイル……!!」

　レベル５。ポイントを配分すれば最高でレベル９まで上げられるが、それに掛かるポイントを考こう慮りよすると、些いささか現実的ではない。レベル９まで上げようと石鴉ガーゴイルは所しよ詮せん、初級ランクのモンスターだ。

　レベル５は一流の選手プレイヤーでも一撃で滅ほろぼせるほどに弱くはなく、ポイント配分もそこまで重い負担ではない、絶ぜつ妙みようなレベル。言うまでもなく、戌意の指示である。

　石鴉ガーゴイルは宙空から一気に襲しゆう撃げき、ウラウを攻せめる。隙が出来た、と津奈戯が双剣を乱らん舞ぶさせて躍おどりかかった──その刹せつ那な。

　飛来した銃じゆう弾だんが、石鴉ガーゴイルの弱点である核コアを打うち砕くだいた。ＨＰヒツトポイントを一いつ瞬しゆんで〝ゼロ〟にする。

　悲鳴と共に、石鴉ガーゴイルの姿が消えて銀星結晶マーキユリーサイトが床ゆかに転がった。

　津奈戯は絶句する。レベル５の石鴉ガーゴイルを一撃で仕留めた。ライフル型の『幻影穿装イマジネイル』とはいえ、この距きよ離りでただ一発など常人の仕し業わざではない。




「喜狼院イチゴ……!!」

　もなむは慌てて『アクティブソナー』により、座標を確認。少しずつではあるが前線へ前線へと、イチゴがせり出している。だが、それでもその射程は凄すさまじい。

「二人とも、そこだと喜狼院イチゴの狙撃が来るかもしれない。後退できる？」

《無理です！》《無理！》

　だよねえ、ともなむは嘆たん息そくして迎げい撃げき手段を探る。

「石鴉ガーゴイルを再召喚して、イチゴを攻撃させる。召喚が可能になるまで、あと三十秒。それまでは、『シールドバリア』を張るけど、あまり期待しないでね」

《了解コピー！》

　前衛二人の声が揃そろう。

　後衛の補助スキルとしては初歩の初歩。防御力を向上させるのではなく、ダメージを削さく減げんする盾を作る『シールドバリア』。前衛二人が軽戦士ライトフアイターなために、必ひつ須すともいえるスキルだった。

　石鴉ガーゴイルのような初級ランクの幻獣型情報体デジタルキメラはスキルの使用回数が多く、再召喚までのチャージ時間が極めて短いというメリットがある。中級ランクだと、大雑把に一試合五回程度の再召喚、二分のチャージ時間が必要となる。カスタマイズなどを施ほどこした上級ランクであれば、召喚回数はたった一回か、よくて二回だ。比ひ較かくすると、石鴉ガーゴイルならば何と十回の再召喚が可能となる。

　焦しよう燥そうを抑えて三十秒を待つ。その間に、『シールドバリア』で仲間二人を補助する。少なくとも一撃で即そく死し、という最悪の事態は防げるはずだ。

　とはいえ、喜狼院イチゴの狙撃があっさり状況を覆くつがえしたのは確かだった。




　ウラウが笑い、追つい撃げきを仕し掛かけようとした津奈戯を迎むかえ撃うつ。イミナのフォローどころではない。津奈戯は一歩後退して、ウラウの狙撃斧を双剣で捌く──だが。

「ドゥララララララララララ────!!」

　ウラウは狙撃斧スナイプアクスを執しつ拗ように津奈戯の脳天目掛けて叩たたきつける。双剣を交差させてそれを防いだ津奈戯は何の躊ちゆう躇ちよもなく、無防備なウラウの腹部に蹴けりを入れた。なのに、ウラウは全く頓とん着ちやくしない。

「止まらない……!?」

　ウラウはダメージを受けようが、全く平気な顔で攻撃を繰くり返す。津奈戯のダメージが見る見る内に累るい積せきしていく。繰り返されるウラウの豪ごう放ほうな攻撃は、津奈戯の両りよう腕うでを痺れさせる。

「くっ……!!」

　これ以上後退すれば、イミナのヘルプに行くことはできない。だが、ここに留とどまってもイミナのヘルプどころか、油断すればウラウに食い千ち切ぎられる。




　一方、イミナの方は夜麻冬隠を圧あつ倒とうしていた。以前からの打ち合わせ通り、津奈戯の現状はあえて黙もく殺さつする。しなければならない。自分が相方の動きを阻そ害がいしてしまうなど、絶対にしない。

　しかし圧倒している、とはいっても夜麻冬隠はひたすら守りに徹しているだけだ。おまけに先ほどから嫌いやな予感で、イミナの胸が締しめ付けられている。致ち命めい的てきに何もかもを間ま違ちがえている。




　──このまま進んでいけばまず間違いなく失しつ墜ついするぞ。

　──愚おろかなお前は何も理解わかっていない。

　──その先にあるのは、お前の破は滅めつだけだ。




　囁ささやかれている。誰だれが言った言葉だったか──耳の痛いことを告げるのは、悪魔ではなく天使の仕業。悪魔は、全てを肯こう定ていしてくれるだろうが……それは偽いつわりだ。

　問題は、天使のアドバイスは限りなく曖あい昧まいなことだ。この先の破滅を防ぐには、どうすればいいのかがイミナは分からない。

　悩なやんだのは、数秒に過ぎない。

〝……いいえ。今はただ、攻めるだけ！〟

　イミナは一層果か敢かんに攻める。夜麻冬隠は呼吸を整えながら、ゆっくりと状じよう況きようを支配していく。

　喜狼院イチゴは二人にソナーの残り秒数を伝えた。残り時間は十秒。華々蓮もなむが使用しているスキル『アクティブソナー』は二秒ごとに座標を更こう新しん、一分間経たつと効果が消失する──その消失まで、残り十秒。

　連続してスキルを発動させるとしても、数秒以上のタイムラグがある。ファンタズムとは、そのたった数秒を摑つかみ取るための戦いだ。

《じゅんびは、いい？》

《こぴー》

《こぴー！》

　ふわりとした思念が脳のう裏りを過よぎる。両足に力を籠こめ、イチゴは低く唸うなった。

　十・九・八・七・六・五・四・三・二・一────────。

「ゼロ!!」

　喜狼院イチゴ・喜狼院ウラウ・夜麻冬隠──喜狼院学園側の三人が、一いつ斉せいに動き出した。

　一手。イミナと戦っていた冬隠による広域無差別攻撃スキルが発動する。

「スキル……『ビビッドグレイカーテン』！」

　途と端たん、冬隠を起点としてステージ全てに灰色の幕カーテンが広がった。

「く……何ですの、これ……!?」

《スキル『ビビッドグレイカーテン』使用を確認。これより一部区域が視界を約五十パーセント妨ぼう害がいする煙えん幕まくで覆おおわれ、同時にソナー・遠視などの探知スキルと無線による通信を禁止します》

　煙幕はさして濃こいものではない。しかし、探知と無線通信を封ふうじられた状態での連れん携けいは通常より遥かに困難が倍増する。

　……もっとも、それは向こうも同じだ。

　これはそれぞれが一対一で戦いたい、という意思表示だろうとイミナは考える。

「なら、敗北まけてなどやりませんわ」

　喜狼院姉妹たちの連携をこそ恐おそれていたイミナは瞬しゆん間かん──わずかに安あん堵どした。

《すいっち！》

　二手。他者には届かぬ声を合図として、冬隠は瓦が礫れきから飛び降りた。

「……え……？」

　イミナが慌あわてて、冬隠が降りた場所へと駆かける。だが姿は見当たらない。逃とう亡ぼうしたのだろうか？　混乱した思考は、そのまま反応の遅ち延えんに直結する。

「あははははははははは!!」

　背後からの殺意を知覚するのが一瞬遅おくれた。振ふり向けば、喜狼院ウラウが狂きよう喜きの笑みと共にこちらに突とつ貫かんしていた。

「ぐっ……な、に……!?」

　飛び込んできたのは狙撃斧スナイプアクスを手にしたエース、喜狼院ウラウ。津奈戯と戦っていたはずの彼女は、いつのまにかイミナの背後に回り込んできた。出で鱈たら目めな速度で津奈戯の戦せん闘とうから離り脱だつし、『アクティブソナー』が停止──再起動させるわずか数秒をものにして、奇き襲しゆうを仕掛けてきたのだ。
















〝有り得ませんわ!?　どこをどうやったら、そんな連携が可能になりますの!!〟

「ここはあたしたちの世界なんだってばぁ……!!」

　そんな戯ざれ言ごとを呟つぶやきながら、ウラウは出鱈目な勢いで狙撃斧スナイプアクスを振り回す。

　飛び込んできての唐から竹たけ割わりから胴どう薙ぎ、繫つなぎ技にローキックを差し込み、野や獣じゆうのような動きでイミナを翻ほん弄ろうする。ＨＰヒツトポイントの減少は緩ゆるやかであるものの、こちらの技はなかなか相手を捉とらえきれない。

　そして、そこへ何ともう一人が襲おそい掛かかってきた。

「……!?」

　躱かわしきれず、直ちよく撃げきを喰くらうイミナ。ＨＰの残存は早くも七割に到とう達たつした。有り得ぬ一撃を喰らわせたのは、喜狼院イチゴ。

　使用している武器は先ほど冬隠が使用していた大おお盾たて〝ビッグシスター〟。

〝噓うそ、どうして……!?〟

　イチゴは自じ陣じんの近くに待機して、狙そ撃げきと指揮を行っていたはず。こちらもまた、ソナーの間かん隙げきを縫ぬってやってきたのか。

　出鱈目極まる連携と反射速度。今のイミナには、到とう底てい手の届かぬ領域──!!




　イミナはたたらを踏ふんで後退する。ここに喜狼院の二人がいるということは、津奈戯の体が空あいたはずだ。彼女ならば、直ただちに応おう援えんに来てくれるはず……！

　二人の同時攻こう撃げきを、間かん一いつ髪ぱつで凌しのいだイミナは、ひとまず守りを優先することにした。

　尽じん鏡きよう流は捨身の攻撃にて相手を仕留め、守りの技にて主あるじを護まもる。それが尽鏡流の基本であり、一対多といえどもその本質に揺ゆらぎはない。

　だが、真しん剣けん勝負において二対一、というのは想像以上の精神力を酷こく使しする。必要なものは身体能力よりもむしろ純然たる経験だ。例えば、津奈戯なら二人が相手でも自分を保たせることができる。戌意であれば四人を相手取って戦い続けた経験すらある。

　それは経験を積み重ねたことによって培つちかうことのできる分ぶん析せき力だ。誰を相手にして、誰を回かい避ひし、誰を牽けん制せいして、誰を優先すればいいのか、これを一秒以下の思考で判断することばかりは経験を積むより他ない。

　だがイミナはその経験が絶対的に足りない。一対一であれば、経験よりも気き迫はくが勝まさる。けれど二人が相手では、一方的に打ち込まれるだけだ。

　イチゴに攻撃を防がれたところに、巨きよ大だいな斧刃ギロチンが襲い掛かる。イミナの側面に位置していたウラウはスキル『全力撃』を追加した〝ブラッドレフトフット〟でイミナの首を薙ごうとした。背面から首に斧刃ギロチンを叩き付ければ、『全力撃』の追加ダメージも含ふくめて致ち命めい傷しようだ。

　尋じん常じようならざる殺気。死んでも何とも思わないというのは、決して偽りではない。ファンタズムにおいては『重力操靴グラヴイシユテイ』以外にも〝死〟がそこら中に転がっている。

『全力撃』などのスキルを加えた一撃などで起きるＨＰヒツトポイントの急激な減少は、Ｄdigital受容体を通じて許容量を超こえる痛覚信号を全身に送る。結果、その痛みに心臓が耐たえ切れずにショック死する可能性がある。なおこの場合、当然ながら事故として扱あつかわれる。

　しかしウラウの殺気は、この時に限っては余分なものだった。

「────────」

　溢あふれる殺意に、イミナの肉体が自動的に動く。これは経験ではない、才能の一種ではあるが、これは後天的に得られるものであり、必要なのは意志だった。

　即すなわち、生きることを誰より乞こい願う心。〝自殺世代アポトーシス・エイジ〟であり、〝自死症候群アポトーシス・シンドローム〟に罹り患かんしている刻導イミナは、誰よりも生きることを願っていた。

　視界が絞しぼり込まれ、混乱や恐きよう怖ふ諸もろ共ともに感情が棚たな上あげされる。自分という引き出しから、生きるために必要なものが何かを一つ一つ抜ぬき出し、結論を出す──即そく座ざにそれを神経に叩き込む。

　首を動かすだけで回避することはできない。体を大おお仰ぎように動かして回避できても、次に襲い来るどちらかの一撃には耐え切れない。故ゆえに、今必要なのは紙一ひと重えの回避とそれに繫げるための〝浮ふ遊ゆう〟。

　お辞じ儀ぎをするように、イミナは喜狼院ウラウの斧刃ギロチンを回避する。その勢いを殺さず、イミナは地面を両足で蹴けった。必然、慣性によってイミナは逆さになる。同時に踵かかとを打ち合わせ、重力の方向を変化させる。

　イミナは、空へ向けて〝落下〟した。胃いの腑ふがでんぐり返るような薄うす気き味み悪わるさ、果ての見えない蒼そう穹きゆうに失墜する。

　浮遊する瓦礫がどんどん遠くなっていく。

「イミナさん！」

「ここです！」

　馴な染じみ深い声に反射的にそう叫さけんだ。声が功を奏したのか、空へ向けて失墜していたイミナを、スタート地点からすっ飛んできた華々蓮もなむが捕ほ獲かくした。

　抱だき留とめられて、イミナの混乱もようやく収まった。

「もなむさん、つなちゃんと合流しましょう」

「ええ、そうしま──」

　喜狼院イチゴが、弾だん丸がんのように襲い掛かってきた。二人に向けて突つき出された大盾〝ビッグシスター〟による体当たり。

　単純かつ凶きよう悪あくな攻撃手段に、イミナともなむはたまらず吹ふっ飛ばされた。

「ここで、終わらせてやる……!!」

　イチゴが叫ぶ。

　イミナは〝ブレイゼル〟で斬きりかかるが、イチゴの〝ビッグシスター〟は問題なく、その一撃を防いだ。

　もなむはイミナに追つい随ずいすることなく、冷えた思考でステージを見回す。『遠視』の使用は、先ほどの『ビビッドグレイカーテン』で不可能だ。そして、この大空から肉眼で見えるものなど、たかが知れている。

　……幾いくつか引っ掛かる点がある。

　まず、ここに居るのは喜狼院イチゴ。武器は大盾〝ビッグシスター〟。だが、これは先ほどまで冬隠が所持していた『幻影穿装イマジネイル』のはずだ。同じ武装をしていた、という可能性は有り得ない。

　何故なぜなら、イチゴはもなむの石鴉ガーゴイルを狙撃している──盾を所持することで使用可能なスキルでは、あんな攻撃手段は存在しない。

　先ほど逃亡した冬隠と武器を交こう換かんしたのか。では、彼女はイチゴの武器を持ってどこに向かった？

　ちりちりと思考のそこかしこに、澱よどみのように嫌いやな点があった。そしてもう一つ。

　喜狼院ウラウは、こちらを追いかけてこないのか？　もし津奈戯の下へと向かうのならば、自分がフォローしなくては──いや、ダメだ。

　今いま更さらながら、もなむはこの状じよう況きようの不味まずさを理解した。

「……しまった、動けません」

　イミナが抑おさえられている以上、もなむが単独で向かうのは自殺行こう為いだ。臆おく病びようからではない。純然たる事実としてそうなってしまう。

　かといって、このイチゴはもなむが加わったとしても〝ビッグシスター〟で攻撃を防ぎ続けるだろう。

　勝ちはしないが、敗北もない。もし、津奈戯が冬隠とウラウという前衛二人に襲われたならば、間ま違ちがいなく不利になる──だが、逃にげる訳にもいかない。二対一という状況は逃亡すら困難にさせる。

　連携を分断され、追い込まれている。

〝どうする？〟

　まずは石鴉ガーゴイルの再召しよう喚かん。ここからもっとも離はなれた敵を襲う、自動索さく敵てきモードで追つい尾びさせる。だが、これでは足りない。

　もなむは静かに、思考の海へと自身を沈しずめた──許される時間は、十秒もない。数秒で対応策を考え、数秒でそれを実行しなければ。
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　冬隠がスキルを発動させる直前、不意に喜狼院ウラウが顔を歪ゆがめて大きく後退した。後になって考えると、それは〝戦術〟だったのだろう。

　しかし、そのときの津奈戯にとっては千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。イミナと離れることになるだろうが、もなむを介かいしての通信も可能だし、夜麻冬隠を相手に比ひ較かく的てき有利に戦いを進めているようだ。

「そらそら！　来られるものなら来てみな、この便所女！」

　ウラウの挑ちよう発はつに直感ではなく、有利な材料と幾許いくばくかの怒いかりを持って津奈戯は踏み込むべきだと判断した。そしてそれが、仇あだとなった。

　ウラウが中央の瓦礫から自陣に近い瓦礫へと跳ちよう躍やく。当然のように、津奈戯はそれに追い縋すがる。踏み込こみは一いつ瞬しゆん。『重力操靴グラヴイシユテイ』の力も借りて、わずか二秒で二十メートルもの距きよ離りを飛び、ウラウに肉にく薄はくした。

「貰もらった……!!」

　喜狼院ウラウがクスリと笑った。その笑みを見た瞬しゆん間かん、津奈戯の全身を正体不明の悪お寒かんが走り抜けた。

《スキル『ビビッドグレイカーテン』使用を確認──》

　ラケシスのアナウンスと同時、ウラウは浮遊する瓦礫からその身を放り出した。せめて一ひと太刀たち、と津奈戯は咄とつ嗟さの判断で遠距離攻こう撃げきスキル『星戟シン・ジー』を放った。

　放たれた蒼あおい斬撃がウラウに直撃する。だが、その斬撃に悲鳴すらも上げずにウラウは瓦礫から落下。自陣に向けて、逃げていった。

「待て！」

　追つい跡せきを開始する。ここで前衛のエースを仕留められれば、文句なくこちらの勝利が確定。と、文橋津奈戯の背筋に、わずかな悪寒が走る。仲間との合流を図はかった方が無難だろうか、と考えるがすぐにそれを否定した。

〝ダメだ。この状況でイミナに負担を掛けてはいけない〟

　自分ならば、二対一でもある程度拮きつ抗こうすることは可能だ。イミナには、冬隠を倒たおすことに専念して貰おう。

〝だけど……いや、何か……〟

　直感で得た違い和わ感かんは経験という名の毒に押し流されていく。ウラウを追い、自身も浮遊する瓦礫から跳躍した。

　ステージ中央付近からやや外れた場所にある浮ふ遊ゆう瓦が礫れきの小さな山。そこへ着地し、逃げるウラウを視認──追いかけようとする。




　奇き襲しゆうを仕し掛かけられたのは、その時だ。




「な──!?」

「イァァァァァァァァッ!!」

　一瞬、思考が空白状態ブランクに陥おちいる。それも無理からぬことだろう。されど、津奈戯とて歴戦の勇士。思考はなくとも、肉体が自動的に反応する。

　双剣を交差させ、狙そ撃げき槍やり〝バレットライトフット〟による唐から竹たけ割わりを受け止めた。だが、受け止め堪こらえることしかできない。孤こ独どく感と奇襲による混乱が絡からみ合い、津奈戯はただただ必死だった。

　何者か、と誰すい何かするまでもない。髪かみ型がたから判断するに、彼女は喜狼院姉妹の姉。

　喜狼院イチゴだ。彼女はにんまりと嗤わらって告げる。

「……無ぶ様ざまね」

　無様で結構、と津奈戯は怒りを抑よく制せいする。イチゴがバックステップで退しりぞいた。

　津奈戯は退ひけない。この瓦礫は小さく、一歩後ろに退さがれば落下するかもしれない。その可能性が、津奈戯のフットワークを縛しばっている。

「──イァァァァッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共にイチゴが身を屈かがめ、大地を這はった。四足歩行の獣けもののような体勢のまま、狙撃槍を右手に握にぎって豪ごう放ほうに薙ないだ。

〝脛すね斬ぎり……!!〟

　本来、敵の脛を切断するべく生み出された必殺の技。ファンタズムであったとしても、そのダメージは片足を使用不可能な状態に陥おとしいれる。機動性が失われた時点で、津奈戯の敗北は決定する。

　津奈戯に許される回かい避ひ方法は三つ。後ろに逃のがれるか、跳躍するか、前に出るか。津奈戯は跳躍を選んだ。踏ふみ込む勇気はなく、後ろに逃れるのは愚ぐ策さくだと考えた。

　しかし、それはこの通信断絶と極めて狭せまい足場という悪状況で誘ゆう導どうされた思考。イチゴの方は、津奈戯が跳躍すると読んでいた。

　イチゴは呼吸を止めて、脛斬りを中ちゆう途とで停止させた。地面についていた手を勢いよく弾はじいて、体勢を強引に立て直す。右手には狙撃槍〝バレットライトフット〟。イチゴが息を鋭するどく、小さく、吸い込んだ。右みぎ腕うでの筋肉が絞り込まれる。

　脛斬りからこの行動に至るまでに必要な工程を一秒未満で駆かけ抜ぬける。

　イチゴは決して、そこまで理解した上でこの技を放った訳ではない。彼女はただただ、津奈戯の足止めをするためにひたむきだった。

「ガッ……!?」

　右腕による渾こん身しんの刺し突とつ。イチゴの背筋に歓かん喜きが[image: 迸]ほとばしる。津奈戯はたまらず吹き飛ばされた。

　それでもただの一いち撃げきで意識を喪うしなうほど、文橋津奈戯はヤワではない。手にした双剣を瓦礫に突き立て、落下を防ぐ。




　だが、この喜狼院イチゴは努つとめて冷静だった。何の躊躇ためらいもなく、彼女は津奈戯の顔面に蹴りを叩たたき込んだ。津奈戯はたまらず、瓦礫から吹き飛ばされて姿を消した。

　追跡はしない。ここから追跡するとなると、時間が掛かかるかもしれない。彼女は死に体までいかずともしばらくは戦せん闘とう不能。それよりは残り二人を攻こう撃げきして、タイムアウトを取らせないように追い込むべきだ。

　そこに、妹から通信が入った。

〝ねえさん。しとめた？〟

〝あしぎり、しばらくうごけない〟

　無線通信ではなく、直じかに脳内に響ひびく声。喜狼院姉妹は『共感機能テレパシー』を有している。驚きよう嘆たんすべきことに、これはデジタル的なものではなく、彼女たちが生まれつき有していたものだ。

　幼い頃ころは、ただ漠ばく然ぜんと姉妹の感情が脳に響くだけだった。喜び、哀かなしみ、痛み──強く、そしてありふれた感情が。

　それを意識的に鍛きたえることによって、感情だけでなく単純な思考ならば伝達可能になった。だが、姉妹はそれを自分たち以外には決して明かさないと誓ちかった。珍しいものは奪われる。この共感機能は恐おそらく世界で自分たちしか使えない──というほどのものではないだろう。けれど、稀き少しよう価値がある力なのもまた確かだ。

　世界情勢を鑑かんがみるに、自分たちの価値はそれなりにある、ありすぎる。姉妹は研究所に連れて行かれる自分を想像した。脳を弄いじくり回され遺伝子を採取され、挙げ句に子を孕はらまされて、この機能が継けい承しようされるかを確認される──。

　妄もう想そうかもしれない。

　限りなく現実に近い推測なのかもしれない。

　……それが判断できない以上、彼女たちは動くことを是ぜとしなかった。そして今、遂ついに彼女たちは自分たちの能力をフルに発揮する機会を得た。

　無論、偶ぐう然ぜんではない。喜狼院姉妹はこのステージで劇的な勝利を収めるために、全身全ぜん霊れいを絞しぼり尽つくしている。

〝つぎ。しゅうごう。さんにんでしとめる〟

〝こぴー〟

　喜狼院イチゴは跳躍。『重力操靴グラヴイシユテイ』を全開に起動させ、夜麻冬隠のスキルによって薄うす灰色のカーテンに覆おおわれた中央エリアへと向かった。

　もう少し、もう少しで勝てる。

　約束を果たすことができて、自分たちはまた一歩進むことができる。

〝大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ。冬隠。冬隠の戦術通りに追い込んでる！　あたしたちなら、絶対に勝てる……！〟




　彼女たちは確かに夜見都学園を追い込んだ。

　だがしかし、喜狼院姉妹が見誤っているものが二点存在する。

　一つは文橋津奈戯がこの戦いに懸かける執しゆう念ねんであり、

　今一つは──。




「──うん。迎げい撃げきしちゃいましょう」

　華々蓮もなむの、〝才能〟である。







　華々蓮もなむは自身のスキルを振ふり返る。

　今回、もなむが選せん択たくした魔ま法ほうスキルは『アクティブソナー』×５『パッシブソナー』×５『遠視』×10『召しよう喚かん：石鴉ガーゴイルレベル５』×10『召喚：石兵ゴーレムレベル３』×５『イエローボール』×50『シールドバリア』×10──それ以外は、速度と防護に割わり振った。

　魔法使いとしては必要最低限のスキル群。今回は司令塔として頭を働かせなければならないため、余分なスキルを省いたためだ。

　消えた文橋津奈戯、二人が襲おそい掛かってきたと混乱するイミナの報告。それを以もつて、華々蓮もなむは戌意と練り上げた戦術全てを捨てることにした。

　彼女は惜おしまない。勝つための努力を惜しまないことは無論、その努力を捨てることさえ惜しまない。生きるために何より大切なものが何かをよく理解している彼女は、自殺世代アポトーシス・エイジでありながら最も『死』から遠い人物でもある。

〝となると、ここに居るのも読まれているかも〟

　もなむは先の野々村の挙動を思い出していた。喜狼院姉妹は目も醒さめるような美少女であるが、野々村の視線は何とも奇き妙みようなものだった。美少女だから見み蕩とれているのかと思えば、そうでもない。視線を合わせると、どこか気まずげに目を逸そらす。

　……広報というポジションである以上、同年代の少女たちと交流する機会は幾いくらでもあるだろうに、あの視線は何かが違ちがっていた。

　あれは疚やましい目だ。自分たちから目を逸らしたのは、公平さを欠いたことへの罪悪感。

　野々村とは少しばかり話しただけだが、良くも悪くも有能な広報であり、善悪の基準は利益や損益などでよく揺ゆらぐ普ふ通つうの人間である。

　そんな人間だから、「無む垢くなる善人」の前では目を逸らす。それが彼の犠ぎ牲せい者しやならば、なおさらだ。

　野々村は不正を行った……ただし、大それた不正ではない。ちょっと便べん宜ぎを図った、あるいはほんのちょっとだけ有利にした、その程度だろう。

「お待ちなさい！」

　切り結んでいたイミナが叫さけんだ。だが喜狼院イチゴは薄ら笑いを浮うかべながら、即そく座ざに中央エリア──未いまだ灰色のカーテンに包まれた場所へと退ひいていく。イミナは当然、それを追いかけようとしたが、もなむがそれを阻はばむように抱だき締しめた。

「はいストップ～」

「ひゃぅ、もなむさん!?」

「イミナさん、よく聞いてくださいね」

　もなむはイミナを抱いたまま、穏おだやかな声で囁ささやいた。それはパニックに陥おちいっていたイミナが冷静さを瞬しゆん時じに取り戻もどすだけの、奇妙な説得力があった。

「は、はい」

　こくんと頷うなずく彼女の頭を撫なでて、もなむが言う。

「今からイチゴさんを追いかけて中央エリアに向かった後、私たちは襲われるので、全力で逃にげます」

　目をぱちぱちさせるイミナにくすりと笑いかけ、もなむは周囲を見回した。

　仮に自分たちが完かん璧ぺきに追い込まれているとすると、津奈戯は脱だつ落らくしたか脱落に近い状態なのかもしれない。とはいえ、ラケシスがまだ脱落を明言していないから希望は残されている。

　だが戌意にも再三言われていた通り、三対二は危険過ぎる。そして、狙ねらい目だと推測していた夜麻冬隠の存在も引っ掛かる。

　もなむはイミナと共に、イチゴが逃げた中央エリアへと舞まい戻った。灰色の幕はゆっくりとだが薄れ始めている。それでも視界は悪い。そう、こんな場所に居れば間ま違ちがいなく襲われる。

〝問題はどこに、いつ逃げるかだけど……〟

　どこに逃げるか、の答えはすぐに出た。問題はいつ逃げるかだ。

「イミナさん。襲われることは確定しているので、逃げるのは一いち撃げき喰くらった後です」

「は、は、はい？」

　先ほど以上に理解不能な発言に、イミナの目がきょとんとする。こんな状じよう況きようにも拘かかわらず、無む性しように愛らしいともなむは思った。

「もうすぐ、向こうの三人が襲い掛かってきます。私とイミナさんはそれを全力で受け止めて、観察してから逃げます」

「はえ、観察？」

「はい。観察です。観察は大事ですよ？　イミナさんは瞬まばたき一つせず、可能な限り状況を記き憶おくして下さい。それから──」

　もなむがイミナにその次の行動を伝えると、彼女はまた驚おどろいた。その顔に、かつて戌意が呟つぶやいた「イミナには才能がありすぎる」という言葉をもなむは思い出した。

　……この驚いた顔が見られるのも、あとわずかだろう。

「よろしいですか？」

「……分かりました！」

　やるべきことが定まったせいだろうか、イミナは小気味よい返答と共に大たい剣けん〝ブレイゼル〟を構えた。

　もなむは彼女の背後を守るように立ち、もう一度『シールドバリア』を張った。一撃程度なら耐たえ切れる──かもしれない。

　一撃で敗北まけてしまう可能性と、その一撃に耐えて打開策を講じる手て掛がかりを見つける可能性。

　もなむは当然、後者に全てを託たくす。ここには負けに来た訳ではない。死なない程度の苦痛ならば恐れはしない。

〝イミナさんは生きるために。津奈戯さんはイミナさんと共に歩むために。私は──〟




　思考を止めた。イミナの声が高く響いた。

「……来ます！　こちら二人！」

　もなむは慌あわてて『幻影穿装イマジネイル』を構えた。イミナの言葉通り、薄くなった灰色の幕を突つき破やぶり、黒い人ひと影かげが飛び出した。

　えいっと慣れない掛け声を発して、もなむは杖つえで受け止める。大盾〝ビッグシスター〟をぶつけるように突き出した喜狼院イチゴが、奇き襲しゆうの失敗に驚きよう愕がくの表情を浮かべている──その表情をもなむは事細かに記憶した。

　背後のイミナもまた、〝ブレイゼル〟できちんと二人の攻こう撃げきを受け止めていた。尽鏡流は捨身の一撃と同時に、守りの技も伝えられている。

　二人同時に襲い掛かられた場合、両方の攻撃が完全に必殺の急所を狙うということはまずない。二人が同時に首を狙う、心臓を狙うということはないのだ。立場や技量、状況に応じて必ず格上が急所を狙い、格下がそのフォローに走る。

　イミナに襲い掛かった夜麻冬隠と喜狼院ウラウ。夜麻冬隠の武装は狙撃斧スナイプアクス『ブラッドレフトフット』、喜狼院ウラウの武器は狙撃槍スナイプランス〝バレットライトフット〟──。

　夜麻冬隠が首を刈かり、ウラウが脇わき腹ばらに狙いを定さだめた。イミナは脇腹は捨て、首筋の防ぼう御ぎよのみに専念する。幸い、もなむの『シールドバリア』があれば脇腹への一撃程度なら、『幻想守殻ドレス』の防御力も含ふくめて打うち倒たおされることはない──はずだ。

　そんな計算は一いつ瞬しゆんだった。計算というよりは本能に刻まれたような思考と共に、イミナは行動する。

　首筋を〝ブレイゼル〟でガードし、腹部にありったけの力を籠こめた。

「く、ぅっ……!!」

　耐えた。耐えきった。ＨＰヒツトポイントは半分を切ったものの、イミナはなおも意い気き軒けん昂こうだった。

　だが、もなむの指示も忘れてはいない。

〝記憶……！　然しかる後に、逃とう走そう……!!〟

「はあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　夜麻冬隠とウラウを牽けん制せいするように、イミナは咆ほう吼こうした。怯ひるむことはなくとも、眼前で絶ぜつ叫きようされた人間は、瞬間的に硬こう直ちよくする。

　そのわずかな隙すきを突いて、イミナともなむは『重力操靴グラヴイシユテイ』で空へ向けて失墜した。

　一瞬の遅おくれを伴ともなったものの、敵三人は当然のように追つい撃げきする。晴れかかっていた霧きりを吹ふき飛ばし、もなむとイミナは一瞬でステージから更さらなる高度へと到とう達たつした。

《──ステージアウトを確認。華々蓮もなむと、刻導イミナはテンカウント以内にステージに戻ってください》

　ラケシスの淡たん々たんとした声が響ひびく。




　喜狼院姉妹もまた、ステージ外の領域に踏ふみ込んで追い縋すがろうとした。テンカウント以内に二人を痛めつけ、自分たちだけがステージに戻れば勝利する。『ファンタズム』の試合では、さほど珍めずらしくない決着方法である。

　しかし、もなむは彼女たちが自分たち同様にステージアウトした瞬間、声高らかに宣言した。

「──タイムアウトします」

　通常、タイムアウトは戦せん闘とうの最中に宣言することは不可能だ。特に前回の審判情報体ジヤツジメントであるクロトと異なり、ラケシスは練習試合であっても厳密にタイムアウトの線引きをする。

　しかし、片方だけならともかく、両チームがステージから離り脱だつしてしまったなら話は別だ。ラケシスはこの場合、戦闘よりも両チームがステージアウトした状況を優先する。ステージアウト以降は、厳密に言うと試合の範はん疇ちゆうではない。単なる場外乱らん闘とうだ。

《夜見都学園、タイムアウト。これより五分間の休きゆう憩けいに入ります》

　ぴたり、と喜狼院姉妹と夜麻冬隠の動きが止まる。忌いま々いましげにもなむを睨にらむが、彼女は泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度でのほほんと微笑ほほえみを返した。

「さ、イミナさん。津奈戯さんを探して、作戦会議です」

　イミナはその言葉に小動物のようにこくこくと首を縦に振ると、津奈戯の名を呼よび掛けながら、落下していった。




　　　　[image: §][image: §][image: §]




　文橋津奈戯が最初に考えたことは、〝燕蜂刺イエンフエンツー〟を手放してはいないか、という何とも下らない──でも何より重要な問題だった。

　大だい丈じよう夫ぶ、手の感覚が両手共に握にぎっていることを伝えてくれる。

　痛みは強いが、それより衝しよう撃げきで全身が痺しびれて声が出ない。

「……っ……ぁ……」

　自分が今どこにいるのか、それをようやく自覚する。浮ふ遊ゆうする瓦が礫れきの一つに、体が引っ掛かっている──朧おぼろ気げな思考で、どうにかそれを理解した。

　ぞっとする。

　ここから落下して墜つい落らくするまでに要する時間を考こう慮りよし、自分の痺れがそれより早く解消することはない。『重力操靴グラヴイシユテイ』がセーフモードを起たちあげてくれれば問題ない。だが、先ほどの落下の際に瓦礫に激しく靴を叩たたき付けてしまった。セーフモードがきちんと作動するかは五分五分だ、と津奈戯は判断した。

　つまり……今落ちれば、死ぬ可能性がある。

　呼吸ができないほど苦しい。なのに、この瓦礫から落ちないように全身の力を籠めなくてはならない。自分の軽いはずの体重が、想像以上に重たいことが恨うらめしい。

　津奈戯は死、という言葉が自身に巻き付いたように感じていた。恐おそろしい、何が恐ろしいかって、自分が一切の無価値になるという感覚が恐ろしい。

　呼吸しろ、と己おのれを叱しつ咤たする。口を開く、涎よだれが垂れる、酸素を吸え、弾はずむ心臓を抑よく制せいさせろ、思考は問題ない、あとは死に物もの狂ぐるいになって生きるだけ──！

「かっ……は、ぁっ……」

　できない。酸素を吞のみ込もうとしても、先ほどの胸への一撃が呼吸機能を完全に麻ま痺ひさせている。

　ずるり、と瓦礫から体が滑すべった。落ちる。一秒もしない内に滑り落ちる。刹せつ那な、きっと落下したら楽なのだろうな、と思う。何も考えずに失墜すれば、こんな苦しい想いはせずに済む。そう体は訴うつたえている。

　けれど。




〝ふざけろ、クソが……!!〟




　踏み留まった。

　……ものの本によれば、人間の肉体は思っていた以上に価値がないという。一万円もしない肉体に、価値を吹き込むのは魂たましい以外に存在しない。

　魂が消えてなくなれば、人間は石せつ鹼けん数個分の油ゆ脂しとわずかな炭素とリン程度の価値しかなくなる。

　それは嫌いやだ、絶対に嫌だ、死んでも嫌だ。何故なぜなら、自分はまだ何もしてない。何も成し得ていない。やっと始まったばかりなんだ、やっと大好きな友達と一いつ緒しよに歩き始めることができたんだ。

　死なない。私は死なない。絶対に殺されない。

「……っ、がっ……あっ……！」

　そうして、根性という生なま半はん可かな言葉などでは片付けられない執しゆう念ねんを以て、文橋津奈戯は滑かつ落らくをギリギリのところで踏み留まった。

「つなちゃん！」

　流星のようにイミナが駆かけ寄より、津奈戯の腕うでをしっかりと摑つかむ。津奈戯が目を見開く。

「今引っ張り上げるから……！」

　腕と腰こしをしっかりと摑み、『重力操靴グラヴイシユテイ』で後ろ斜ななめ上へと跳ちよう躍やく。津奈戯を浮遊瓦礫に引っ張り上げた。

「……は、あっ……」

　ようやく呼吸を一つ。途と端たんに、身体機能が復活。

「イミナ……武器を……構えて……」

　絞しぼり出すような津奈戯の言葉に、イミナは笑って彼女の額を撫なでた。

「つなちゃん、大丈夫です。今はタイムアウトを取りましたから……だから、安心して呼吸してくださいませ」

「そう、か……」

　良かった、と津奈戯は安あん堵どの息をついた。




　タイムアウトで許される休憩は五分。そして両チーム、それぞれ一度きりしか使用できない。

　その五分を体力補給に当てるか、戦術の再構築に当てるかはチーム次第。

「すいません、予備の『重力操靴グラヴイシユテイ』を……」

　津奈戯が言い切る前に、戌意が津奈戯の使用しているモデルと同じものを差し出した。タブレットと接続した定点カメラでは、『ビビッドグレイカーテン』のせいで視界は塞ふさがれていただろうに、一瞬で大体の状じよう況きようを把は握あくしたらしい。

「ありがとうございます」

「うん。……さて、もなむ。どうだった？」

　戌意の言葉に、もなむは首を横に振ふった。

「一から練り直さないと、ダメねぇ」

「そうか。悪いな、役立たずで」

「ううん、いいんですよ。さて、イミナさんに津奈戯さん。試合が開始してから何があったのか、私に説明してくれない？」

　もなむの言葉にイミナと津奈戯は自分が目にしたもの、記き憶おくしたもの、感じたものを洗いざらい説明した。

　中でも重要な点が一つ。

「イチゴさんが、二人いた？」

「そういうことになるわねえ」

「喜狼院イチゴが二人、妹のウラウが一人。夜麻冬隠がイチゴに変身したということか」

「夜麻冬隠を弱点だと誤認させ、冬隠を囮おとりにする。こちらが囮に集まったところで、喜狼院イチゴとウラウが一いつ斉せいに襲おそい掛かかる。冬隠もイチゴかウラウに化けることで、それに紛まぎれる」

　夜麻冬隠の実力は、イチゴやウラウに化けられる程度のもの。否、下手へたな振りができる分、その実力は彼女たちを上回るかもしれない。

「つまり、練習風景はブラフだったんでしょうね」

「監かん視しに気付かれてたのか。僕もまだまだだ」

　戌意は頭を搔かいて、申し訳なさそうに呟つぶやく。

「──でも、そうするとやっぱりおかしくなるのよねえ」

　もなむが小首を傾かしげる。小こ悪あく魔まめ、と零視は目を逸そらした。おおよそ女性という女性にまるで興味を持たない（妹イミナは無論除く）刻導零視をして、華々蓮もなむの仕草は恐ろしいほどに蠱こ惑わく的だった。

　自分の妹とその友人がああいう風になるのは、十年の時間が必要か。あるいは永遠に無理かもしれない……そんなことを考えていると、ひんやりとした視線がイミナと津奈戯から送られていた。

「今、兄さんからめっちゃムカつく思念が送られてきましたわ」

「同意する、我が友よ」

「いいから二人とも、華々蓮くんの話を聞いてあげなさい。おかしいこととは何だ？」

　咳せき払ばらいしてとりあえず誤ご魔ま化かす霊視だった。

「うーん……夜麻冬隠さんが真のエースであるなら、野々村さんが推おすでしょうか？」

　零視はもなむの発言の真意が分からず、首を傾げた。戌意だけが、なるほどと納得した。

「『ワルキューレ』の看板として売りたいなら、喜狼院姉妹がエースでなければならない。彼女たちの〝華〟があるからこそ、あの人は『天空人の城塞スカイキヤツスル』を練習に使わせたのだろうし」

「待て。練習に使わせた？　ここをか？」

　零視が驚おどろいて野々村を見る──野々村が目を逸らす。零視が問い詰つめようとするのを、戌意が押し留とどめた。

　津奈戯がなるほどと頷うなずいた。

「それほどまでに、『ワルキューレ』は喜狼院姉妹を推している。……多分、ゆくゆくは違ちがう高校に転校させようと考えているのでは」

「正解だろうね。さっき電話で聞いてみた。案の定、私立朱す雀ざく舞まい女子高校にアプローチがあったみたいです」

「誰だれから聞いたんだ？」

「八や咫た城しろ姉妹の姉の方。忙いそがしいのか、滅め茶ちや苦く茶ちや機き嫌げん悪そうでしたけど……」

　嘆たん息そくする戌意。ちなみに八咫城早苗さなえの機嫌が悪かった理由は、数年ぶりに電話を掛けてくれたと思ったら、挨あい拶さつもそこそこに他所よその女について尋たずねてきた大おお馬ば鹿か者のせいである。

「ともかく、喜狼院姉妹のプロフィールを送っていたのは確かです。そこに夜麻冬隠の話題は昇のぼらなかった」

「切り捨てる、ということですか……？」

「そうなりますよね？　でも、そうなるとやっぱりおかしいんです。夜麻冬隠さんはどうして、この戦いでもリーダーであり続けているのかしら」

　切り捨てられる、ということを分からない訳ではあるまい。『ワルキューレ』が喜狼院姉妹を推したがっているのは明らかだ。

　最初の認識通り、リーダーではない……喜狼院姉妹の手下という役割であれば、切り捨てられることを承知で従っているという線も有り得た。

　しかし彼女が真に有能で、真に司し令れい塔とうとしての役割を果たしているなら話は別だ。

「仮説一つ目。夜麻冬隠は別の目的、あるいは別の高校への編入を狙ねらっている」

　戌意は自分自身、あまり信じていないような口くち振ぶりで仮説の一つ目を告げた。その程度の動機で、この戦いにモチベーション高く臨のぞめるだろうか？　そうは思えない。

「仮説二つ目。『ワルキューレ』側の思おも惑わくはともかくとして、夜麻冬隠は何らかの形でその実力をアピールし、喜狼院姉妹と共に戦う切り札がある」

　もなむがこくりと頷いた。

「多分、そうじゃないかって思います。……その切り札が分かれば……」

　うーんと全員が考え込み始めたとき、一人がぽんと手を叩いた。




「──はい。皆みなさん。私、トリック分かっちゃいました」




　そう言った華々蓮もなむに、全員が驚きの声を上げた。







《タイムアウト終しゆう了りようです。試合を再開します。今回は両者ほぼステージアウト状態で止まっていたので、仕切り直しさせて戴いただきます。各自スタート地点に戻もどって下さい》

　ラケシスの言葉に、夜見都学園と喜狼院学園はそれぞれがスタート地点へと戻った。

　もなむが言う。

「イミナさん、津奈戯さん。いけそう？」

「大だい丈じよう夫ぶ。スキルもセットし直した。いける」

　津奈戯はこくりと首を縦に振ったが、イミナは戸と惑まどった表情でもなむと津奈戯を交こう互ごに見やる。

「で、でも。わたくし、今まで一度たりとも成功しておりません」

　イミナの手を握にぎった津奈戯が言う。

「大丈夫。イミナなら、絶対にやれる」

　イミナの両りよう肩かたにそっと手を置いたもなむが囁ささやく。

「イミナさんは、できる子です」

　それでもイミナは不安でたまらないのか、最終的に視線を戌意と零視に向けた。

　戌意が頷き、励はげますように笑って叫さけんだ。

「大丈夫。君ならできる！」

　それから隣となりで唸うなっている零視を、肘ひじで軽く突つっついた。零視はコホンと咳払いし、防護用フェンスを摑つかんで、イミナを見る。

　零視はさて何を言おう、と妹の顔を見た。子供の頃ころから、いつもそうだった。戸惑い、恐おそれ、おどおどとしながらも、悪態を吐つく自分にしつこくくっついてきた。

〝いざとなったら命を懸かけて兄を守れ〟

　それが父から彼女に与あたえられた命令だったのだろう。幼い頃から、それだけは言い含ふくめられていた訳だ。そんな下らない命令が、今になって呪じゆ縛ばくとなるとは──。

　何を伝えればいいのだろう。

　何を言えば、彼女が解放されるのだろう。言葉一つで、体に染みついたものが離はなれるはずはないと分かっている。分かっているのに、それでも零視は必死になってそんな言葉を探す。

　そんな言葉は、そんな時間は探しても探しても見つからない。

「──兄さん！」

　イミナが呼よび掛ける。ぱっちりとした瞳ひとみに涙なみだなどなく、屈くつ託たくのない笑顔は向日葵ひまわりのようだった。これは、かつて彼が取り戻そうとしても取り戻せなくて、けれどいつのまにか手元に戻ってきてくれたもの。

　二度と失いたくない、何かだった。

「わたくしは、大丈夫──です！」

　胸を張って、元気の良い返答。ああ、なるほどと零視は思う。彼女は既すでに解放されている。後は時間と、彼女が解決する問題だ。

　一いち抹まつの寂さびしさと、そんな寂しさの何倍もの嬉うれしさを嚙かみ締しめながら、刻導零視は言った。

「ああ、がんばれ」

　頑がん張ばれ、我が妹よ。君という存在は、素晴らしく誇ほこらしい。

　零視は深呼吸し、ラケシスを見た。彼女は自分とイミナのやりとりを、どこか微笑ほほえましげに見つめながら、高々と手を掲かかげた。

《それではタイムアウト終了────────試合再開でございます！》

　甲かん高だかいホイッスルの音と共に、三人が一斉に跳ちよう躍やくした。




〝一気に決めよう〟

　というのが、喜狼院姉妹の一いつ致ちした意見だった。イミナと津奈戯のＨＰヒツトポイントは五割に届くか届かないか。五分の休きゆう憩けいで呼吸は回復しても、更さらにダメージが加えられれば立ち直ることはないはず。

《フォーメーションを取る》

　夜麻冬隠の指示が飛ぶ。共感機能テレパシーではなく、より具体的な指示が行える無線通信を使用した。

《私がイチゴになって真ん中、コンビの攻こう撃げきを防いでから離り脱だつする。武器は〝ビッグシスター〟。右側面からウラウ、隠れて狙そ撃げき。左側面からイチゴ。私が離脱して、五秒後に乱入。その後、私が冬隠に戻って正面から叩たたく。練習していた陣じん形けい、問題ある？》

《ない》

《ないよぅ》

《よし。向こうは『アクティブソナー』を使用していない……トドメを刺さす》

　夜麻冬隠が『幻想守殻ドレス』の首部分、その裏側に仕込んでいたネックリングを起動させた。瞬しゆん間かん的に顔立ちが変化し、喜狼院イチゴのそれに変わる。

　手にした大おお盾たて〝ビッグシスター〟は、本来〝妹〟のもの。

　しかし、彼女たちは三人が使うどんな武器でも自由自在に扱あつかえる。そうできるように、激しい訓練を積んでいたのだ。

　中央区域に飛び込み、文橋津奈戯と接敵。夜麻冬隠は大盾を突き出した。津奈戯が双そう剣けん〝燕蜂刺イエンフエンツー〟を構えて、激しく打ちつける。

　だが、刻導イミナはいない。彼女はどこにいった？　そう考える暇ひまもなく、津奈戯が連撃に連撃を重ねていく。

「たああああああああああああああああああああああああっ!!」

　先ほどまで追い込まれていたとは思えない勢いの良さで、彼女は剣を振ふり続ける。

　しかし、〝ビッグシスター〟の盾は盤ばん石じやく。的確な動作で攻撃を受け止める限り、盾が破は壊かいされる恐れはない。そうして、素早く離脱──。

「……させるか！」

　できなかった。津奈戯が更に一歩踏ふみ込んで喰いついた。

　様子見など選ばない。挟きよう撃げきも恐れない。挙動に迷いがなく、徹てつ底ていしている。退さがる、退がる、更に退がる。夜麻冬隠は三度目の『アクティブソナー』を使用──青ざめる。刻導イミナともう一人が、ウラウ目め掛がけて殺さつ到とうしていた。

　咄とつ嗟さに共感機能テレパシーで指示を下す。

〝うらう、にげて！〟

〝こ、こぴ……きゃあ！〟

　接敵してしまった。慌あわててイチゴに呼び掛かける。

〝いちご！　うらうのふぉろー。こっちはいい！〟

〝がーごいるがくらいついてくる！　ちょっとだけじかんがかかる！〟

　一発必中の狙撃ならともかく、一いつ旦たん接敵した石鴉ガーゴイルを引き剝はがすのは至し難なんの業わざだ。それでもイチゴなら二分と掛からないだろうが、その二分でウラウがどれだけＨＰヒツトポイントを失うか、想像に難かたくない。

〝わたしがいく！〟

　夜麻冬隠は津奈戯を吹ふき飛ばそうと、渾こん身しんの力を籠こめて大盾を突き上げた。しかし、それは焦あせりに駆かられた一いち撃げきだ。加えて、津奈戯はもなむから助言を貰もらっている。




　──津奈戯さんが喰らい付くと、必ず相手は焦って大技を出すから。その隙すきを狙ってみてね。




　彼女の言う通り、焦った喜狼院イチゴ──に見える誰だれか（それが誰かまでは読み取れていない）は盾を勢いよく突き出した。スキル『シールドバッシュ』。盾の防ぼう御ぎよ力ポイントをそのまま攻撃力に変へん換かんするこのスキルは、直ちよく撃げきすれば凄すさまじいダメージを負う。

　しかし、津奈戯は盾に双剣の尖せん端たんを押し当てることで攻撃そのものを防いだ。『シールドバッシュ』は所しよ詮せん、守るための盾を無理矢理攻撃に転化する技。

　剣と比ひ較かくすると、その間合いは圧あつ倒とう的てきに短く──極めて密着した間合いでなければ、命中率も著いちじるしく低い。

「ちっ……!!」

　回かい避ひされた瞬間、相手は舌打ちと共に盾を手放した。血迷ったか、と津奈戯は双剣で斬きりにかかる。だが、夜麻冬隠だった彼女は俊しゆん敏びんな動きで、襲おそい来る斬撃全てを躱かわす。

　二連の刺し突とつを、体を横にするだけで回避。続け様の薙なぎを、背を反そらすだけで躱す。ならばと双剣による交差切り落とし──両肩口から斜ななめに切り裂さく斬撃を、上方への跳躍から宙返り、更に頭部への踵かかと落としも加えることで、攻撃と回避を同時に行った。

「くっ……！」

　怯ひるんだ隙を見み逃のがさず、相手は津奈戯の頭を台にして後方へと跳躍。盾を摑むと、全力でその場から逃とう走そうした。

《がーごいる、やった！》

《したからまわってごうりゅう！》

　ウラウはまだ脱だつ落らくしていない。彼女に持たせた〝ブラッドレフトフット〟なら、しばらくは保もつ。急げ、間に合え……！

「光弾イエローボール！」

　その焦りが、弾速の遅おそい初歩破は壊かい魔ま法ほう『イエローボール』に直撃するという無ぶ様ざまを生んだ。飛ひ翔しようしていた彼女はたまらず落下した。




「──お姉ちゃん!!」




　ウラウとイチゴが同時にそう叫び、かつて夜麻冬隠だった彼女を受け止める。

　ウラウと戦っていた刻導イミナが制止できぬほどに、先を越こされた文橋津奈戯が呆あつ気けに取られるほどに、その速度は異常だった。

　しかし、手品の種たねは遂ついに明かされた。

「……なるほどねえ」

　ミカエル三浦が感かん嘆たんしたように呟つぶやく。その視線は野々村を鋭するどく射い貫ぬいている──いくら何でも、これまでの貢こう献けんを無視して喜狼院姉妹に肩かた入いれしすぎだと思ってはいたが、姉妹コンビではなく三姉妹トリオとなれば理解できなくもない。

　彼女たちの才能タレント、美び貌ぼうは磨みがけば磨くほど輝かがやくだろう。恐らく、インターハイに参戦する選手プレイヤーの中で屈くつ指しの人気を誇る八咫城姉妹に喰らいつけるだけの素養はある。

「──とはいえ、肩入れしすぎよ。これでは八や百お長ちように近いわ」

　野々村がハンカチで額から流れた汗あせを拭ふきながら、必死の表情で弁解する。

「いいえ、私はただ次のステージがここになるだろうと伝えただけです。練習させたのも、前日の一度だけ」

「つまり、事前に情報を漏ろう洩えいした以外は公平フエアと呼べる訳ね？」

「名門である朱雀舞に編入させる以上、それ相応の実力が求められます。あれは、彼女たちの力量です」

「そ」

　電子タバコを咥くわえたミカエル三浦は、ちらりと戌意を見た。……戌意は平然とした表情で、こちら側を一いつ顧こだにしない。




　御津神鳴めい、とは『ファンタズム』における呪のろいであると誰かが言った。ミカエル三浦も、それは概おおむね正しいと考えている。彼女はあまりに絶対的で、絶望的で、才能の塊かたまりだった。

　闘とう争そうを渇かつ望ぼうする怪かい物ぶつであり、大きく口を広げるブラックホール。それが御津神鳴だ。

　小学生の時点で高校生を打だ倒とうし、中学に入った頃ころには複数人でなければ相手取ることも難しかった。彼女に引き摺ずられるように、魔人世代ヴイラン・エイジにはそれこそスターと呼べる人材が集まった。

　八咫城姉妹は言うに及およばず、天てん剛ごう摘つみ月つき、五い剣つるぎ煉れん寧ねい、そしてオリンピック選手としてなら肉体を使う全種目で金メダリスト、政治家としてならこの国の首相にすら手が届くだろうと謳うたわれる人間として大傑けつ物ぶつ──獅し子じ万ま婆ば娑さ羅ら。

　御津神鳴は準々決勝で天剛摘月を打ち負かし、準決勝で獅子万を打倒した。決勝戦に残ったのは岡おか山やまの温おん羅ら中学。同名の高校同様にチームワークに定評があったが、そんなものを御津神鳴は木こっ端ぱの如ごとく蹴け散ちらすであろうことは明らかだった。

　御津神鳴のスポンサーは宣言していた。優勝した後、彼らはインターハイにも挑ちよう戦せんすると。地区予選を潜くぐり抜ぬけた高校と当たっても、高たか溝みぞ中──否、御津神鳴は必ず全てに勝利し、中学生がインターハイの覇は者しやになるだろう、と。

　決勝戦。圧倒的有利に戦いを進めていた彼女に、事故が起きた。突とつ然ぜん、筋肉の痙けい攣れんが起きたのか、それとも当時はまだ安全面という点で不十分な部分が見受けられた『幻想守殻ドレス』や『重力操靴グラヴイシユテイ』（現在より更に、だ）が故障したのか、それとも別の何か──見えざる死神が御津神鳴の最終目的地ファイナル・デステイネーシヨンを決定したのか。

　彼女は百メートル以上を失しつ墜ついし、不運にもステージに設置されていたブロンズ像──馬に乗った騎き士しが、突撃槍ランスを掲かかげている──に激げき突とつし、心臓を槍やりに突つき刺されて死亡した。

　最低、最悪の事故だった。

　後追い自殺は宗教指導者の死に匹ひつ敵てきする数に上り、マスコミは政府からあまり彼女の死に関するニュースを流さないように懇こん願がんされた──一部は応じたものの、応じなかった一部は後々、自殺した子供の親族から訴そ訟しようを起こされることになった。

　たった一人の少女の事故死がこれほど経済的、社会的に大打だ撃げきを与あたえたのは、恐おそらく人類史上でも極めて稀まれな出来事だったろう。それが〝自殺世代アポトーシス・エイジ〟の人間ならば尚なお更さらだ。

　彼女は同世代の若者たちにとって、希望であり絶望であった。

　未だ彼女の熱狂的カルトな信しん奉ぽう者が存在するのも、決して理解できない事態ではあるまい。

　そんな彼女の弟である御津神戌意は、もう少し注目されてもいいはずの人間だった。しかしあまりに姉が偉い大だいすぎたせいか、何かの意図があったのか、彼はまったく目立つことのない存在だった。

　姉と違ちがって写真を撮とられることも嫌きらい、動画など以もつての外ほか。姉の情報を聞き出そうにも、別居しているから分からないの一点張り。

　そんな目立たない人間が姉の事故死によって『ファンタズム』を引退しても、誰も気にも留めなかった──というより、それどころではなかった。あの事故で『ファンタズム』を引退した選手プレイヤーは百人を下らないのだから。

　不思議なことに、戌意と直接戦った者たち──あるいは、近しい魔人世代ヴイラン・エイジの選手プレイヤーだけが彼を惜おしんだ。

　……御津神戌意が復帰した、と聞いて天剛摘月は喝かつ采さいした。親交のある本人から聞いたから、それは確かだ。

　刻導イミナ。文橋津奈戯は、彼女と出会ったことで復帰を決意したのだという。

　御津神鳴の死を乗り越えるほどの才能が、本当に彼女にあるのだろうか？

　ミカエル三浦には、まだそれが分からない。分からない以上は、喜狼院姉妹に肩入れしすぎるのは危険だ、と考えている。

　ともあれ、喜狼院姉妹はようやく──その全力を見せてくれる。
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「三、姉妹……」

　もなむから推理を聞かされて納得はしていたが、それでも間近で見ると衝しよう撃げき的だった。

　夜麻冬隠だった少女は、本来の美貌を完全に取り戻もどしていた。イチゴがヘアゴムを手て渡わたすと、彼女はするすると器用に髪かみを纏まとめ上げた。

「お名前は？」

　もなむの問い掛けに、嘆たん息そくした少女が答える。
















「喜狼院アヤメ。イチゴ、ウラウ、武器を持ち直して。〝ブラッドレフトフット〟を返して頂ちよう戴だいな。もう遊びはない、全力で仕留める」

　その一言で、不安げだったイチゴとウラウの顔が即そく座ざに引き締しまった。夜麻冬隠という存在が消えたことで、喜狼院姉妹という一つの形が完かん璧ぺきに至った──輝いて見えるとイミナは思った。津奈戯と二人で無意識に手を繫つなぐ。そうしないではいられなかった。

「遊びではなく、余よ裕ゆうがないのでしょう？　夜麻冬隠という架か空くうの人間がいた場合の戦術と三姉妹が揃そろった場合の戦術が異なるだけ。もちろん、三人で戦った方が有利なのは間ま違ちがいないのでしょうけど。それは一イチの力が三や四になるような凄すごいものではない」

　華々蓮もなむの言葉に、その場の雰ふん囲い気きが変へん貌ぼうした。

　それは言葉を発したもなむ自身が戸と惑まどうほどのものだった。

「……じゃない」

「え──？」

「冬隠ちゃんは、架空なんかじゃない！　今度そんなコト言ってみろ！　アンタの頭をねじ切ってやるッ！」

　ウラウが絶ぜつ叫きようし、摑つかみかかろうとするのをイチゴが防ぐ。だが、イチゴの視線も鋭く、もなむを睨にらんでいた。

　ただ一人、アヤメだけが努つとめて冷静であろうとしているのが見て取れた。

「……申し訳ありません。傷に触ふれるつもりはなかったのですが」

　もなむは素直に謝罪した。アヤメは「別に」と言いつつも、こちらの三人を睨み据すえる。

《このまま膠こう着ちやく状態であれば、タイムアウトと見なしますがよろしいですか？》

　現れたラケシスの言葉を、アヤメは拒きよ絶ぜつした。

　萎い縮しゆくしかけたもなむとイミナを救ったのは、他でもない津奈戯だった。

「──無む駄だ話ばなしはそろそろ終えて、再開しよう」

　津奈戯が前に出る。能力面では、どう見ても向こうが不利だ。しかしチームワークという観点からすれば、喜狼院姉妹は圧倒的だ。

　そしてこの喜狼院アヤメ。……下手へたをすると、個人戦でも敵かなわないかもしれない。

　牙きばを剝むき出した三頭の狼──いや、三つの頭を持つ狼ケルベロス。

「我々が勝つ」

　なのに、そんな言葉が津奈戯の口を衝ついて出た。そして、それを思っていた以上に信じている自分が衝撃的だった。

　実力を覆くつがえす〝奇き跡せき〟を、このパーティは持っている。……そしてそれを、誰だれより自分が尊敬している人が信じているのだ。

　御津神戌意。あの人は華々蓮もなむの推理を聞いて一いつ瞬しゆんで戦術を構築し、勝てないかもと弱気になる自分たちに、あっさり言ってのけた。

「大だい丈じよう夫ぶ。やるべきことをやれる範はん囲いでやるだけで、君たちは勝てる」

　そう、いつもあの人は信じている。刻導イミナを、華々蓮もなむを、文橋津奈戯を信じてくれている。

　だから、負けない。絶対に負けない。

　睨み据える津奈戯を、喜狼院三姉妹も睨む。じりじりと互たがいが一歩前へ出る。空気が凍こおる。心は煮にえる。冷えた空気を吸い込み、体内で熱に転てん換かんして──爆ばく発はつさせる。




　──それじゃ、まず割り当てを決めよう。今回のメインアタッカーは津奈戯。君に受け持ってもらう。




「はああああああああああああああああああああっ!!」

「舐なめンなあああああああああああああああああ！」

　津奈戯とアヤメが激突した。狙撃斧スナイプアクスである〝ブラッドレフトフット〟と双そう剣けん〝燕蜂刺イエンフエンツー〟。破は壊かい力では前者、速度では後者が上回る。必然、二者の戦いは心技体でどれだけ相手を上回れるかに掛かかる。




　──大盾たてはイミナ。君の攻こう撃げきで、あの要よう塞さいを打ち破れ。




「あなたのお相手は──わたくしです！」

「上等……！」

　大盾〝ビッグシスター〟と大剣〝ブレイゼル〟。あらゆる攻撃を防ぎ得る盾と、あらゆる防ぼう御ぎよを打破する剣。──それは、どちらが上なのだろう？

　イミナとイチゴの対決は、まさに必然とも言えるべきものだった。




　──そして、もなむ。ウラウは近接戦せん闘とうだから、君とは絶望的に相あい性しようが悪い。けれど、それならそれでやりようがある。




「では、残り物ですがあなたは私がお相手しますね」

「このっ……！」

　怒おこったウラウが突っかかる。その一いち撃げきを『シールドバリア』で受け止めたもなむは、石鴉ガーゴイルを再び召しよう喚かんした。

　だが、これで召喚回数は八回目だ。残り使用回数は二回。

「素人しろうとが使う、ろくでもない魔ま法ほうばっかり……！」

「そうでもありませんよ、ふふふ。スキル召喚──『石兵ゴーレム』！」

「え……!?」

　ウラウの直ちよく上じように、巨きよ大だいな石兵ゴーレムが出現した。石兵ゴーレムは降下するとそのままウラウを押おし潰つぶす。

　算定された架空の重量はＤdigital受容体に〝重み〟という刺し激げきを与えて、ウラウの痛覚を刺激した。

「ガッ……この……!!」




　──相手が三人で連れん携けいをするなら、それを分断するのが一番なんだけど。実はそれが一番難しいし、やりたくない。分断に対する戦術は誰より彼女たちが一番訓練を積んできたところだろう。だから。




　戌意はにっこりと笑顔で、酷ひどい戦術を告げた。

「だから、いいかい？　即興演奏アドリブだ。指揮は三人がそれぞれで考えてやること」

「ま、待って下さい。指揮ってどうするんですか？」

　慌あわてた津奈戯が問い質ただす。戌意はひょいと肩かたを竦すくめて言う。

「簡単だ。声を掛ければいい。ああ、当然イミナともなむ、二人も津奈戯の声が届く箇か所しよにいること。移動も一いつ緒しよ、戦闘も一緒だ」

「む、無理です！　コンビでの連携すらまだ覚おぼ束つかないのに、いきなり三人での連携なんて……！」

　津奈戯はそう言って俯うつむく。

「うん。だけど、イミナと津奈戯は連携の基き礎そなら理解できているよね？」

「はい、でも……」

「基礎を理解しているなら、三人の連携は応用に過ぎない。仲間の行動の邪じや魔まをしない。遠えん距きよ離り攻こう撃げきの際は火線を考こう慮りよする。そして──互いにかばい合う」

「センパイ、センパイ！　わたくしもつなちゃんの意見に賛成です。だって、わたくしは──わたくしは、仲間の行動を邪魔しないという初歩の初歩すら覚束なくて」

　イミナがしゅんとして俯く。津奈戯が励はげますように肩に手を載のせ、そんな二人の頭に戌意が手を載せて、優しく囁ささやいた。

「じゃ、その初歩の初歩を勉強させて貰おう。身近にこんな凄い見本が現れるなんて、滅めつ多たにないぞ」

　この人、もしかして鬼おにとか悪あく魔まではあるまいな。イミナと津奈戯は顔を見合わせた。




　それでも戌意大好きワンコであるところのイミナは、戌意の命令に忠実だ。

　しょんぼりとしながら、それでも彼を信じてぱたぱたと尾おを振ふっている。津奈戯は、そういう本能的なものではなく、理り屈くつでそうするだけの価値があるのだと考えている。

　もなむは──微笑ほほえみを絶やさない。理屈があろうとなかろうと、ただ信じるだけだ。

　そして、三人の即興演奏アドリブが始まった。




　足が遅おそい馬、足が普ふ通つうの馬、足が速い馬。自分と相手にその三頭の馬がいて一頭ずつ競走する場合、どうするべきか？　まず最初は、こちらの遅い馬を速い馬にぶつける。当然一敗するが、こちらの速い馬を相手の普通の馬にぶつけ、普通の馬を相手の遅い馬にぶつければ二勝一敗。必ず勝てる。

　だが、同時に戦うとしたらどうなるだろう。それは千せん変ぺん万ばん化かの数式のようなものだ。可能な限り二対一という状じよう況きように持ち込みたい、そんな思考が絡からみ合ってより複雑性を増していく。

《こうたい。いちごはＢ！　うらうはＡ！》

《こぴー！》

　アヤメが一歩後ろに退さがる。喰くらい付こうとした津奈戯の前に、イチゴが立ち塞ふさがった。イチゴと戦っていたイミナが慌てて追いかけようとするが、そこへ何とか押し潰す石兵ゴーレムから脱だつ出しゆつした、ウラウが割って入った。

　瞬しゆん間かん、津奈戯は把は握あくした。不思議なことに、あまりに複雑な状況なのに何をどうするべきかは刹せつ那なで理解した。

「もなむさん、退がって！」

　もなむの反応は迅じん速そくだった。

　同時に、津奈戯も跳ちよう躍やくした。アヤメはそれより先に跳躍しており、もなむを追っている。もなむは『女魔術師ウイツチ』であり、近接戦闘能力は有していない。

　必然──この場この状況では、もなむが〝足が遅い馬〟になる。

　津奈戯はそうはさせじとアヤメに追い縋すがる。しかし、それをイチゴが防ごうとする──。

「イミナ！」

　津奈戯の絶叫に、イミナはウラウを無視しようと決めた。しかし、ウラウの方はそうはいかないだろう。

　ではどうするべきか。答えは決まっている。

「──『朱あか桜ざくら』！」

　イミナは満点の回答を、跳躍と共に放った。イチゴは津奈戯の跳躍を防ぐために、盾を津奈戯に向けて押し出していた。

　その無防備な背中に、遠距離攻撃スキルの技が直ちよく撃げきする。衝しよう撃げきがイチゴの全身に浸しん透とうし、Ｄdigital受容体が自動的に痛覚を操作した。

　焼け付くような痛みと、殴なぐりつけられたような衝撃。

「ぐっ……!!」

　イチゴが通常使用するのはアヤメの使う〝ブラッドレフトフット〟ではなく、この大盾〝ビッグシスター〟であり、『幻想守殻ドレス』の防護へ回すポイントは必然的に少なくなっていた。

　しかし、痛みに怯ひるまずイチゴは津奈戯を防ぐ。

　もなむは呼よび戻もどしていた石鴉ガーゴイルを即そく座ざに迎げい撃げきに向かわせた。

「しゃらくさい！」

　アヤメは石鴉ガーゴイルに猛もう然ぜんと突つっかかる。しかし、ポイントを配分させてランクを上げた石鴉ガーゴイルは早々に撃げき退たいされはしない。もなむは『イエローボール』を放とうとしたが、諦あきらめた。

　この乱戦では味方に当たる危険性がある。かつて戦ったときのように至し近きん距離から放たなくてはならない。しかし、接近すれば当然倒たおされるのは自分だ──が。

「ウラウさんを狙ねらいまーす！」

　もなむはそう宣言して、ゆるりとした速度でウラウに向かった。イミナと激げき闘とうを繰くり広げるウラウの顔に焦あせりが混じる。

《おねえちゃん！》

《うらう、とべ！》

　その言葉に、素早くウラウは跳躍した。当然、イミナもそれに合わせて跳躍する──不意の殺気に、愕がく然ぜんとした様子でアヤメの方を向く。

　アヤメは石鴉ガーゴイルを巧たくみな体術で抑おさえつけつつ、狙撃斧スナイプアクスでイミナに狙いを定さだめていた。

　銃爪ひきがねを引いた。瞬間、イミナは〝ブレイゼル〟で銃じゆう弾だんを受け止めようとする。それをウラウが妨ぼう害がいした。

「しまっ……」

　一つに集中すると、もう一つへの集中が削そがれる。つまり、それこそが二対一の基本だ。

「イミナさん！」

　ウラウを狙うはずだったもなむが、『重力操靴グラヴイシユテイ』を利用してそのままイミナに激げき突とつする。

　アヤメの放った銃弾は、もなむと衝しよう突とつしたイミナの肩を穿うがった。

「くっ……！」

　しかし急所への直撃ではないため、ダメージは軽度に留とどまった。だが津奈戯は別の理由で愕然としていた。

　三女のウラウが跳躍、それに合わせる形で長女のアヤメが狙そ撃げき。そのタイミングが神懸かかっている。そればかりではない、津奈戯はウラウが跳躍した瞬間を横目で確認しつつ、イチゴを引き剝はがそうとしていたが、彼女の『シールドバッシュ』は測ったように同じタイミングで使用された。

　無線の通信ではなく、声を掛かけた訳でもない、それどころかアイコンタクトすらしていない。三姉妹が姉妹であるが故ゆえに、何かを理解わかり合っているのか。彼女たちの連携はまさに完かん璧ぺきだった。

　だが、そのとき津奈戯の頭を過よぎったものは諦めではなく。これこそが最高の連携なのだという感かん嘆たんだった。

　これを学び、これを盗ぬすめば──自分たちはきっと、もっと強くなる。

　さあ、考えろ。次はどうする？

「私がアヤメと戦う！」

　宣言と同時、津奈戯はイチゴが突き出した大盾を蹴けってアヤメへ向かって突とつ貫かんした。

　アヤメは狙撃に専心したが故に、未だ石鴉ガーゴイルを倒せていない。一分掛からず打うち倒せる幻獣型情報体デジタルキメラであっても、二対一になるだけで恐おそるべき敵へと変へん貌ぼうする。

　瞬しゆん時じに詰つめ寄よった津奈戯はアヤメと斬きり合うことで、抑えつけられていた石鴉ガーゴイルを解放した。当然、石鴉ガーゴイルもアヤメへの攻こう撃げきに参加──アヤメは石鴉ガーゴイルの攻撃を無視し、津奈戯の斬撃を迎撃し、彼女を打だ倒とうすることに専念した。

　しかし、ＨＰヒツトポイントはわずかだが確実に削けずられていく。

《おねえちゃん！》

　イチゴが跳躍しようとした瞬間、もなむが背を向けた彼女に『イエローボール』を放った。

《いちご、せなか！》

「また……!?」

　イチゴは慌てて振り向きざまに大盾を突き出し、『イエローボール』を弾はじいた。それで、もなむとイミナも彼女たちの異様さを理解する。

　アイコンタクトや無線の通信ではない、何らかの形で──彼女たちは通じ合っている。

　一瞬、イミナは愕然としたもののすぐに気付く。戌意はこれを「勝てない」と諦めるのではなく、手本にしろと言った。

「もなむさん、もっと撃うって下さい！」

「了解コピー！」

　イミナの言葉にもなむは快かい諾だくし、『イエローボール』を連射した。初歩の攻撃手段である分、弾だん幕まくを張りやすい。弾速こそ遅いものの、イチゴといえども背を向けて回かい避ひできる訳ではない。

「くっ……」

　そしてウラウをイミナが抑え込む。

「どけ……どけぇっ！」

　絶ぜつ叫きようするウラウは格好の標的だった。イミナは呼吸を整え、スキルではなく技を放った。

　幻想デジタルではない。現実アナログである肉体に染みついた尽鏡流の技である。

「──〝立りつ捨しや虎こ鋏きよう〟」

　イミナはまるで五ご体たい投とう地ちのようにその身を投げ出し、ウラウの意表を突いた。同時に、両手に握にぎった〝ブレイゼル〟で彼女の脛すねに刺突つきを入れた。

　深く刻まなければならない斬撃ではなく、力が一点に集中する刺し突とつ。ウラウは悲鳴を上げて倒れ込んだ。本来は脛を断って完全に戦せん闘とう不能に陥おとしいれる技だが、現状ではわずかの間足止めするに過ぎない。

　津奈戯のくぐもった悲鳴が上がる。イミナは反射的に跳躍し、彼女の傍そばに向かおうとした。それを、咄とつ嗟さにもなむが足首を摑つかんで阻はばんだ。

「ダメ！」

　その制止に、イミナが凍こおり付く。でも、津奈戯は今二人を相手取っている。石鴉ガーゴイルが補助しているとはいえ、間もなく消しよう滅めつするだろう。向かうべきはそちらではないか……？

　そんな想いを籠こめて、イミナは津奈戯を見た。津奈戯もイミナを見た。二人を相手にしつつも、彼女はただこくりと首を縦に振ふった。

　それで、全てを理解した。

　瞬間、イミナの心で何かが弾けた。イミナはウラウを見た、ウラウは未いまだ立ち直れず、脛の激痛に伏ふせている。彼女を倒すことが今は何より重要だった。

　彼女の元へ駆かけ寄り、トドメを刺さすべく〝ブレイゼル〟を振り上げ──。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　空から響ひびく、その絶叫を聞いた。








Act.5:ハレルヤ・バトルライフ






　──一言で言って、あたしたちの人生はどうしようもないものだった。

〝数が多いと補助金がその分、多くなる〟

　バカは大たい抵てい、目の前のものしか見えない。その視野狭きよう窄さくたるや、動物以下である。

　そしてあたしたちの親は、マジでそういうバカだった。

　三人も造ってしまえば、当然ながらその分教育やその他に掛かる負担が増える。いくら政府が補助してくれたって限度がある。

　しかし、あたしたちの親はマジで想像を超こえるバカだった。

　補助金を貰もらうだけ貰うと、トンズラしたのだ。この拡張現実ＡＲのご時世に、「逃にげる」という行こう為いがどれほど無意味なのか分からないのだろうか。

　父と母は豪ごう遊ゆうしているところを逮たい捕ほされた。が、それまでに金は使い果たしていた。逮捕されたのは逃とう亡ぼうから三日後だというのに、何を考えればそんなことが可能なのだろう。




　あたしたちは本来与あたえられるはずの家を親の浪ろう費ひの賠ばい償しようとして失い、喜き狼ろう院いん学園に引き取られた。

　この学園は、ゆりかごから卒業までなら面めん倒どうを見てくれる。三食食べさせてくれるだけで、生きるためには必死にならざるを得ないけど。

　……過か酷こくな体たい罰ばつがある訳ではない。風紀が乱れて物ぶつ騒そうな訳でもない。ただ、存在するのと生きるのとでは、どうしようもない差があった。

　生きるということは、存在価値を証明しなければならない。

　勉学で、運動で、芸術で、あるいは美で。戦って、戦って、戦い続けて。そうして、生きるに足ると認められなければならない。

　さもなくば、死んだ目で校舎をうろつく生きる屍しかばねとなる。

　そんな喜狼院学園には不要なものがある、それは慈じ愛あいであり、優しさだ。

　……夜や麻ま冬とう隠かは、優しかった。

　幼い頃ころ、寮りようの一室で巡めぐり会った彼女とあたしたちは全く正反対の性格にも拘かかわらず、妙みようにうまが合った。

　誰だれかが泣くと、一いつ生しよう懸けん命めいに慰なぐさめて。誰かが笑うと一いつ緒しよになって笑ってくれて。誰かが幸せになると、嫉そねむことなどなく祝福する。当たり前のように見えて、心からそれを行うことは誰にもできない。でもそれを自然にできる、そんな素敵な人間だった。

　彼女の笑顔に翳かげりが見えるようになったのは、小学生のときだったろうか。彼女が自分の顔を隠かくして、俯うつむき歩くのが自然になったのは、中学生のときだったろうか。

　勉強も、運動も、芸術も、美も。何もかも平へい凡ぼんと見なされた。成長するにつれて、彼女の立ち位置は隅すみへ隅へと追いやられるようになった。

　確かに成績は平凡だったけど、頑がん張ばっていたのに。

　確かに運動神経は並みだったけど、懸けん命めいに努力していたのに。

　そして──こんな監かん獄ごくで、彼女は誰より優しかったのに。

　あたしたち以外の、誰もそれに見向きもしなかった。

　持ち物は経費節減のために上級生が使用していたものを渡わたされた。テストを受けなくともよくなった。絵を描かく、あるいは楽器を弾ひくということもなくなった──何故なぜなら、彼女にはまったく才能がないのでやる意味がないからだ。

　才能のなさは、生きなくてもいいということ。死を与えられることはないが、生の喜びは決して味わえない。少なくとも、喜狼院学園においてそれは常識だった。

　──なんておぞましいコモンセンス。

　どう言い繕つくろおうとも選民主義のディストピア以外の何物でもない。

「違ちがうよ、冬隠。あたしたちは、冬隠の良さを知ってる。冬隠が優しくて、可愛くて、頑張ってる女の子だって知ってる。本当、本当にそう思ってるの」

　あたしたちは夜麻冬隠をしっかりと抱だき締しめ、口々にそう告げる。

　アヤメあたしは冬隠が本を読んでいるときの冬隠の横顔が好きだった。イチゴあたしは自分が風邪かぜをひいたとき、一晩中付つき添そってくれた冬隠の優しさが好きだった。ウラウあたしは勉強が苦手な自分と「一緒に勉強しよう。分からないことは教え合おう」と笑って付き合ってくれた冬隠が、本当に好きだった。

「ありがとう。嬉うれしい」

　日々は流れ、中学二年生になったとき、彼女は恥はずかしそうに夢を告げた。

「ファンタズムで、戦ってみたい」

　戦うことで、己おのれの存在意義を証明したいと、彼女は言った。

　あたしたちは無理だと止めた。才能ではない、彼女の優しさがきっと足あし枷かせになってしまうからだと。

　冬隠も薄うす々うすは感付いているはずだ。なのに──彼女は頑がんとして引かなかった。

「だって、これがダメなら……もう、私には何も残っていないから。アヤメちゃんたちみたいに、何かができる訳じゃないから」

　あたしたちは二の句も継つげず、彼女の戦いを見守るしかなかった。喜狼院学園では、ファンタズムは見るものであって、戦うものではなかった。そのため、教師との交こう渉しようは困難を極きわめた。

　あたしたちも協力すると申し出たが、冬隠は申し訳なさそうにそれを断った。

「せめて、最初の道は自分一人で切り開かないといけないと思うの。アヤメちゃんたちに頼たよっちゃうのは、ズルいし」

　協力したかった。手伝いたかった。でもズルいから、と言われてしまっては仕方がない。だから応おう援えんした。彼女の夢、彼女の願いを。だってあたしたちは、友達だから。赤ん坊ぼうの頃から励はげまし合って生きてきた、親友なんだから。

　……冬隠は頑張って、頑張って、本当に死に物もの狂ぐるいで頑張って、ようやく許可を取った。

　ファンタズム・クラブの創設。小さな小さな一歩で、大きな大きな飛ひ躍やくだった。

　安っぽいレンタルの『幻影穿装イマジネイル』、『幻想守殻ドレス』、『重力操靴グラヴイシユテイ』は、どうにも不格好で冬隠はそれが恥ずかしそうだった。

〝みんなみたいに、華はなやかだったら良かったのにね〟

　そんなことを切なそうに呟つぶやく冬隠が、あたしたちは本当に悲しかった。練習場所を与えられることはなく、あの森で空を飛び、武器を振るう練習を行っていた。

　安物の『重力操靴グラヴイシユテイ』は、冬隠を空から何度も何度も地面に叩たたき付けた。

　すりむき、膝ひざを痛め、時には骨にヒビが入った。傷の痛みで眠ねむれず、夜に泣いていたことも知っている。……それでも冬隠は少しずつ、少しずつ上手うまくなっていった。

　あたしたちから見ても、やっぱり冬隠には才能があったのだな、と思わせるほどに、空を飛ぶ彼女は、儚はかないほどに美しかった。

　儚いほどに、などと思ったのが良くなかったのか。

　安物の『重力操靴グラヴイシユテイ』がその機能を完全に停止し、夜麻冬隠が大おお怪け我がを負う日が、当然のようにやってきた。




　……今でも、あたしたちは覚えている。

　病院で包帯だらけになって車くるま椅い子すに乗った夜麻冬隠は、それでも優しげに微笑ほほえんだ。

「うん。二度と立てないんだって。両手もあまり感覚がなくてね、色々不自由するかも」

　イチゴはその言葉に泣いて、ウラウはその言葉に憤いきどおった。

　あたしは。アヤメは、彼女の手を握り締めた。涙なみだは流さず、怒いかりに顔が歪ゆがんでもいない自信があった。静かな顔をしていると、自分で確信していた。

「冬隠、聞いて」

　彼女はうん、と頷うなずいた。彼女は優しい、そして十四年もの期間を共に過ごしてきた。

　だから、多分冬隠はあたしの言いたいことが分かっている。

「あたしたちが、戦う。冬隠が作ってくれた道を、あたしたちが進む」

「……そんなことして、どうするの？」

「あたしたちは勝って、勝って、勝ちまくって。そうして、あたしたちは言う。全世界に胸を張って宣言する。『今、ここに自分たちがいるのは夜麻冬隠という選手プレイヤーのお陰かげです』って言う」

　イチゴも、ウラウも、きょとんとした瞳ひとみで見つめている。

　儚い笑み。冬隠は無言で首を横に振る。

「──ありがとう。でも、それは何にもならないよ。私は負けた。だから、アヤメちゃんたちはアヤメちゃんたちの夢を──」

　冬隠の両りよう肩かたを摑んだ。冬隠は怪け我が人だ、という意識が微かすかに頭を過よぎるがそんなコトに頓とん着ちやくしていられないほどに、あたしは無我夢中で叫さけんだ。

「そんなモノ、ない！　夢なんてない！　友達を置き去りにしてまで摑むような夢、あたしたちにはない！」

　例えば、あたしたちが夢を追ったとする。何でもいい、大学生でもプロのスポーツプレイヤーでも起業家でも。あたしたちはできるかもしれないし、できないかもしれない。

　でも、そこに冬隠はいない。優しい笑みで、ずっとずっとあたしたちの傍そばにいてくれた人間はいない。あたしたちには親なんかいないも同然で。それは冬隠もいっしょで。

　だから、ずっと寄より添って生きてきた。

　血の繫つながりなんか無関係に、ただ生きてきた。その無意味さを、愛いとおしいと思った。

　精せい一いつ杯ぱいに叫んだ。

「あたしたちは、冬隠が大好きだから！　だから、近くにいたいの！」

　そうだ。突つき詰つめればそういうこと。未練がましく振ふり返りながら、冬隠を置き去りにするなんて、絶対に嫌いやだった。

　それが正しいのだと世界が言うのであれば、世界は間ま違ちがっている。

「でも、私は何の役にも──」

　俯く冬隠に、あたしは叫ぶ。

「違う！　あたしたちは鍛きたえる！　冬隠の指示で、冬隠の手足になって一緒にファンタズムを戦う！」

　イチゴとウラウがあたしの手をしっかりと握にぎり締めた。あたしは……優ゆう秀しゆうだと言われていたし、その自覚もあった。勉学に、運動に、芸術に。でも、今の今まで夢がなかった。だって仕方がない、こんな監獄で夢なんか探せない。

　だけど、ここにあった。

　夢は、確かにここにあったのだ。

「……私を、」

　ファンタズムの訓練中に何度も何度も地面に叩き落とされ、無数の怪我をしたときだって、冬隠は人前で泣こうとはしなかった。ベッドで啜すすり泣くだけで、あたしたちに泣き顔は見せなかった。

　それは何かの意地だったのかもしれない。あたしたちに、決して泣き顔は見せないと。

　だから、あたしたちにとっても見るのは初めてだった。




〝つれていって、くれる？〟




　破ってはならない約束。薄うす汚ぎたない病院で、あたしたちは誓ちかったのだ。救われたのは冬隠じゃなくて、あたしたち。

　大好きな友達と共に歩むという、夢を──彼女から貰もらったのだ。

　それからの毎日を、全員で突っ走った。必死にファンタズムの戦術を勉強する冬隠、必死になって体を鍛えるあたしたち。

　一年が過ぎ、二年が過ぎ──高校一年になって、ようやく戦略と戦術が定まった。戦略とは、いかに喜狼院三姉妹と夜麻冬隠を〝高く〟売り出すか。戦術は、その戦略に沿った戦せん闘とう方法。

　冬隠の指示を受け、あたしたちは連れん携けいの攻こう撃げきに磨みがきを掛かけた。冬隠を司し令れい塔とうとして戦術を組み上げ、共感機能テレパシーによって三人を連携させるという案は上手く機能した。

　そして、あたしたちはチャンスを待った。あたしたちを高く売るためのチャンスを。




　やがてチャンスが舞まい込んだ。地元ブランドでは屈くつ指しの存在である『ワルキューレ』、そこのモデルとなるべき選手プレイヤーにトラブルがあったらしい。あたしたちは段階的に売り込みを仕し掛かけることにした。まず、姉妹として自分たちを売る。八や咫た城しろ姉妹、という前例があっただけに双ふた子ごという点で歓かん迎げいされた。

　アヤメ・イチゴ・ウラウが入いれ替かわり立ち替わり交渉に参加し、「それでは文ふみ橋はし津つ奈な戯ぎとプレゼンテーションを──」と広報担当の野の々の村むらが告げたところで、踏ふみ込んだ。

「実はあたしたちは二人姉妹ではなく、三姉妹であり三つ子である」

　最初に売り込んだときは、野々村にとって〝ただの姉妹〟であったあたしたちは、それによって〝次の八咫城姉妹に成り得るかもしれない存在〟になった。

　価値を高めたのはあたしたちではなく、『ワルキューレ』側だ。

　そこに、実は三姉妹というボーナスがついたことで、野々村は当初の予定であるプレゼンテーションをすっ飛ばし、あたしたちに完全に陥かん落らくした。

　最初から三姉妹であることを明かせば、恐おそらく彼らは三人もいるなんてどう売り出せばいいのかと考えただろう。

　姉妹であることを売りにし、価値が確立した時点で更さらなる上乗せ。これで、あたしたちは勝利した。

　もちろん冬隠も朱す雀ざく舞まい高校に転入する。『ワルキューレ』のスポンサーとしてのお金があれば、足を治なおす手術だって受けられるかもしれない。選手プレイヤーとして復帰することだって、夢ではないはずだ。

　──刻こく導どうイミナ、文橋津奈戯、華か々か蓮れんもなむ。

　あとはこいつらを軽く捻ひねってやるだけ、個人戦ならともかく三重奏トリオなら絶対に負ける気はしない。……なのに、初めて出会ったときから無む性しように腹が立って腹が立って仕方がなかった。どうせ勝てるというのに。

　何故なぜだろう。脅おどしに怯ひるまなかったからか。

　恵めぐまれ過ぎているような人生を送っているくせに、ファンタズムで命いのち懸がけの戦いをしようというのが気に食わなかったからか。

　どうでもいい。

　あいつらはムカつく連中であり、障害物だ。あたしたちの勝利が確定しているといっても無ぶ様ざまは晒さらせない。敗北するにしたって、連携で上回られては今まで散々アピールしていた部分に汚お点てんがつく。

　例えばそれまでのメインアイドルであり、ファンタズムでは有数の実力者である文橋津奈戯が踏ん張ばる形で偶ぐう然ぜん、幸運に助けられたように勝利した。それなら問題はない。

　だが、連携で負けてしまうのだけは絶対に駄だ目めだ。あたしたちは、冬隠と共に頑がん張ばってきたんだ。それを、無価値にされて──。




「たまる、もんかああああああああああああああああああ！」

　──アヤメは絶ぜつ叫きようした。
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　最初に気付いたのは戌いぬ意いだった。エレベーターが開いた音に振り返り、驚おどろいた表情を浮うかべる。しかし、戌意は一いつ瞬しゆんで全てを悟さとった。彼女の元へと歩み寄ると、車椅子を押し始めた。

「君は……!?」

　零れい視しが目を見開く。少女の体がびくりと震ふるえたが戌意は取りなすように、優しく尋たずねた。

「もう隠かくれる必要がなさそうだったから、出てきたのかな？」

「はい……夜麻、冬隠といいます」

　アヤメが化けていた少女は、確かに実在した。本物の方は、少しだけ窶やつれたような感じがするが、どこか理知的な瞳はアヤメが化けていた方にはないものだった。

「君は、あの姉妹たちの友達？」

「……分かりません。親しくはしていましたけど」

　素っ気なく、冬隠は言う。だが膝に乗せられた両手の拳こぶしは微かに震えていた。

「そっか。彼女たちの方は、君のことを友達だと思っているみたいだね」

　それは知っている。

　あの状じよう況きよう下かで、あの姉妹は自分のために吼ほえたのだから。自分のために。

　でも、自分はそんな彼女たちを──嫉ねたんでいた。

「私は、アヤメちゃんと、イチゴちゃんと、ウラウちゃんに……負けたくなかったから。だからファンタズムを始めようと思ったんです」

　彼女たちにはできない。

　命を懸かける生き方など、絶対にできないはずだ。

　そんな、ちっぽけな優ゆう越えつ感があった。あったから無茶をしたし、その代だい償しようも支し払はらわざるを得なかった。

　薄汚い自分が、心底から嫌になる──。

　戌意は何もかも納得したように頷き、微笑ほほえんで言った。

「うん。競争心があるのはいいことだ。自信を持っていいよ。君は彼女たちの友達だ」

　──何て、残ざん酷こくで、温かくて、優しい言葉。

「さあ。見るんだ。君は見なければならない。この試合は、多分、君のためのものだ」




　冬隠は言葉に従い、見た。カメラ越ごしに、彼女たちが必死に戦うその光景を見ていた。

　夜麻冬隠は確かに姉妹のことを好きだったけど、その一方でどこか醒さめた気持ちもあった。──何故なら、彼女たちは持っていたからだ。

　溢あふれんばかりの才能と美。道は無限に広がり、茨いばらの道に向かう必要などどこにもない。

　途と中ちゆうで諦あきらめたとしても、責めないつもりだった。

　夜麻冬隠の人生は、諦めを背負って歩いているようなもの。勉強も、運動も、芸術も、美も、何もかも。

　本当ならば悲しいだけ、辛つらいだけの人生のはずなのに、唯ゆい一いつあの三人がいてくれた。

　……それだけで、良かったのだ。友達など、長く続くものではない。幼い頃ころから一いつ緒しよにいたとしても、彼女たちはいつか羽ばたき、二度と戻もどってこないだろう。

　そんな、醒めた感覚を抱いだいていた自分は──彼女たちの友達だと、言えるのだろうか。

「……………………がんばれ」

　不意に、口を衝ついて出た言葉。何て忌いまわしい、と思っていた。頑張ったところで何になる。人間の限界は決まっていて、こんなところで応おう援えんしたって何の意味もない。

　意味もないのに、心が熱い。

　何かのために、ひたむきになっている友達が愛おしい。

　いつしか流れ始めていた涙なみだも、もう止まらなかった。

「がんばれ……がんばれ、がんばれ、がんばれ……!!」

　涙は途と切ぎれない。声は最初から掠かすれている。冬隠は生まれて初めて、腹の底から叫さけんだ気がした。
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　無理にウラウを庇かばったことで、アヤメとイチゴは逆に追い込まれた。そのはずなのに、三人の力が膨ふくれ上がった、と津奈戯は知覚した。

　あれは決して、何か策があったという訳ではない。無我夢中で妹を助け、結果的にアヤメとイチゴはＨＰヒツトポイントを削けずられた。追い込んでいるのはこちらで、追い込まれているのは向こうだ。

　だけど、アヤメは叫んだ。やめろ、と叫び。無価値にされてたまるものか、と叫んだ。

　──それは、魂たましいの叫びだった。

　不意に、津奈戯は彼女たちにイミナを見た。隣となりにいるイミナではなく、敵として向かいあったときのイミナだ。

　今なら分かる。あのとき、「分かり合いたい」と言ったイミナの気持ちが分かる。

　彼女たちの人生にどれほどの辛いことがあったのか、それを具体的にではなく、感覚として知りたい、共有したいと思った。

　辛いこと、悲しいことを……受け入れ、理解する。顔を見ただけで苛いら立だたしい、と思っていたはずの彼女たちが、妙みように愛おしく思えた。

　そしてそれでも──と、津奈戯は剣けんを握にぎる手に力を籠こめる。

　戦いたい、と思う。理解わかり合うために。ウラウが立ち上がる、微かすかに足を引きずっている。イミナの一いち撃げきは、すぐに消える鋭いソリツド痛みではなく、いつまでも残るボディブローのように、重たい一撃だった。

　アヤメとイチゴはＨＰヒツトポイントこそ削られているが、呼吸は整い始めている。一方のこちらも、前半に圧あつ倒とうされただけあって、ＨＰヒツトポイントはほぼ半減。

　状じよう況きよう的には互ご角かくだが、ここから先は全く分からない。勝つのか、負けるのか。

　……でも、いずれにせよ学ぶことは大切だ。

　ひたむきに、全力で勝ちに行く。それはもう、決めていた。

「イミナ」

　イミナが頷うなずくのが気配で分かる。

「もなむ先せん輩ぱい」

　もなむはとん、と杖つえで地面を叩たたいた。任せろ、ということだろう。

「……行こう！」

　その言葉と同時、三姉妹がきっとこちらを睨にらみ返し──。

「負けるもんか！」

　口々にそう叫んだ。
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「どちらが優勢だ？」

　零視の言葉に、戌意は苦にがい顔で呟つぶやく。

「喜狼院学園です。ウラウを追い込んだときは勝てると思ったんですが、これで分からなくなりました」

　三人目を無理矢理庇ったときは、勝利を確信できた。しかし、そこで何かが変わった。

　改めて自分たちを見つめ直したのか、勝利するための動機を思い出したのか。

　……いずれにせよ、三姉妹は素晴らしい選手プレイヤーだった。実力も、前を見み据すえるその勇気と意志も。

　実力はともかくとして、勇気や意志ではこちらも負けないと思っていたのは自分の見立てが誤っていた──と、戌意はつくづく反省する。

　彼女たちだって、命懸けの戦いに挑いどむのは名めい誉よや功名心だけではない。譲ゆずれない、絶対に譲ってはならない何かがあったのだ。隣で、声を枯からして応援する彼女のように。

　故ゆえに、現状は夜見都こちらに不利。何しろ、連れん携けいという点では三姉妹に勝まさるべくもないのだから。

　しかし──。

「そんなのは当然だ。だがしかし、そこで諦めるように俺は妹を育てた覚えはない！　いや、実際に育ててはいないのだが、俺はイミナがそんな風に育ったとは思っていない！」

　零視はキッパリと、そんな言葉を口にした。

　……イミナがそういう風に育った原因は、多分目の前の実じつ兄けいがそういう風に生きてきたからではないだろうか。

「会長」

「何だ」

「ありがとうございます」

「本当に何だ!?」

　戌意は笑ってステージに目を向ける──そして、目を見開く。にわかには信じ難がたい光景が、展開されようとしていた。
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　連携で後おくれを取っている。何故遅れるかというと、声を掛かけ合うというタイムラグがあるからだ。

　だから、津奈戯とイミナともなむは次第に目で合図を受け取るようになっていた。瞬まばたき、頷き、視線を向ける。それだけで事足りるということに、津奈戯は気付いた。みっちりと練習してきたせいか、目線を向ける必要もなく二人がどう動くかは朧おぼろ気げに理解していた。

　けれど、それでもまだ遅おそい。

　これ以上の速度で連携を行うにはどうしたらいいのだろう。例えばテレパシー？　なるほど、それは便利そうだ。しかし、イミナとは親友であってもテレパシーは使えない。

　そんなことを考えながら、津奈戯は飛び込んできたアヤメを迎むかえ撃うった。

　そのとき、不意に津奈戯は思った。




〝ああ、イミナならアヤメのフォローをしようとするウラウを防いでくれるだろう〟

〝でも、イチゴが残る。彼女を抑おさえるのはもなむさんだろうな。石鴉ガーゴイルはまだ二回召しよう喚かん可能なはず。ここで抑えてくれれば、アヤメを倒たおせるかもしれない〟




　そんなことを考えながら、視線を動かした──驚いたことに、イミナは自分を見ていなかった。ただ真まっ直すぐ、ウラウに剣の切先を向けていた。

　もしや、ともなむを見る。もなむは既すでに石鴉ガーゴイルを召喚して、イチゴを抑えにかかっていた。

　目線を移して確認したのはわずかな時間だった。すぐさま津奈戯はこの機を逃のがさず、アヤメを抑え込んだ。

　信じられない。

　信じられないが、今、確かに心が通じ合っている。何というか、互たがいのことを理解し尽つくした夫婦のように。気の利きいたメイドや執しつ事じが主あるじの要望を願われる前に叶かなえるように。

　自分たちは今、取っ掛かりではあるが──真の連携を摑つかみかけている。

　目の前の少女たちを手本にして……！

　そうだ。

　想いがあるのだろう。願いがあるのだろう。だが、それがどうした。

〝こっちだって、想いの重さなら負けない……！〟

　アヤメと真っ向から激げき突とつする。ここまで来ると、互いにＨＰヒツトポイントを削り合う総力戦だ。

　戦せん斧ぷは間合いこそ長いものの、その長さ故に懐ふところに入られれば弱い。天てん剛ごう摘つみ月つきクラスの選手プレイヤーとなれば、懐に入らせないほどの連撃を加えるだろう。

　しかし、アヤメにそこまでの力はない。個人戦でならば、文橋津奈戯はアヤメにわずかだが勝る。

　本来ならばそれを連携で補うのだが、それをイミナともなむが抑え込んだ。アヤメは苦く渋じゆうの表情を浮うかべ、叫んだ。

「……散ッ!!」

　アヤメの声に、イチゴとウラウが反応した。三人が集結するのではなく、三人が一気に離り散さんした。

　中ちゆう盤ばんに追い込まれたときと同じ戦術だ。あのときは切り替かわったせいで混乱したが、もう惑まどわされることはない。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　津奈戯が叫ぶ。

「今の、今の感覚を忘れなければ。私たちは、勝てる！」

　その言葉を、津奈戯はイミナともなむに背を向けて叫んだ。二人は何も言わない。ただ、頷く気配を感じ取った──。

　それで充じゆう分ぶん。大切なのは、理解すること。何ができて、何ができないのか。

　そして思考し、想像すること。数秒先の未来を想像し、対策を立てること。

　困難ではある。だが、決して不可能ではない。

　津奈戯たちもまた散った。最初のように、不安に怯おびえて固まることはない。津奈戯はイミナともなむを信しん頼らいしている。イミナは津奈戯ともなむを、もなむはイミナと津奈戯を。

　そして同時に、津奈戯は三姉妹もまた信頼している。もう、彼女たちが隠かくしていたものは全て暴いた。彼女たちの想いの強さも理解した。

　だから──できること、できないこと、やること、やらないことが理解わかる。

　戌意が戦いの前に、極力情報を集める理由がようやく分かった気がした。敵味方と戦場ステージを把は握あくしてしまえば、相手と味方の行動は見なくとも推測できる。

　伝説の四対一の戦いを思い出す。戌意は四人の選手を相手に怯ひるむことなく戦い続けた。

　それは戌意があの四人をよく調べて、よく考えて、よく戦術を練った結果。そんな領域に、いつか至れるだろうかと憧あこがれていた。

　今、それに手が届く──にはいかないまでも、指先が触ふれる距きよ離りには近付いていた。

　イミナの相手はウラウ。

　狙撃槍スナイプランス〝バレットライトフット〟を持ち、血気盛んにこちらに喰くらい付く。もなむは大おお盾たて〝ビッグシスター〟を持つイチゴとぶつかった。そして津奈戯は──二人の接敵相手を見て、まずアヤメを探した。

　アヤメは狙撃斧スナイプアクス〝ブラッドレフトフット〟を持っている。彼女が狙そ撃げきによる支し援えんを企たくらんでいることは、明々白々だった。

《──津奈戯さんの現在位置から、五十メートル先の東上方と西下方に一点ずつ反応。どちらかがスキル『ダミードール』か『影かげ分身』を使用したダミー》

　もなむからの無線通信。最後の『アクティブソナー』を使用した彼女が、位置を教えてくれた。

《了解コピー》

　津奈戯はもう、迷わなかった。彼女は既に喜狼院アヤメという少女を理解している。アヤメの精神状態は平静、つまり布ふ陣じんを一いつ旦たん元に戻もどしたことによるリセット心理が働くだろう。

　それは即すなわち、前と同じ──一番目立つ者、強い者を狙ねらう。

　イミナはウラウと戦い、ウラウはアヤメが狙いやすいように戦せん闘とう場所を変えない。動かずに、イミナと斬きり合い続けている。

　そしてイミナは、ウラウとアヤメの目的を看破しているだろう。

　本来、イミナは逃にげるべきだ。アヤメの狙撃から逃れられる位置に。しかし──イミナは信じるだろう。津奈戯が、アヤメを抑えてくれると信じるだろう。

　だから、イミナは動かない。つまりアヤメも動かないはずだ……!!

　津奈戯は東上方五十メートルへ向けて、『重力操靴グラヴイシユテイ』を操作した。ソナーによる位置確認すら無意味なほどに迅じん速そくな突とつ貫かん。

　二秒で、アヤメを斬ることができる位置まで動いた。

「え……!?」

　驚おどろいたのは両者同時。

　津奈戯の跳ちよう躍やくは完かん璧ぺきだった。故に、アヤメはその奇き襲しゆうに驚きよう愕がくした。されど彼女は喜狼院三姉妹の長女。その反射神経は、まさに神懸がかっていた。

　しかし双そう剣けん〝燕蜂刺イエンフエンツー〟の大突貫／交差斬撃は、その程度で防げるものではない。

　アヤメにできたのは、かろうじて即そく退場を免まぬかれるだけの一いち撃げきに留めるだけだ。されど、それでも奇き跡せきに等しい。

〝やっぱりこの人、凄すごい……!!〟

　今の奇襲は絶対に躱かわせないと踏ふんでいた。その推測を覆くつがえしたアヤメを津奈戯は賞賛する。既に彼女に挑ちよう発はつされたことも、何もかも頭から吹ふき飛んでいる。
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　アヤメは確信した。

　今の一撃を回かい避ひできた自分には、まだ勝機があると思った。けれど、すぐに考えを改めざるを得なかった。

　津奈戯はこれを回避した自分アヤメを凄いと思っている。尊敬すらしている。

　何て曇くもりのない瞳ひとみ。挑発したはずなのに、憎ぞう悪おは欠片かけらもない。

　そして自分の異常さにも気付く。

　負けるかもしれないのに。

　負ければ、悔くやしいはずなのに。

　負ければ、何もかも無む駄だなはずなのに──負けても、きっと自分たちは終わらない、という確かな予感を抱いだいた。

　そしてもちろん、アヤメはそれでも勝ちたかった。

　体が動く。吼ほえ立てながら、最後の切り札エース・イン・ザ・ホールを使用するべく〝ブラッドレフトフット〟を構える。




　そのスキルは『屍獣の怨嗟クライング・コープス』と命名された。

　ＪＰＡによって許可された（許可される条件はブランドの影えい響きよう力、資本金、武装のセンス、スキルのセンスなど多た岐きに亘わたる）『幻影穿装イマジネイル』にのみ付ふ与よされる稀少レアスキルだ。

　とはいえ、世界でたった三十六人しか使用できないレガシー・スキルと比ひ較かくすると、然さ程ほどの珍めずらしさはない。

　それはファンタズムを盛り上げるために必要な派手な演出効果エフエクトに加えて、極度の実用性を誇ほこっている。まして彼女の持つ武器は『ワルキューレ』の試作品であり、今のところ唯一無二の技オンリー・スキルである。

　単純なダメージではなく、中威い力りよくのダメージが秒単位で続く。加えて広こう範はん囲い……エリア単位の攻こう撃げきなので完全な回避も極めて困難だ。

　無論、代だい償しようも大きい。与あたえたダメージの約六十パーセント分をアヤメ自身も喰らうことになる。圧あつ倒とう的てきに勝利している状じよう況きようか、もしくは一発逆転──自分一人の犠ぎ牲せいで、相手を壊かい滅めつに追い込める状態か。

　今回のケースは後者。この技を使えば、自分は敗北する。下手をすれば死ぬ。

　けれど、それは相手も同じことだ。文橋津奈戯だけではない、この距離からなら刻導イミナも巻き込める。共感機能テレパシーを受けたウラウは、既に退たい避ひした。

　二人を倒せば、あとは華々蓮もなむ一人。イチゴとウラウが生きているなら、問題ない。

　さあ、賭けの時間だ。

　生命いのちと、情熱と、意志と、希望と、憎悪をありったけチップに換かえて。

　それを死神デイーラーに差し出し、全てを託たくす。

　祈いのれ。

　贖あがなえ。

　泣け。

「──スキル発動。『屍獣の怨嗟クライング・コープス』！」




　アヤメの音声に『幻影穿装イマジネイル』が反応し、その機能を解放した。

　瞬しゆん間かん。顔の溶とけた巨きよ大だいなドーベルマンの群れが、出現する。このスキルのコンセプトは、グロテスクな美。残ざん酷こく描びよう写しやのレーティングに引っ掛かからないラインで制作された怪かい物ぶつの姿は何ともおぞましく──そして、美しかった。

　津奈戯目め掛がけて、幻獣型情報体デジタルキメラが一いつ斉せいに襲おそい掛かった。極大サイズの獣けものと比較すれば、津奈戯は津つ波なみに襲われる小さな木こっ端ぱのようなもの。

　喰らった時点で瀕ひん死し。そして、三秒ごとに継けい続ぞく的にダメージを負わせるこのスキルは、範はん囲い内に存在する全選手プレイヤー──敵味方無差別に発動する。

　範囲内にいるのは刻導イミナと文橋津奈戯。そして代償を支し払はらわなければならないアヤメ自身。このスキルを使うのには躊ちゆう躇ちよがあるが、最も早はやそう言ってはいられない。

　勝つために。勝ち続けるために。栄光を摑つかむために。

「あたしたちは、絶対に、負けない……!!」

　アヤメは命を賭けて、屍し獣じゆうを解き放った。
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「──スキル発動」

　……そして、文橋津奈戯もまた切り札を使った。

　元々、双剣型『幻影穿装イマジネイル』〝燕蜂刺イエンフエンツー〟のコンセプトはいついかなる状況でも万能的な攻撃手段を持つ、というものである。これは単独で戦うことを想定した津奈戯が希望し、開発スタッフと練り上げたためだ。

　相手が複数のときは双剣で戦い、一対一の場合は柄つかで装着して双身の剣とし──。そして遠えん距きよ離り戦せん闘とうの対策も、もちろん存在する。

　遠距離攻撃スキルで厄やつ介かいなものの一つに、〝広範囲無差別攻撃スキル〟が存在する。軽戦士ライトフアイターの長所である敏びん捷しよう性を潰つぶすこの攻撃を、潰し返すために『ワルキューレ』開発班は津奈戯と共に、そのスキルを設計した。




「『天空の金蜂チアンコン・ジンフエン』」
















　静かな声に、『幻影穿装イマジネイル』が反応。柄の部分で装着した〝燕蜂刺イエンフエンツー〟の刀身が微かすかに反って弓の形状に変化した。

　幻想デジタルの黄金光が輝かがやき、一本の矢へと変化する。津奈戯は「本来そこに存在しない矢」を実在するものとして摑み、弓に変形した〝燕蜂刺イエンフエンツー〟に番つがえた。

　広範囲無差別攻撃スキルを回避する方法は基本的に、俊しゆん敏びんさで回避する以外にない。しかし当然ながら広範囲かつ無差別に攻撃するスキルがあるのならば、それを無効化するスキルも存在するし、作成もできる。

　だが、そんなスキルは使い道が難しい。一点突とつ破ぱではなく万能を求めたが故に敵が必ず〝広範囲攻撃〟を使用すると確信していないと、スキルセットすらできない。

　タイムアウト終しゆう了りよう直前、三人の連れん携けいを行うために必要なものを考えたとき、不意にこのスキルが思い浮うかび、汎はん用よう的ではあるがこの試合で使わなくても問題ないであろう幾いくつかの未使用スキルを廃はい棄きし、取り直した。

　戦闘で不利になることよりも、イミナやもなむを守れないことが怖こわかった。

　守れる手段があるのに、使えなければ後こう悔かいするだろうと思った。

　護まもる。

　勝つ。

　生き延びる。

　生きるために、生き延びる。

　そのために、このスキルが必要になるかもしれない。だから取った。その選せん択たくが間ま違ちがいではなかったと、津奈戯は自分自身に感謝する。

　自分が愛いとおしい、と思う。誰だれかを大切に思うことができる、自分が。そう、だからこそ生きたい。だからこそ勝ちたい。だからこそ──負ける訳には、いかないのだ。




　文橋津奈戯はありったけの意志を籠こめて、矢を放った。黄金の矢は、殺さつ到とうする屍獣の群れに直ちよく撃げきする。幻想デジタルと幻想デジタルが衝しよう突とつし、ステージを管理するサーバーによって、二つのデータが厳密に計算されていく。

　ここは０ゼロと１イチが無量大数に連なった世界。架か空くうの魔ま物ものが、実在する生物を殺す奇き妙みような空間。

　だがしかし。存在しない魔物もまた、存在せぬ光に駆く逐ちくされるのがこの異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドの条理であり、幻想闘技デジタル・アーツファンタズムの常識だ。

　全てを喰くらい尽つくす屍獣のダメージ、レンジ、継続時間が算定される。それは津奈戯とイミナを殺すに余り有る代しろ物ものだ。

　だが、黄金の光によってそれら全てが無効化された。巨大な屍獣たちは、光に触ふれた途と端たんにただの無害なデータに変へん換かんされていく。

　これが『天空の金蜂チアンコン・ジンフエン』の力。あらゆる遠距離攻撃をエリア単位で無効化する、最強の矢たて。

　数千数万ペタバイトのデータが、わずか数メガバイトの立体画像データの群れに変換された。データ内容は「赤い塵レツドアツシユ」。黄金の光に貫つらぬかれ、赤色の華はなとなって散っていく。

　それは血の華。屍獣はそのまま死に還かえる。何一つ傷つけることなく、傷つくこともなく。




　──ああ、あたしたちの敗北まけだ。




　トリオ・ファンタズムにおいては一人の退場で、ほぼ勝敗が決定付けられてしまう。

　六人の力がほぼ拮きつ抗こうしていては尚なお更さらだ。

　負けた。敗れた。手の届くはずだった夢が、手からすり抜ぬけてしまう。

　悔しかった。

　勉強で負けたときも、運動で負けたときも、他のあらゆる何かで負けたときも、こんなに悔しいと思ったことは一度もなかった。

　けれど、同時に嬉うれしかった。あのとき冬隠が感じた絶望の一いつ端たんに、ほんの少しだけ触れることができた気もしたからだ。

〝あたしたちは、冬隠が好きだ〟

　人生たった十六年しか過ごしていないのに、夢なんてそうそう簡単に見つからない。それでも、あたしたちには大切な友達がいた。だから、生きてこられた。

〝でも……冬隠は、どうなのだろう。冬隠は、あたしたちのことを好きなのだろうか〟

　凄すさまじい勢いでＨＰヒツトポイントが削けずり取られ、その痛みで昏こん倒とうする寸前……アヤメは屋上にいる冬隠を見た。この距きよ離りでは見えるはずがないのに、何故か見えた気がした。

　幻想の冬隠は、泣いていた。自分たちのことを想って、泣いてくれていた。

　それだけで良かった。それだけで救われたと少女は思う。




　アヤメが落下していく。そのまま、この高度から地上まで落下しそうならば手助けしよう、と津奈戯は考えていたが『重力操靴グラヴイシユテイ』の緊きん急きゆうモードが上手うまく機能したらしく、ふわりと怪け我が一つなく彼女は浮ふ遊ゆう瓦が礫れきの一つに昏倒したまま着地した。

《喜狼院アヤメ選手。ＨＰヒツトポイント急激減少のノックアウトにより脱だつ落らくです》

　ラケシスの宣言。

　それで、この戦いの決着はついた。アヤメを失ったイチゴとウラウは、それでも見事な連携を見せたものの、津奈戯、イミナ、もなむの連携はそれ以上だった。

　五分も経たたない内に、戦いの決着はついた。

《イチゴ選手、脱落。喜狼院アヤメ、喜狼院イチゴ、喜狼院ウラウ選手。以上三人の脱落をもちまして、試合終了です。トリオ・ファンタズム──夜見都学園対喜狼院学園は、夜見都学園の勝利です！》

　戌意と零視はラケシスの声に満足げに頷うなずいて、がっちりと握あく手しゆを交わした。




　ミカエル三み浦うらは、そんな二人に向けて苦笑いを浮かべながら肩かたを竦すくめる。

　無言のまま、はらはらと涙なみだを流す冬隠を、ミカエル三浦は美しいと思った。もちろん、彼女には艶つややかな華はない。

　選手プレイヤーとしての資質があっても、三姉妹のような星になることは難しいだろう。

　それでも、その美しさを無視することはデザイナーとしての冒ぼう瀆とくだ。

　その涙は自己への憐れん憫びんでもなく、敗北したことへの悔かい恨こんでもなく。ただ己を慕したって、命を賭かけた少女への、愛を想った涙だった。
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「大だい丈じよう夫ぶ？　全員、怪我は無いわね？」

　ミカエル三浦は戌意たちを含ふくめて全員を整列させた。アヤメたちは姉妹で固まって、ひたすら泣いている。完かん膚ぷなきまでの敗北に、望みがないと分かっているのだろう。

　勝利と敗北は残ざん酷こくな儀ぎ式しきだ。イミナと津奈戯も胸が痛い。ただ一人、戌意だけは妙みように胡う乱ろんげな目でミカエル三浦を眺ながめていた。

　ミカエル三浦は、悪戯いたずらっぽい表情で彼女たちを眺めている。彼としばらく話していた野々村が、恨うらめしそうにミカエル三浦を見ながら、六人に告げた。

「では、今回の戦いを鑑かんがみての『ワルキューレ』からの見解を発表します。『ワルキューレ』がスポンサーとして支し援えんするのは、喜狼院三姉妹及および夜麻冬隠。三姉妹を広告展開に使用すると同時に、朱す雀ざく舞まい高校のレギュラー獲かく得とくを目標に戦って戴いただきたいと思います」

　……。

　……。

　……。

　三秒経って。三姉妹の泣き声がぴたりと止まった。

　イミナと津奈戯の息が止まった。もなむと零視もさすがに絶句する。

「あ、あの。……それは、どういうことですか？」

　恐おそる恐る、という感じでイミナが尋たずねる。ミカエル三浦はニヤリと笑った。それで、彼の中で出た結論を悟さとった戌意は溜ため息いきをつく。

「今回の戦いにおいて、喜狼院三姉妹は未熟ながら素晴らしい連携で戦ったわ。加えて、同じ顔立ちながら異なる性格、天然ナチユラルな美び貌ぼうと話術。あなたたちは一流の選手プレイヤーになれる。そして、それを実戦経験のない机き上じようの勉強だけで率いた夜麻冬隠にはマネージャーとしての才能がある」

　三姉妹と冬隠は茫ぼう然ぜんとした顔で、ミカエル三浦を見つめている。

「──契けい約やく条件の一つに、できれば喜狼院学園からの転入をお願いしたいのだけど……問題あるかしら？」

「い、いいえありません!!　喜んで！　はい喜んで！」

　アヤメが拳こぶしを握にぎって、つんのめったように前に出る。ミカエル三浦はアヤメの頭にぽん、と手を置いて、優しい笑みで告げる。

「頑がん張ばりなさい。貴女あなたたちは今、夢に向かって一歩を踏ふみ出したのだから」

　限界だった。振ふり返ったアヤメはイチゴとウラウ、そして冬隠にすがりついて大泣きに泣き始めた。これは哀かなしみではなく、停てい滞たいしていた自分たちがようやく歩き出せたことへの、喜びの涙だった。

　ミカエル三浦は優しくその光景を見つめていると──肩を指でつつかれた。振り向けば、戌意がじっとりとした目で彼を見ていた。

「あらやだ、その目も素敵よ戌意くん」

「……あの、そろそろウチのエース二人が泣き出しそうなのとプッツンしそうなので、こちらにもきちんと伝えて戴けますか」

「あらま」

　戌意の言葉に振り向けば、イミナはぷるぷると涙目で震ふるえ、津奈戯はこめかみの血管が切れそうなほどの形ぎよう相そうで、ミカエル三浦を睨にらんでいた。

　ミカエル三浦は「てへ☆」という感じで恐ろしく似合わない小こ悪あく魔まポーズを決めた。

「ごめんなさいねえ。もちろん、あの連携を即そつ興きようで乗り越こえて団結したポテンシャルは素晴らしいわ。間違いなく、実力的には三姉妹かのじよたち以上の逸いつ材ざいよ。アタシたちには勿もつ体たいないくらいの。……だからアタシが親会社のブランド『オーディン』に推すい薦せんしてあげる。アタシの推薦なら、無む下げには扱あつかわれないわ」

「じゃ、じゃあだいじょうぶなんでずが？」

「あの、エースでヒロインにあるまじき顔になってるわよイミナちゃん。具体的に言うと鼻水出てるわよ？　だいじょうぶ？」

「だいじょうぶでず。ごじんばいおがげじばじだ」

　ずびびっと鼻をかむ。イミナと津奈戯はようやく肩の力を抜いた。

「『オーディン』は一流の選手プレイヤーたちを多数抱かかえているけど、大手企き業ぎようだけあってその資金力は半はん端ぱじゃないわ。少なくとも貴方あなたたち五人だけなら全く問題なく資金を提供してくれるでしょうし、ＪＰＡ公認のトレーニング場も平日五時間、休日は二十四時間無料開放してくれるからね」

「はぅ、はぅ、はぅぅ……」

「すっげえ……マジすげえ……もとい、本当におすごい……」

　想像以上の厚こう遇ぐうに、イミナと津奈戯が揃そろって頭をクラクラさせていた。

「……ま、でも。その厚遇を活いかして次の階段ステツプに進めるかどうかは、これから先の努力次第ね」

　そう言って、ミカエル三浦は冬隠を中心にはしゃぐ三姉妹を見ていった。

「あの娘こたちだってそう。突っ走り続けなければ、失しつ墜ついする。多分、今より酷ひどい場所へ」

　セーフティネットなどない。タイトロープを走って走って、足を滑すべらせればそれまでだ。

　それでも、あの三姉妹と冬隠は選んだのだ。

　ぴんと張った綱つなを走り続けることを。

「──さて。貴方たちは、どこまで走って行ける？」

　ミカエル三浦は悪戯っぽい笑みを浮うかべ、そう言った。イミナは戌意に視線を向ける。

　戌意が同意するように頷くと、赤あか髪がみの少女は胸を張って宣言した。

「ずっとずっと高く、ずっとずっと遠く。誰だれにも追いつけない場所まで、走ります」




　それは夢より遥はるかに朧おぼろな光景。

　少女が、最果ての地まで駆かけ抜けていく幻影ビジヨン──。








エピローグ






「カンパイ!!」

　ガチャン、とグラスを打ち合わせる音がカラオケＢＯＸのワンルームに響ひびいた。

　メンバーはイミナ、津つ奈な戯ぎ、もなむ……そして、喜き狼ろう院いん三姉妹と夜や麻ま冬とう隠かの七人であり、男性陣じんはいない。

　今回はあくまで「トリオ・ファンタズム」を戦ったことの遺い恨こんや余分な感情を流すためのパーティであり、男性陣は欠席願ったのだ。零れい視しは深夜まで騒さわぐことに最後まで乗り気ではなかったが。

「てかさー、アンタたち本当にいいの？」

「いい、とは？」

　きょとんとするイミナに、ウラウが気まずげに告げた。

「あたしたちが勝ったみたいになっちゃってさァ」

「──別に、問題ない。そもそも試合の結果とそれに対する報ほう酬しゆうはこちらも満足いくものだった。言い方は悪いが、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係だろう。あなたたちに対する悪感情は、元から薄うすい」

　津奈戯は淡たん々たんと答えた。その目はウラウではなく、背後のディスプレイに注がれている。

「いや、でも、その、あたしたち、ちょっと反則しちゃったし……ところで津奈戯さぁ、カラオケの曲、登録しすぎじゃない？」

「私が前にいた学校はもっと酷ひどかった、ふふふ。なあに、三曲連続くらいで私の喉のどは潰つぶれない」

「そうね。その反則だって、試合前に異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールドの下見や訓練を重ねただけでしょう？　津奈戯さん、そういうことではなくてですね」

「まあまあ。もういいじゃありませんか。わたくしたちが勝ちましたし、えっへん」

「クッ。的確に苛いら立だつツボを突いてくるわね、あんた。友達あんまりいないタイプだわ。ちょっと文ふみ橋はし、リモコン貸してよー」

「ふふふ、伊達だてにクラスで浮ういておりませんわよ、わたくし。あの、つなちゃん。先ほどから登録作業だけを繰くり返している気がするのですが」

「ねえねえ、イチゴちゃん。クラスで浮くのとクラスで死んだ目になってるのと、どっちが幸せかな？」

「いや、冬隠。あたし、そういう難しい人生選せん択たく肢しはちょっと……。じゃ、次あたしね。その次はどうする？　え？　イミナ？　歌うの？　いいよ、パス」

「思うに、こうして過ごすことこそがわたくしにとっての勝利なのです。わたくしたちは人を殺したい訳ではない。人を殺そうなどとは思わない。でも、戦いたい。それは──自分の生きている熱を、魂たましいを、全てをぶつけて理解したいから。だから、わたくしはこうしてワイワイ過ごすのが、とても楽しいのです」

　イミナの言葉はカラオケＢＯＸの喧けん騒そうを一いつ瞬しゆん、外界へと追いやるほどに強く響いた。

「イミナ……」

「アヤメさん、イチゴさん、ウラウさん、そして冬隠さんと……こうして、仲良くできてわたくしは今、最高に生きているって実感していますわ」

　嬉うれしそうに、まるで何かの音楽を聴きくようにうっとりとした顔でイミナは呟つぶやいた。

「……頑がん張ばんなよ、インターハイ。あたしたちは朱す雀ざく舞まい高校でしばらくトレーニング。今年のレギュラーは難しいかもしれないけど……いや、あんたたちが戦うならあたしたちもそんなこと言ってられないな。あたしたちも全国大会前に、頑張って食い込んでみるよ」

　アヤメがそう言って、イミナに手を差し出した。イミナはこくんと頷うなずき、その手を握にぎり締しめる。そうして、ステレオからＢＧＭが流れ始めた。

「さて、歌いましょうか。では、先陣はわたくしが切らせていただきます」

　イミナが立ち上がってマイクを握った。途と端たん、顔を蒼そう白はくにした津奈戯がディスプレイを見る。

「あ、あれ!?　いつのまに割り込まれてた!?　駄だ目め……イミナのマイク取って!!」

「もう、津奈戯さん。いいじゃないですか、最初はイミナさんでも……」

「イミナに歌わせるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　津奈戯が跳ちよう躍やくしてマイクを奪うばい取ろうとするが、イミナはするりとそれを回かい避ひした。

　焰ほのおの髪かみと瞳ひとみを持つ少女は気持ちよさそうに息を吸い込み──。

「それではわたくし、久しぶりに歌わせていただきますわ！　小学五年生のときの合唱コンクールで『頼たのむからお前は歌うな』と皆みな様さまに言われて以来です！　スリー、ツー、ワン────ほげ─────────！」




　次の瞬しゆん間かん、破は壊かい的な音が撒まき散らされた。

　歌の評価についての詳しよう細さいは省くが、アイドルポップスがデスメタルにしか聞こえないという、極きわめて貴重な経験を彼女たちは得たと言っておく。
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　月命日に休みを取った御み津つ神がみ戌いぬ意いは、御津神鳴めいの墓参りに行くことにした。本当の命日は二ヶ月後だが、その頃ころにはインターハイが激化している。自分たちもそこに加わっている──はずだ、と思いたい。

　彼女の墓は金かな沢ざわにある。両親が墓参りに来たことは一度もなく、そして恐おそらくこれからもないような気がする。あの二人は死者に興味がない。興味があるのは生者の未来だけ。……ああ、まったく反吐へどが出るほどに理想的な両親だ。




　霊れい園えんには人っ子一人いない。平日の霊園に好きこのんで来るような者など、あまりいないだろう。最近になって暖かくなり出して、このところは空が青い。いい陽差しで、いい風も吹ふいていた。

　献けん花かを片手に、戌意は御津神鳴の墓の前に立つ。戌意は死者の声が聞こえたことなど一度たりともない。だが、彼女の墓の前は思考を纏まとめるには理想的だった。

　御津神鳴と、御津神戌意は違ちがう。

　それは人格、性別、身体能力、そういったものではない。

　彼女と自分では〝種〟が違う──要するに、戌意は人間だが鳴はそれ以上の何かだった。

　ファンタズムで勝利を続けたのも当たり前だ。人間と人間ではないものが、同じ装備をした時点で勝てるものか。

　御津神鳴は、人間ではなかった。人間ではなかったから殺した。

　突き詰つめれば、そうなるのだろうか──何たるエゴイズム。

　墓の前に立つ度たびに、殺した姉のことを考える。

　別の方法がなかっただろうか（ある訳がない）。

　逃にげてしまえばよかったのだろうか（責任があった）。

　そうして最後には、もう考えても無む駄だだという結論に到とう達たつするのだ。

　だが、今日は違う。今日考えるべきことは、そんな堂どう々どう巡めぐりの回想ではない。現実だ、現実に姉が生きているという可能性。

　私立天てん常じよう学園の名無しの女ジエーン・ドウ。

「……彼女は、姉さんか？」

　そうではない、という確信とそうだろう、という確信が戌意の脳のう裏りに渦うず巻まいている。

　そしてもし、そうであるならば。

　間ま違ちがいなく、父と母が関わっている──あの絶望的に終わっている二人が。




「一つ、聞いていいか。──その墓に、一体何の意味があるのだ？」

　静かな声だった。厳おごそかな声だった。感情を律した、機械のよう──なのに、戌意にだけは嗅かぎ分けられるたまらない穏おだやかさ。

　戌意は気が遠くなるのを堪こらえながら、ゆっくりと右を向く。

　そこに、いた。

　白く輝かがやくような肌はだ、無造作に長く伸のばされた髪、薄い藍あい色いろの瞳はどこか浮き世離ばなれしている。すらりとした肢し体たいは美しい獣けもののよう。ただ歩いているだけなのに、こちらを畏い怖ふさせる。世の中の怪かい物ぶつという怪物を詰め込んで鋳ちゆう造ぞうされた怪物以上の何か。

　真っ黒のセーラーとスカート、黒いつば広の帽ぼう子し──まるで喪も服ふくのようだと戌意は思う。

　……さて。もしこれが夢だったとするならば、自分は覚めないように祈いのるのか、覚めるように祈るのか、どちらなのか分からない。

　御津神鳴。

　戌意の実の姉。戌意が殺したはずの姉。仕方ないと言い訳して、どうしようもなく泣きながら、その命を絶ったはずの少女。

　少女が再び口を開いた。




「なあ、戌意。それには意味があるのか？　ないのか？　教えてくれよ、戌意」

「……貴女あなたに教えられるようなことが、僕にはない。そして、墓に参ること自体に意味はない。ただ、ケジメはつけられるから」

　思いの外ほか、舌が滑なめらかに動く。まるで姉と話しているよう。

　違う。これは姉ではない。姉であってはならない。必死になってそう思う。

「あなたの名前は？」

「愚おろかなことを聞くんだな、戌意。御津神鳴に決まっているだろう」




　相変わらず。全く何の抑よく揚ようもないままに。少女はかつて死んだはずの姉の名を名乗る。

　ふわりと、少しだけ強い風が吹いて帽子が風に飛ばされていく。

　戌意は見た。眩まばゆい陽差しの下、確かに御津神鳴がそこに佇たたずんでいた。




「……生きていた、という訳ではないよね。クローンか」

「──かもしれない。だが、戌意。お前だってクローンかもしれないじゃないか。お前の記き憶おくが、本当に正しいものかなんてどうやって見分けられる？」

　間かん髪はつ容いれず、戌意は反論を述べる。

「見分けられるさ。クローンでは有り得ない記憶を保持している以上、僕がクローンでは成立しない状じよう況きようが多々存在する」

　その言葉に、鳴は目を伏ふせて頷いた。

「そうか。確かに私の記憶は、曖あい昧まいで、不純で、濁にごっているからな」

　それは何もかも正しい。

　御津神鳴は、生きていてはいけない存在だ。

　しかし、と鳴は戌意を睨にらみ据すえて宣戦布告する。

「だが、私はこうして此こ処こに生きている。どうあれ、一個の生命体として根を下ろしている。それを否定することだけは、誰だれにもさせない。私はもう、お前に殺されたくないのだ。私が、世界に仇あだ為なす存在であることが運命付けられていたとしても。その運命に叛はん逆ぎやくする」

　あまりに自分の姉らしい言葉だった。クローンとはいえ、恐らく擬ぎ似じ的な記憶を植え付けられた彼女は、本来の姉の人格をかなりの割合で模倣コピーしているのだろう。

　だが──。

「……それで、僕も殺すのか？」

　鳴が顔を顰しかめた。

「それが、お前だけは殺したくない。不思議なことに。殺されたのに殺し返したくはならないんだ。何故なぜだろうな。父と母は簡単に殺せたというのに」

　殺したのか、と戌意は戦せん慄りつと安あん堵どを同時に抱いだいた。戦慄はあの二人を簡単に殺せたという少女の可能性、安堵はこれ以上姉のような人間は出てこないという確信だ。

「──なら。戦おう。今じゃなくて、正しい場所で、正しい時間で、正しい在あり方で」

「……『ファンタズム』で？」

　鳴はふぅむ、と考え込む。戌意が更さらに続ける。

「僕は才能を見み出いだした。鳴に勝てる、唯ゆい一いつ無二の才能だ。そしてもちろん僕も戦う。もう僕は一人じゃない。五人で戦い、五人で勝利する」

　そうして、

「──分かった。お前がそう言うのならば、戦おう。インターハイで待っている、戌意。勝ち残って私の前に現れよ。私は間違いなく決勝まで残る」

　そうだろう、と戌意は確信する。

　眼前の少女が御津神鳴の高校生にまで成長した姿だとするならば。彼女は間違いなく、人類最強を誇ほこるに足る存在だ。

　──だけど。彼女はただ孤こ高こう。

　対たい抗こうするべき人間が自分一人でない以上、こちらにも勝機はある。そして、敗北を与あたえることさえできれば、御津神鳴という少女の軍事的価値は消え失せる。彼女は真の自由を取り戻もどすことができるはずだ。

　……かつては殺すしか選せん択たく肢しがなかった。殺したくはなくとも、世界の混こん沌とんを止めるための手段がそれしかなかった。

　だが、今は違う。可能性がある。何より、戌意はもう二度と御津神鳴を殺したくない。

　たとえクローンであったとしても。やはり彼女は遺伝子的には自分の姉なのだ。だから、救えるなら救いたい。

「僕のパーティも、決勝まで残る。必ず」

「──なら、可能であれば決勝だな。相応ふさわしい舞ぶ台たいに相応しい人選で、君を打だ倒とうしよう」

　その言葉に炎ほのおが点ともる。

　負けるものか、屈くつするものか、必ず勝つという信念。それは炎そのものであり──。

　御津神戌意にもまた、決して負けられぬ理由が一つ増えたのだ。







　そうして、騒さわがしい日々はあっという間に過ぎていく。単調で、刺し激げき的で、再発見と新発見の毎日。

　少しずつ強くなり、独立していた生命体が一つに纏まり始める。それは統一でも融ゆう合ごうでもなく、絆きずなという見えにくくも強きよう[image: 靭]じんな結びつきによって。

　見えないはずの未来さきが、少しずつではあるけれど姿を現していく。




　──インターハイ地区予選。場所は石川県立ファンタズム・グラウンド。公式試合に認定された異界戦闘領域ビヨンド・バトルフイールド。

「まずはここからだ」

　フィールドに立った戌意が、傍かたわらに佇むイミナに呼よび掛かける。イミナは弾はずむ動どう悸きを抑よく制せいしたいのか、胸に手をぐっと押し当てていた。

　フィールドの向こう側に待つは天てん剛ごう摘つみ月つき。傲ごう岸がん不ふ遜そんに腕うでを組み、胸を張って五人を待つ。

　地区予選第一回戦から当たるとは運がない、と泣くべきかどうか。観客も、応おう援えん団も、詰めかけたマスコミも、誰もが摘月──即すなわち碩せき陵りよう高校の勝利を疑っていなかった。

　戌意たち、夜よ見み都と学園の人間以外は。

　戌意はぽん、と彼女の頭に手を置いた。それからぐしゃぐしゃと些いささか乱暴に、限りのない親愛を籠こめて頭を撫なでる。

「わふ。何をするんですかぁ」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。イミナ、僕たちは強いんだよ。あのときより、ずっとずっと強くなっている。確かに摘月は高い壁かべだ。でも、人間の作った壁ならば必ず踏とう破はできる。君は、乗り越こえられる力を持っている」

　しばしの沈ちん黙もく。

　イミナは心臓を手で押さえるのを止やめた。鼓こ動どうは平静に戻り、狭せばまっていた視界も元に戻り始めている。

「センパイは──」

「うん」

「センパイは、この戦いに何を求めるのですか？」

「大事な人がいて、護まもりたい人がいて、一いつ緒しよに夢を追いかけたい人がいる。僕は死んでいたけど、君のお陰かげで生き返った」

　こうしてここで、共に追いかけられる夢がある。それが何より愛いとしく、楽しい。

「わたくしは、それほど大したことをしておりません。センパイが立ったのは、センパイ自身の力です」

　その切っ掛けを与えてくれたのは君だ、と戌意は言おうとして止めた。この話はきっと、いつまで経たっても堂々巡り。互たがいに互いを信しん頼らいしているからこそ、相手を信じすぎてしまう。そんな強い絆だ。

「……ありがとう、イミナ」

「いいえ、お礼はまだです。センパイには、ちゃんとわたくしを決勝戦まで連れて行って貰もらいませんと」

　イミナは自分がそこに辿たどり着つくと信じている。自分の力ではなく戌意の力だが。それでも、彼女は自分が全力を尽つくせばその頂いただきに至るのだと──戌意の言葉を信じている。

　そして戌意もまた信じている。イミナの才能は、溢あふれて止まらない。彼女は華か麗れいに、空を舞まい続ける。仲間と共に、五重奏クインテツトを奏で続けるだろう。

「イミナ、飛ぼうか」

「はい！」

　快活な返答と共に、焰ほのおの瞳ひとみを持つ少女が空を翔かける。その後を、蒼あおい閃せん光こうが追って飛び出す。更にその後を、異なる色を持つ少女と少年が追い掛けて。

　最後に、夜を纏まとった少年が静かに飛んだ。焰の少女が太陽ならば、最後の少年は夜。

　太陽が疲つかれて休むとき、夜は太陽を包むのだ。陽に仇あだ為なす、どのような相手からも護るために。夜の少年は月と共に、その焰を護ることを誓ちかった。

　その炎は、人類ひとの終局を覆くつがえすもの。人の未知を引き出し、限界を打ち破るもの。

　人類が幻想ユメをその手に摑つかむために、与えられたものだ。

　クインテット・ファンタズム。インターハイ地区予選第一試合の開始ブザーがステージに鳴なり響ひびいた。




　──夏が、始まる。








後書き









　──という訳で「クインテット・ファンタズム」二巻をお届け致いたします。

　今回は喜き狼ろう院いん三姉妹……に加えてもう一人、夜や麻ま冬とう隠かという少女の物語をお届け致しました。

　過去の回想からも明らかな通り、喜狼院学園においては過か剰じようなまでの能力主義がまかり通った、割とディストピアな高校です。……とはいえ、残念なことに現実においても過剰な、あるいは間ま違ちがった能力主義がまかり通ることは多々あります。

　突とつ出しゆつした才というものが必要になる仕事、あるいは学問というものは確かに存在するのですが、それだけで人間が「人間」として成立する訳ではありません。

　人間というのは本当に様々な側面を持ち合わせた生物です。

　聖人のような悪人、悪人のような善人、先を見通すがために残ざん忍にんな振ふる舞まいをする施し政せい者もいれば、先を見通せず目の前の物事に対処していたため、結果的に邪じや悪あくになったような無能な働き者もいます。

　朝ちよう令れい暮ぼ改かい、という諺ことわざはまさに人間そのものです。

　学校は己の才能を試し、経験を積む絶好の機会です。もし、この本をご覧の学生さんがいらっしゃいましたならば、何でもかんでもまずはやってみる方がいいでしょう。

　本が好きなら本を読めばよろしい。本で物足りないほどに己の邪じや念ねん妄もう想そうが溢あふれ出るようになったならば、例えば自分のように何かを書くことで発散させるのもいいかもですね。

　人間というものは無限の可能性を持っているようで持っていません。大たい抵ていの人間には、精々一つが限界でしょう。それ故に「才能」を探し出すのにもまた、大変な努力が必要となります。

　どうか、皆みな様さまの才能を探す努力が報われていますように。




　さて、クライマックスまで読んで戴いただいた方には何となくお分かりになったかと思いますが、色々とありまして「クインテット・ファンタズム」は今巻で話は締しめくくらせていただきます。

　もちろん皆様にお見せしたかったアレコレはあるにはあるのですが……彼女たちの人生はこれから先も前に進む──ということでひとまず一件落着でございます。

　色々と空回りした感もありますが、次はまた別の作品でお会いできればいいな、と思います。それではまた！




　最後になりますが、イラストレーターのワダアルコ様に多大な感謝を。

　刻こく導どうイミナという可愛らしい少女はこの方無しでは生まれませんでした。




　そして校正さんにも多大な陳ちん謝しやを。

　すいません、色々とすいません。ふふふ、この至し極ごくもっともな指し摘てきだらけの原げん稿こうを誰だれかに見られたならば、自じ害がいもやむなしと言えよう……！





二○一四年一二月　　東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう





















クインテット・ファンタズム２




疾しつ風ぷうの銀狼ケルベロス








東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう
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